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昭和61年11月3日

臣∃　r垂⊇　　塩廷;

鍋島地方官去全

会長　上　田　　弘

1　0周年冨己食言蓋の用曽呈lこつ(,､て

この度の朝路地方腎友全点成1 0周年記念事業の一項として､別冊のと

おり10月年記念誌rシャントと共に』を発行いたしましたので.一冊で

はあl)ますが倍量いたしますので.お収め巌います.

な臥患者さん等で購入希望者がお()ましたなら.残冊数も多少ありま

すので･一肌1 000円にて販売しておI)ますので､御連絡下さればお

送りいたします｡



謹啓

紅葉も落ち､知床峠には雪も降る季節と成りましたがlhL･殿には益々御健勝のこ

ととお岩び申し上げますo

さて､此の度釧路地方腎友全の創立10周年記念式典を挙行するにあたりまして

は､協空乍寄附等御協力下さいまして誠にあI)がとうございました｡

御蔭様をもちまして､式典並びに諸事業も､軒iiLかも盛大狸に終えることが

できましたこと､ひとえに紫殿の御協力の賜と炎心より感謝申しあげますo

私達透析患者を取り巻く状況は厳しさを増してくることは避けられないと思い

ますが､今後医鯖を後退させず､しかも腎疾患総合対策を推し進めるよう活動を

続けたいと思います.

どうか今後とも釧路地方腎友合のために変わらないお力添えを賜りますようお

願い申しあげまして簡単ですが御礼といたします｡

El.'絹J61年1011 28 ll

釧路地方腎友合　全　土主　上田　　弘

～



釧路地方腎友会10周年記念事業協賛者名簿(広告)

下記の皆様方より協照広;li-をいただきましたo心よりお札申ししけますoありがとうございました.

釧路市長鰐朔俊之
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観光おみやけ店やまもと

(広告柚載噸･散省略)
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釧路地方円友会は､昭和51年に

市立病院の16名で結成し､昭和52

年には釧路市内の全施設(当時3

施設)を対象として活動をはじめ､

現在は約200名の透析患者となり､

はや10年を迎えることとなりまし

た｡

この10年臥先-粧役員の活躍は

もちろん､先生･右謹柏などの病

院関係者､釧路市長はじめ医療･

福祉行政の関係者､矧lDqの伊藤武

一道議･高橋宏政市議と多くの市

民のみなさん､そして､患者を守っ

て下さった御家族なと､多くの方々

から温かい御支援･御協力により

まして､今日を迎えることが出来

ましたことを､深く感謝し御礼を

申し上げます｡

｢金の切れ目が生命の切れ目｣

といわれた幣腺病盟者が､この間､

一般社会人に近い生活を送られる

よう幾多の要望を実現してきまし

たo

しかし､いま政府は財政難を楯

に､受益者負担を原則とする､医

療･福祉制度の大巾な見iLIIJ_しを強

行しようとしています｡まさに､

全甲協結成当時の再現がされよう

としています｡私共､釧路地方腎

友会は､いま結成10周年にあたり､

ふたたびこの厳しい試練の中にい

ることを十分認識しておかなけれ

ばなりません｡今こそ､患者会活

動の穴.価を問われる時が来ている

･好を痛感しますo私共は､この10

周年を機会に､さらに団結の輪を

ひろげ､全道･全国の仲間と裁く

結集しようではありませんか｡

位後になりましたが､この10周

年記念行:rJHこあたり､基金を募り

ましたところ､多くの方々から絶

大なる御協力を賜りましたことに

対し､好く御礼を申し上げますと

ともに､今後,釧路地方腎友会活

動のため､なお一層の御支援と御

協力をお願い申し上げまして､記

念誌発刊のあいさつといたします｡



お祝いのことば

釧粘市践　鰐　淵　俊　之

環.
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腎臓病で闘病生活を強いられて　れるよう励ましあって下さい.会

いる皆さんが,お互い励ましあい　の充実強化を心から祈念しまして

ながら病気を克服し､一人でも多　お祝いのことばとします｡

く社会松村できるように､皆さん

方の力で結災されました腎友会が､

本年で10周年の記念すへき年を迎

え心からお祝い申し上げます｡

この10年FZJrL会の迎宮や医嫉機

帆への働きかけなど､患者の皆さ

んのためにこ尽力下さいました会

長さん始め役員の方々に対し､心

から敬意を表する次第です｡

腎臓病は旨から難病と言われて

いるように､医学の進捗した今日

でも治療の困難性はさけられませ

んが.皆さん方の切実な声に健全

な腎臓のu供者など､理解を示し

て下さる方々の支控によって､早

期に回独する道も開け､心から.i_'/:-

こんでおります｡

現在管内には約160名の皆さん

が､腎臓病に苦しみながら日々治

癖にEJ]J念していると伺っています

が､市としても皆さんの早斯回才知

を願って治療諸巧の助成や､ ｢腎

ハンク｣の窓口を設田し､市民の

皆さんの支投を求めています｡今

後とも出来る限りの配慮をしてゆ

きますが､皆さん方も自ら強い.政

志をもって病丈もにうち勝って下さ

い｡幸い周陶には会員の方々の強

いつながりもありますから､今後

とも相互の親睦を図りながら｢腎

友会｣を育て､明るい生活がおく
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i　釧路地方円友会創立5周年記念
誌の刊行は､昭和56年11月22日で

あった｡

その記念誌の中で､一･その内II')

は､またJfl相であり将来の見通し

はなお厳しいものがあります.逮

析療法のZi芙な､成長のため､恕

者さん及びその家族､透析スタッ

フの皆様の努力が必変でありますo

頑振りましょう｡とLfほました｡

それから5年が経過したのです｡

5年前に遡って見ると､ ｢維持

透析｣という言柴がポッポッ云わ

れ､漸次ポピュラーとなって来た

B封じであった｡思考して､此の5

年間は､この方面の進歩がめさま

しく､特に透析をあつかった定本

ゝというへきものが出来･多くの人
に利用されている｡又､ ､工学的

l当1也点〝　もかなり拡大して､これ

からの時代にマッチ出来るように

なりつつあると,tLT.われる0

5年r榊ま､透析をうけている恕

者数も3万人をこえる位であった､

昭和61年には6万人になっている

であろう｡このことは､必ずしも

と耳Jましいこととのみはいえないが､

しかし､透析をやりたくてもやれ

なかった時軌にくらへれば明らか

に進歩であり,又今E]､やれない

国､あるいは受けられlj:い民族の

ことを考えると､日本人はむしろ

幸福だと感じさるを手三主ないo

維持透析をうける人の数は､増

加するが､わが国の必然の経過で

ある｡それは､透析をはじめると､

中止するということがはとんとな

いことによるもので､新しく透析

にはいる患者数は､死亡及び移柄

による中止にくらへてはるかに多

いからである｡このなかで死亡数

を減らすための努力はもっと､もっ

と行われるべきであるo透析スタソ

7､恕者さん自身の努力不十分､

不注意は厳しく縛めなければなら
Tj:いC

もう一つの移柄の間完かこも､貼

近やヽ好転している傾向があるの

はうれしい限りである｡

人工透析のみで､完全な社会稚1

仙まむづかしく､技術的にはうま

く行っていても､本人の稲神面な

とを考えると､早く移楠を考えな

くてはIj:らない状況になることは

たしかである｡これはもはや技術

的な問題ではなくて､もっと校雑

Ij:システムの問題である｡

透析恕者さんの大部分は移植を

希望するであろう｡それに対して､

腎iS!供者の登録促進運動も執心に

行われており､又､国立佐倉病院

を中核とした地方腎移植センター
の構想も実を結ぶことを願いたい｡

滋彼に米国タイム誌の記者の大

変厳しいTir訓こ対して､日本人も

もう一度ゆっくりと考えてみては

どうかと思うo

タイムの記者:｢E]本は米国か

らの死体野を移柿しているはかり

でなく､血液製剤すら自給自足し

ないで米国から輸入しているでは

ないか､日本人はドネーションを

とのように考えているのか｡｣

確かに欧米では教会を中心にド

ネ-ションということはE]常生活

の中に浸透しているが､我が国に

はそのようfj:生活'&慨は少ないの

である｡

臓器移桝の是非は別として､脳

死の問題は､臓器移植の前提とし

て解決しておくべき.T.一要Ij:社会的

問題であり､社会的合意を得るた

め十分討論することが必要である｡

しかし臓器提供を行なうかとう

かということは全く個人の一古志の

問勉であるo

死とは人f1,.1の生涯のうちで巌も

厳かなものであるので､その死を

とのようにしてはしいのかという

ことをはっきり意志表示しておく

へさであろう｡

米国では逆転免許証にドナーカー

ドが附拭していて､臓器提供者の

志志のあるものは讃名するように

なっている.フランスでは粥名す

るのは臓器提供を断わる場合であ

り,原則的にはドナーとなること

を承諾するシステムになっている｡

献Ir畑1度がやっと定子Iしたはか

りの我が国で果してとれほとの人々

が臓器IL!供に賛成するのか疑問で

あるが､これが個人の志志の間越

である限り､われわれは生前に意

志表示をしておくことが必要であ

ろうo

特赦死の聞出とともにドネーショ

ンということについて日本人はも

う一皮ゆっくりと考えてみてはど

うかと思う｡

楢､私は31 3回拙文を指赦させ

ていただきましたが､今回で終り

ですo何故ならは､約5年後に退

職するからですo永い期間､おっ

さあいいたたき深く感謝致します｡

又月並ですが､頑張って下さい｡

◎



腎友会発足10周年を祝って

釧路赤十字病院･内科部長　三　輪　映

∩
野友会発足満10年を迎えられお

めでとうこさいます｡ 10年一昔と

申しますが般初に野友会を組紙さ

れた方々は大変な苦労をなされた
7Jiと思いますoその後いろいろな

活動を鮎削こ乗せられ､会ilも増

え増々腎不全で治療を受けている

方々にとってなくてはならない存

在になりつつあるように思われま

す｡又､釧路地方の血液透析の歴

史を示していることでもあります｡

現在､血液透析は確立されており

企Fli水分の制限はあるものの健康

人と変わらない生活を送れるよう

になりつつありますQ

昭和51年当時は初期の不安定な

時軌ま過きておりましたが､また

また施設によるばらつき施行法の

過いがありました｡当院では昭和

42年頃より磁性腎不全の透析を開

始していますが､日常的に透析を

行なっている所が少なく､貝体的

fj:施行法を一つ一つ確立していか

なければならなく大変苦9V]しまし

た｡岩見沢市立病院の今先生(そ

の当時)､大平先生に細かい所まで

御指導頂きようやく軌道に乗せる

ことができました｡初期には病室

を透析室にしたため狭い所で行な

っていましたが､ 57年11月より新

しい透析室に移って広々とした所

で透析を行なっています｡悩みは

限られた-ット数で増えつつある

Eiミ者に如何に対応するかという点

で､とこでも同じかと思います｡

これからは円移柄もどんどん行な

われるようになるでしょうし､一

方ではCAPDも普及するように

なるでLJ:う.今後も新しい知識､

技術を取り入れて悩件円不全に対

処して行く所存です｡円友会のfn

々の充実を祈念しつつ10周年の挨鼻

拶と致します｡



ごあい　さつ

林凹クr)二,ク･院長　林　田　紀　和

ノ′

亀腎友会10周年お目出度う御座い
ますo

lO年前の透析は■生きる為〝の

透析でありました｡生存する枠利

のあに腎友会の役員の方が､行政

サイトに働きかけ.同時に厭世感

と自己出矢で生きる望みをなくし

ている､会illの人々の励ましと希

望の灯をともす諾もに､色々奔走し

ている姿を見てきました私にとっ

て､会nの方々は､この10年の透

析の進捗を身にしみて感じている
事iiと思います｡

粒近の腎友会は､社会独輔′と
"生のi'f-ひを三三受する為'に活動

していると思います｡それは､今

迄"弱者′であるという一種の社

ゝ会的甘えを脱して"正常人′に準
じた日常生活を要求されるという､

厳しい医療環境だと思います｡世

非でL&-も発適した透析技術と世界

で砧も止ほれた社会如祉を1;'=受し

ている日本の透析JLl摺.さんは､単

なる食欲のみに目を帝われ､倭か

な塩分水分に対する欲望を抑制す

る1liも出来ず､自分の身体を危険

にさらす様な我ままは許されない

程､ ､透析〝　という医療に一般世

問の人は熟知する様になりましたo

医療行政にたずさわる人々は､

これだけ世界で投も一Eiiまれた恩恵

を受けているのだから､当然､.Eii

者さん逆も自己T?理を厳しくして､

体力を保持し､社会にその力を還

元する三好を求めております｡この

10年間の透析患者さんの変化は､

この､弱者′よりl正常人〝への

変革だと思います｡ 10年前の日本

の透析患者数は1万1千人でしたo

それからは6万人､年間の透析や

人数は2千人より現在は1万2千

人となりました｡又､透析や入省

の平均年令は10年前40才たったの

が､今は53才とIj:っておりますQ

IO年前の透析での関心Illは､ Jft血

と胤tIl圧でしたo Lかし､これら

は今は大体､何とか克服され､現

在聞過になっているのは骨の聞出

です｡　これはひと筋なわではい

かない､厄介な問題です｡確かに

ビタミンDというよい薬が出来ま

したが､それに抵抗する人も沢山

おりますo　この10年掛こ､血液

透析という言柴より､般近では血

液浄化法という言丑が多く使われ

るようになりました｡屯所､試ナ

トリウム､血液吸前,波乱血祭

交換､ CAPDと多様な治療法が

F3月発されています｡しかし､現在

の日本の経済71叶l弓より､お金をか

ける治療法は出来なくなりましたo

:LLl･.者さんさえ､自己哲理を十分し

ていれは､普通の透析で充分すさ

る位社会縦jlTl出来るからです｡こ

の10年間で合併症による死因は全

く変っておりません｡死因の60%

は塩分水分の管理の悪さに帰因す

るirj.;血圧と水分過剰の原因による､

心血管系の合併症ですo透析の機

器が発達し,短時間透析が可能と

なり､厳しい食餌の制限がこの10

年間で著しく軽減されましたo塩

分もlE]59より&･近は79迄許

容される位になりましたが､いか

んせん､水分だけは､ダイアライ

サーが幾ら発達しても､今以上に

単位時間に除去する水分を増やす

耕土無理ですoダイアライザ-は

幾らでも除水する能力はあるので

すが､身体がそれについていけな

いのです｡心臓が持ちません｡従っ

て､やはり水分を自制するしかな

いのですo　これからのダイアライ

ザ-はもっと性能が良くなり､ 1笹

井の除去能力ももっともっと良く

なりますが､水分除去能力はこれ

以上増やす必要がないと思われま

す｡

この10年間で透析治療は発達し､

透析では死ぬような了iiは稀れとな

り､"生きる〝治療より･"社会　○
'ikJh)'-の治療と進歩しました.

今後10年間で､との様に進歩す

るのでしょうか､ ft血や骨に対す

る薬が開発され､恐らくタイアラ

イサーは更に小型化し､ 3時間透

節-移行すると思われます｡ CA

pDはもう少し増えると思います

が､腹膜炎という欠点がある以上

限界と思われますo何と言っても､

死体腎移植を如何に押し進めるか

たと思います｡今でも技術は十分

すぎる位あるのですから､シクロ

スポリンより更により拒絶を抑え

る良い兼が発見されると思われま

す.　問題は世F.Jト椴の人を如何

に啓蒙するかのみだと患います｡

恐らく腎友会の今後の活動の主目

的は､今迄の福祉一辺倒より､こ

の死体腎移植を如何に取り組むか

たと思います｡

今一朗の街斗を期待してやみま

せん｡



お祝いのことば

釧路脇立病院･別院長　嶋　本　義　雄

腎友会10周年おめでとうこさい

ます0

10年というのは､一つの区切り

でありますが､多くの苦労の硫み

Lttねがあっての10年であり､腎不

全という-ンディキャップを背負

いながら頑張ってこられた会員の

皆様に敬意を表します｡

さて､医学技術の進歩は､目itE

ましいものがありますが､この技

術の恩恵を全ての人が平等に受け

ることが出来るかと言うと疑聞と

なります｡人工透析について触れ

てもそうでありますo離島や過疎

地では､人工透析を受けることが

困難です｡従って､施設や医療ス

タッフを計画的に軽備すること｡

医療狩の負担を社会的に保障する

こと｡医療スタッフの労働に対す

る幸洲の保障､労働条件の保障等々

綜合的な施策が必要なのですo今

日､福祉が圧迫されて医療保障は,

どんどん悪化してきております｡

人工透析の分野でも､人工透析施

設は経営が困難になってきており

ます｡その原因は､政府自民党の

福祉切り捨ての政治にあると言わ

さるを得ません｡もし､このよう

な政治をストップさせることが出

来なけれは､私達は自からの首を

しめることになるでしょう.怒者

団体も要求の獲得のためには､国

の政治を大きく考えていかなけれ

ば､前進することが出来ないでしょ

う｡明治以来続いた国鉄が解休さ

れ､北海道'はローカル線が廃止さ

れ､明治大正の時代に逆炭りさせ

られつつあります｡人工透析も昔

のように､金の切れ目が命の切れ

目になる恐ろしい時代にならなけ

れば良いと危1,Fltするのは､私たけ

でしょうかo　　　　　阜

又､公宅団体もそうですが､全

ての組織や団体が今こそ､民主主

義を必要としていると思いますo

今､国会において77ノショ的な

運営が行なわれ､十分な祷議がな

されず,福祉切り捨てが強行され

ていることは､迫憾なことです｡

腎友会が､恕者さん連の要求にも

とずいて､これまで以上に団結さ

れることを期待致します｡

慢性腎不全との人工透析を受け

ながらの闘いの毎日は､大変なこ

とです｡しかし､円不全以外の病

気で苦しんでいる多くの恕者さん

がいて､その人達も毎日閉っていi

ます｡人工透析について理解を広

めて行くことは､他の人達のこと

も理解していくことが大切です｡

つまり､全ての人ifが安心して療

巷できる医療保障を追求して行く

ことでil.終的に人工透析も保障さ

れるものと思います.以後に､皆

様方の頑張りに敬意を表し､良好

な体調と充実した日常生活を期待

してペンを置きます.



市立根室病院の透析について

市立根室病院･院長　金　子　宏

当市立病院で透析を開始したの

は､昭和58年1月31日の'jiであるo

ヽ　　透析装i.Y.I_6台､患者さん3人で

スタートした施設も3年半を経過

した現在､透析装tF.'･711台､患者さ

i.iヨ

▲

′ここ　ん19名の施設に成長した｡

そもそも当院が透析を開始する

契機となった理由は(1)根室地方

に透析施設がなかったこと(2億

者さんが釧路や他の地方で透析を

受けていた･llI)三(3)総合病院とし

て急性腎不全恕者さんの発症に対

応しなけnほならないということ

(4億者さんおよびその関係会社よ

り透析設備へと500万円の指定寄

付をいただいたことなとが､市当

局のLT':い腰をあげさせることにな

った｡

実際､この他の患者さんにとっ

ては,当市に透析施設がないばか

りに､とれたけの不便をかけてい

たか,はかりしれないものがあるo

ある人は兄弟を頼って東京で,

又ある人は札幌で､そして大多数

の人は往独5時間近くかけて釧路

へ通院していたわけで､年に何回

かの吹･Tj'の時には一体どうしてい

たのだろうかと思う次第ですo

Lかし透析を始めると言っても

耳鼻科を一つ科を増やすのと訳が

追い､機械をすえ,部屋をつくり

医者がいればいいというわけでな

く､何よりも透析経験のあるスタ

ッフの確保が出来なければ､とて

も透析を開始することは出来ませ

ん｡

当地では人材を集めるといって

も容易でなく､幸運にもテクニシ

ャンは道内出身で､東京で働いて

いたK君がメーカの紹介で来てく

れることになり､又石連綿の教育

には厚岸町立病院の御好意で､ 2

名の者が2ケ月近く実習をさせて

いただくことで解決した｡

そのようなわけでスタートした

当院の透析室も､現在技工2名､

石造如5名体制で､医師はi'主任者

1名のもとに曜日毎のfi任体制で

6名の医師があたり､どうにか軌　○

追にのったという次第です｡

今後の課題としては､夜間透析

の開始であり､既に患者さんから

の申し入れもあり､よりよい社会

独砧の為にも何んとか実現したい

と考えております｡

終りに当院の透析を始めるにあ

たり､御世話いただいた関係者の

皆様に心より感謝申しあげるとと

もに､釧路腎友会の皆様のよりよ

い透析ライフを祈念いたします｡



腎友会結成10周年を祝って

国出医院･院長国　島　起嗣夫

◎

胃友会結成10周年おめでとうこ

さいますo

会員の皆様方にはこの10年間苦

しかったことや､悲しかったこと

などいろいろの思い出があること

と思います｡

私も昭和42年頃､釧路赤十字病

院在籍中に道東で最初の血液透析

を取り入れた経験から､当時の思

い出を少し吉いてIfllをはたしたい

と思います｡

まず最初の頃の機械ですが(循

研式コルフ型1人用1台)現在の

それと比較しますと､車に例えれ

ば高級乗用車とスクータ-程の差

があるのではないかと思います｡

見るからに血液の自動洗濯機とい

う感じで､感流液は時々温度計を

入れて温度を測り､ 2時間～1時

間半転にバケツで502つつ入れ換

えていました｡シャントも今の様

な内シャントではなく､休の外に

シリコンの管が出ている外シャン

トで時々つまったり､引っかけて

出血したりいろいろなトラブルが

ありました｡当時は患者さんはか

なり全身状態が悪化してから送ら

れて来る例がはとんとで､肺水腫､

呼吸不全､心不全､高血圧などが

ひとく､搬送されて来ても透析を受

けるまでの準備中に亡くなられる

例もかtj:り見られました.その様

な状態でしたから社会復帰出来た

方はほんの数人しかありませんで

した｡しかも社会独輔誘1例E7の

患者さんが外シャントを切って自

殺してしまい本当にショックを受

けました｡

昭和44年に現在地で開業してか

らも1人用の機械ではそはそと何

人かの透析を行っていましたがう

まく安定して働いていた方々もT7鼻

於期､脳溢血など腎不全以外の疾

患で亡くなられ継続して行く元気

も失ないました｡

その頃から透析を牲中的に行う

施設も増えはじめ､透析に倒する

研究も進み機械もとんどん改良さ

れ､現在の様に安全で効率の良い

透析が受けられる様になったわけ

です｡

又出初の頃は乃用の両でもかな

りの部分が自己負担であり､その

面でも透析開始を遅くして成iliを

悪くしていた部分があったとI考え

ています｡

現在加療中の会flの勝枝にはE]

常生活の点でもかなりの負担があ

ろうかと思いますが､何とか頑張っ

て､以終的には社会復糾して健康

な人と変らない立派な人生を送っ

ていただきたいと思いますo



巾
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皆様のこ努力と団結で築いて来

られました釧腎会が10周年を迎え

られ心からお祝い申し上げます｡

この10年間を振り返って見ます

と､様々Tj:困難を乗り越えて発展

して来た会が社会的に大きな役割

を果たしていることを深く認識す

ると共に､上P]会長を中心に役fi

の皆様の献身的なこ努力が大きな

成柴を生んだものと考え､心から

敬意を表する次第でありますo

私も会の矧Jdlの立場から道議会

の場を通じて通院交通照の助成制

度をはじめ､腎移植センターの設

置や､腎バンクの法人化の促進な

どにちいて取り組むと共に総合的

な腎臓病対策の早期確立について

種々提言をして来たところであり

ます｡

今後とも皆様と共に登山で汗を

流した仲間として､険しい辺を共
とうはん

に登撃し行く･議員として皆様の

代弁者の役割を兜して参る決意で

あります｡

10周年を期に会flの皆様が益々

こ健勝にてこ活純され､合わせて

釧腎会が充実発展されます了iiを忠

心よりお祈り申し上げお祝の言柴

といたします｡



釧腎会10周年に寄せて

弼市議会舶･釧路地珊友会Wl･rJ高　橋　宏　政

釧野会の10J那宇記念に対し心か

ら祝福を捧げたいと存じます｡思

えは雌かな人数が寄り集って会を

発足したときは,透析に対する対

社会の認識は岱鮒こ等しく､勿論､

行政すら軌亡､を持っていませんで

した｡一方.Zii,者の方々のほとんど

も､ともすると病気に負けそうに

なり心音同志の連帯の芯識をFu･;チ;i

させるのに中心者は大変苦労をし

ておりました｡私も会の発足時か

らお手伝いをさせていただいたFXJ

係から,対社会に対してどうした

ら透析というものの認識をさせる

ことができるのか､また､行政の

立場からどのような手段を講じる

ことが患者の皆さんを守ることが

できるのかと会長をはじめ役Llの

梼さんと協議,検討を加えながら

一歩一歩前進をしてまいったので

あります｡

患者の皆さんの生活を直撃する

交通把を通院交通把支給制度の創

設によって緩和を図り､一般市民

の意識のf.A,';揚のために健康数百講

座の開催､腎パンクの窓口を市の

健F'k管理課が担当させるなどひと

つひとつその実を皆さんと共に上

げてまいりました｡

これから椴り組みを強化しなけ

ればならないと思っていることは

｢腎疾怒総合対茶｣を一日も早く

実現させることと考えております｡

しかしこれとても困難な問題が校

雑にからんでおり冊叩なものでは

ありませんが併さんと共にir,実に

要求を勝ちとってまいりたいと決

.古を新たにしております｡

とうか､古い,EL;.者さんにも新し

いJ=ム者さんにとっても魅力のある

釧町会として､そして何よりもと

んな-にも耐えられる-になLt=A

てほしいと念噺するものでありま

すoまたこれまでの10',FFHの遊動

の経験から勝ち手ミIた多くの教訓を

礎えに全円活動の参加.荘欲を史に

もり上げ結束を同めて20J那Tlをめ

さして共々に確かな歩みを続けて

まいりたいと思いますo



ごあい　さつ

銅腎臓B-.Fil.者迎絡協議会Illf務別立　小　林　猛　史
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巌近､私のまわりの患者仲間で住

宅ローンを使って家を建てたりマ

ンションを購入しようとする人が

いて驚いています｡全腎協は今年､

結成15即Fを迎えますが､ 15年前

には全く考えられなかったことで

す｡

｢金の切れ目が生命の切れ目｣

といわれる経済的に過酷な状況で

あったことはもちろん､ 15年前の

医学的な条件も今日ではとても考

えられない厳しさで､せいぜい数

年の延命とみられていました｡当

時､医療関係者の多くもそんなふ

うにみていましたし､厚生省も腎

不全対茶をすすめる前提としてそ

れほどの長期延命を想定していま

せんでした.当事実､全腎協の初期

の役flは結成数年後にl=くなって

いきました｡全腎協の編牡で出版

した透析恕者らの体験手記先r腎

臓病に負けない生きかた』を読ん

でも､はとんとの人たちが先の見

通しIiと持てる状態ではありませ

んでした｡

そして今E]､若くして遠折に入っ

た人でt)､学校を卒菜し,就職し,

結婚し､子どもを産み､育て､家

を持つという,健康者並みの人生

設計をたて生きていこうという人

たちが増えています｡医学的社会

的条件もそれを可能にしています｡

しかし､今日､当時とは兜る新

しい粒雑な困難が私たちのまわり

を取り囲んでいます｡医学技術は

日進月歩しているのに､す-ての

国民がそれを公平に享受するため

の社会的な保障が､年々後退して

いこうとしています｡

いま私たちが黙っていると､以

前とは取るかたちで｢金の切れE]

が生命の切れ目｣になるかも知れ

ないという状況が押しせまってき

ています｡いま私たちは声をあげ

なければなりません.腎友会､退

腎協､全腎協に固く結集して､大

きな声にしていこうではありませ

んか｡そして､次の20周年､ 30周

年を希望をもって迎えられるよう　○

にしていこうではありませんか｡



釧路地方腎友会10周年を祝って

北細野繊細者連絡舶全会長岩　崎　講

1
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釧路地方腎友会が創立10周年を

迎えられその意義深い歩みの10周

年記念誌を発刊されることをお朋

きしました.心からお古びを申し

上げます｡

難病と尉う怒者の先駆者として

道東地区の各病院単位の患者会を

◎　一つの組織体にまとめて運営を図

ることが永年の念願でもありまし

た｡そのことをいち早く察知して

一人ひとりのii!者の声なき声の収

拾をEgFった会長酔辞諸兄のこ一苦労

に対し深く敬意を表します｡

そして釧路市の行政をはじめiEi

の行政にまでもその運動をはは広

く活躍するなどその行動力は高く

評価されております｡

ひるかえって人工腎臓の歴史を

辿ってみると昭和47年10月､当時

既に立ち上っていた他の難病団体の

支援や国民世論の大きな援助のお

かげで人工透析,fit.省に身体陥ILt福

祉法を初めて適用し内部陣古老の
一級と認定､医療福祉の面ではこの

福祉法に基つく更生医療或いは-tf-

成医療という公男によって医療鞭

負担制度も適用するに至りました｡

これによってそれまで高槻の医

療把のために｢金の切れ目が命の

切れ目｣と言われた.lil,者の自己負

担はほとんど解消されました｡

もう一つ国は同じ昭和47年10月

から国立療養所を中心とした人工

啓傭5ケ年計画のプロジェクトを

発足させて患者の数に見合った器

械の増設対策を打ち出したのですo

こうして私達が手を結んで立ち上

り運動を初めたことが遂に国を動

かし世論を動かし器械の絶対不足

や話術な自己負担という私達がL-A-_

面していた命につながる切実な問

Bfiを解決する逆が切りtiElかれた訳

です｡

これによって私達自身が救済さ

れたのみでなくお金の有勇削こか､

わらず日本国民の誰もが苦しい腎

不全という難病に催れば等しく人

工腎臓の治療を受けられるという

後々の世の人々のためにも医学の

恩恵が受けられるという社会条件

をつくり出したのであります｡

これ以後人工円臓の社会的保障

制度ができたことでわが国の人工

透析は急速に発展し今日ではアメ

リカに次ぐ世界第二の透析国と言

われる迄になったのです｡

このような人工透析を取巻くそ

の歴史をひもといて見るとき釧路

地方腎友会もその歴史の-頁に礎

石を作り組織上に大きfdTL献度が

あったことは申す迄もないことで

ありますo

創設10年を-くきりとしてこの

問の機眺志は｡む者と家族の用結の

シンボルとして､また道央地区に素

耶しい役割を柴してきました｡こ

の機関誌を支えて下さった患者家

族の鰭様に心から感謝致しますo

この10駒を省みる時､前般せ

5年間は創成期､後半の5*rH】は

韮盤形成期､今El以後は躍進期だ

と確心致しますo

一般と怒者同士がスクラム組ん

で21世紀へ向け前iLtをEL･けましょ

う｡



▲釧路地方甲友会が誕生して､ 10

年の活動大変と苦労さまでしたo

生と死との問での10年は長かっ

たのでしょうか､それとも短かっ

たのでしょうか｡

それは､その人の生活なり人生

糾なりが大きく作用するのでしょ

うが､少なくとも私たち患者会活

動に桃わっているものにとっては

特別の思いではないでしょうかo

pf-_Edさん､早坂さんたちとお逢

いしてからもう10年の年月を､共

に過こしたのかと,感もひとしお

のものがあります｡

､あのとき･私は今日の難病通を･

ゝ今日の皆さんとのこのような交流

を､劉こも考えることはできませ

んでした｡

それは多/Jl､上田さんも早坂さ

んも､そして皆さんにも同じだっ

たのではないでしょうか｡

こうして今日もお会いできるこ

とを古び､もう声をかわすことの

できない療友のことを悲しみ､そ

してささやかながら,同病の方々

と共に､社会への11献と参加がで

きたことを姶しかったこと苦しかっ

たことと共に思い出します｡

私個人にとって,釧路は透析に

関する様々な知識と活動テ-マを

与えられた､特別の感慨のある所

となっています｡

全身がかゆいと苦しんでいた早

坂さん､ HBCと取組んだ､羅臼

から釧路まで透析に通っている艇

者さん闘病記録､揮岸や中標沖に

透析施設をつくる運動.そして皆

さんから送られてくる会報で知っ

て感動した､集団登山の話.

上田さんには､長い間､難病連の

釧路支部のぷ任者としてこ活躍し

ていただいており､いろいろとお

会いする機会がありますが､水を

ひくために(本当は好きだからな

のでしょうが)ながいながい風呂

も､とても印象的なことです｡そ

ういえば物品販売活動が活発で年

賀状印刷などという資金活動を鮎

みたしたのも､釧路腎友会でした｡

現在､上田さんには､難病過の

地域の会員の代表として､難病連

の肝Iiとfj:っていただいています｡

札幌と遠く離れ､身体的にも大変

な負担をおかけしていると思いま

すo

Lかし医療と福祉が大きく後退

を始めた今､患者と家族の医療と生

活を守り､生命の噂厳を守るため

に､ぜひ力を発揮していただきた

いと心から切望しています｡腎友

会の皆さんの後押しを心からお取

いいたします｡

来年は,北海道難病連も創立15

周年を目前にすることとなりますo

そして組組の全力を挙げて､釧路

で｢難病患者･降苔者と家族の全

道集会｣を開催することとなりま

したo成功をかちとり､道東の医

療と福祉の向上のために､釧路地

方腎友会の岱さんのこ協力とE:健

BiIを心からお願いいたします｡

10年のあゆみをふりかえり,ま

た新たな10年のあゆみに踏みたさ

れる､今日の皆さんに心から拍手

と通符のこ挨拶をおくりますo



腎友会発足10周年に寄せて

難病適釧路支脚線局清　水　信　房

発足10周年､大変な御苦労の末

にここ迄来た一声を考えて見た時､

月並な言草で祝いの辞をLIfくポカ､

出来なくなりました. il上に､申し

訳なく思っております｡

多くの患者会が抱えて居る問題

を克服し､難問を解決して､この

様な大きな患者会に育てて来られ

た役員の皆様の御苦労は､又大変

な17ifであったと推察致しますo

通院照にしても､行政側で先行

させるへき17Jiを､患者の運動の末

に実現されたと言う制ま､ ｡恕者運

動の強さが､関係機関を動かし､

行政側を動かしたものであり､皆

様の力強い運動と､指導して来ら

れた役ロの皆様に深い敬;Etを表し

ます｡

皆様も御存知の様に､当地方に

は多くの難病Jii者が生活して居り

ます｡少数の為に､同じ病気でも

会を創る当iや,集りをする解も出

来ない人達が多数おり､患者会を

創り加入して居る患者数が少いの

です｡仲間の人とも逢えず､一人

病気と斗いなから､苦しんでいる

患者さんを見た時､私はすぐに腎

友会の皆様の塀を思い出します｡
tたんちょう〝　を読み,皆様の登

山.-イキング等の記額を見るた

びに､正しい治療と生活を行って

いると､この様に､元気になるノJi

が出来るのかといつも､感心致し

ているところですo他の.lii者さん

も早く正しい治療と薬が開発され､

少しでも外の空気に触れる-,jfが出

来る様､念じておりますo

私達難病適も10年を過き､本当

の難病通の力を発揮する時期になっ

て来ましたが､何と言いましても､

皆様の御支援と御協力が鍬ナれは､

力の無い鮒となりますoどう力士

皆様方が今日まで待てて来た力を､

私達に貸し与えて頂き､より良い

難病適を作り上げて下さる様にお

願い致します｡

10年と一口で言いますが､長い

道程であり､苦難のiEiTであった･Jf

は､言柴で表す籾も出来ないもの

でありましょうo私共も充分に理

解致して居るつもりでありますが､

10年と言えば､一つの節目でもあ

ります｡

今後､増々の御活躍を衛祈念申

し上げ､私達釧路支部も微力では

ありますが,頑張っておりますの

で､どうか､御力添えを頂き､全き

.･Fil･,者の支部となれる様に､御支援

御協力を下さる様､お願い致しま

して､ 10周年記念を､お祝い申し

上げます｡

&-後になりましたが､ i-i野友会

の御活躍を御祈念申し上げまして､

祝辞に替えさせて頂きます｡
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腎表会結成初期のころ
釧路地方官友会会長

今年は全腎協(全国腎臓病患者

連絡協議会)の結成15周年､釧路

地方腎友会の括成10周年でありま

すから､結成まで5年の違いかあ

ります｡それ故､釧路に全腎協結

成当時の状況を体験した人は居り

ません｡しかし､全腎協役且の献

身的努力で作成した機関誌･各種

資料によって､現在でも全腎協結

成当時の状況を感じ取る事が出来

ますCその中でも､透析治療を受

ける仲間が決して忘れてはならな

い事として医療費と機械の問題が

あります｡時代の流れと言えばそ

れまでですか､ Jt近の透析斗入着

や､不幸にも今後帝人される透析

者のためにも､その状況を書き表

わしておきたいと思います｡そし

て､この事を充分罷地のうえ､透

析者全且が腎友会に結集される事

を強く期待いたします.

全腎協の結成

全野協結成時(昭和46年)の虫亜要訣掛ま､ ①人

工透析の門用を全額国雄負担にすること､ ㊥全国

各地に円センターをつくる､という医療巧と機械

の問題解決でありましたo

全円協が結成される数ヶ月前､国会で当時の犀

生大臣は｢人工円腰というのは腎臓病患者に対す

る般柊的な､あるいは当面の-恭し､い方法ではな

い｣といって､透析治療に対して否定的な考えを

打ち出し､むしろ腎臓移柄を検討するよう答弁して

いましたo Lかし､全円協結成L-ll:後の国会では､

同じPj生大臣が｢人工円臓の台数を増やす｣と答

弁し､透析治療を推進することを全町協に約束し､

それ以降､透析治療は目さましい発展をとけたの

であります｡まさに､全円協の結成は私共阿職病

恕者に光明をもたらしたと思います.

･■　l Hl

ど) (州1

1 I"l

lpJ EXI)

lい【JX)

･ .■■.

ldHhl m　7日　TL　72　7す　71 7p, TI′　77　7N　7リ　NJ HJ　出　目　代l

J-J fi　8 12 12 1･J lu I= J2 1コl2 12 1: l2 12 12　H l.,

台数･息音数ともにT971年(昭和46年)以降急激に､

増えている｡



ELl m　7u TL　72　71 71 7-J Th T7　7Ei　7リ　NI Hlト二　に与　托1

L 1 l_･ 1コ1コl_, H L: 12 12 12 l2 12 1コ1コ12　L2

( u本透析殻は･1声仝凋ペ)

身障適用をめぐって

全腎協の諦1回国会言JJrGB(昭和46年)のおり､ FJ.-

Jii大臣は｢透析患者を身陣者扱いにするのは大変

だ｣との見解を示し､国会議員､大蔵省関係者､

なかにはIij生省当局の一部にも､他の疾病との関

係で根強い反対がありましたo

また､昭和47年6月の身体陣iL]7者福祉法の一部

改正時には｢門脇耗能階1L]Tが身体陣古老としての

通用を受けるのは結構だが､スモン･へ~チュソ

トリューマチとか､その他の内部機能陀苔も加

えるへさではないか｣という質問が野党議flばか

りでなく､与党議flからも出たといいます｡

そこで､これに対する厚生省当局の答弁として､

①透析医療が更正医療の範囲に入るという見解を

示し､ ㊥年間200万円の医療班にたえられる国民

がいない､という2点をあけ､ ①の補足説明とし

て｢更正医療の対象とするためには一応外科的な

処捌ゝ治療によって永続する陀苦が･ある程度軽

減される｡また､そういう状態が永続することに

ょって､社会独榊珂能となる｣といった訳のわ

からない説明をして,他の疾病をまったく取り上

げなかったといいます｡

医療費について

透析治療に健康保険が適用されたのは昭和42年

12月で､身体特番者福祉法の更正(育成)医療が適

用されたのは昭和46年10月でしたoまた､昭和48

年10月にはLE.1<単7非業(都道府県独自の-'l様)である

LTt皮身体陣苫者医療給付制度(㊥という)の適用と

なりました｡

昭和42年に健蝕保険が適用されたからと言って

も､ 10割給付の人は社会保険や共済組合の本人た

けであり､国民雌雄保険加入者と社会保険･共済

組合の家族については3割か5割の自己負担があ

りました｡

それでは､実際との位の金額を負担していたの

でLJ:うか　?では､昭和46年当時の新聞記

rJ亨を見てみましょう　｡ (次頁)

新F跳己部の表中で､国民健嫌探険の適用を受けて

いた34才のSさんの似合では､ 1ケ月に22万4

千円もn担しています0 1年fiLlでは12倍ですから

268万8千円となり､とても自己負担のできる金

微ではありません｡

このように当時の人は一家の収入以上の医療巧

を払っていた人が多く､預金を引き出し､土地･建

物の不動産を売り払って医療班を捻出しており･

それもそう良くは続かなかったと思いますo

また､患者自身が多額の個人負担を要するとい

う解を知って､医療班のために透析を拒否すると

いう人が発生し､その多くの人は｢死の道｣を選

んで行ったのであります.透析患者をかかえた家
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族は一家全滅の状倍に陥ってしまったのでありま

す｡

仮に､現在の恵まれた医療制度が実現していな

いとすれば､どの位の金租を負担しなければなら

fj:いかを見てみましょう･ ･･｡

多くの人は過3回､ 5時間透析をしているので､

1ケ月平均13回の透析となり､総医療巧は44万円

となります｡個人負担を30%とすれば1ケ月13万

2千円の高級な負担となります｡毎月､この13万

2千円のお金を負担し続けれる人は何人いるでし

ょう- ?全国に6万人いる透析患者の中でも

あまりいないでしょう･ ｡

透析器械について

器械不足はなお-R･i深刻な状況でありました.

当時､透析器械は全国で数百台しかなく､この

台数では大変な野を皆さんも想像つくと思いますo

透析を必要とする人が年間5千人も発生し､この　◎

台数では器械にありつくIrJiがめずらしく､宝クン

に当たる!riより難しい状況のようでした｡まして､

この器械も中央に災申され､地方には数台しかな

く､地方の円腺病患者は､死の宣告を受けたと同

様でありましたo

医療側でも器械不足については深刻でありまし

たo数百台しかない器械にはすべてLii者さんが配

;(l'.tされ､透析を必要とする人は多勢いますし､急

を要する場合には自分自身で器械を探すという状

態が続いたようです｡それ故､透析を受けていた

人が死/Uた叫には､医娘Tltl]では次にたれを婦人す

るか大変なことでした｡入院した順番たけでは決

定する･Jiができなかったようであり､年令とか病

状も考慮に入れ退衡しましたが,同じ条件の人が

数人いた場合lj:とは､その家族によってクリ引きを

して導入者を決定したようであります｡当った人

は透析に導入されて元lXtになったでしょうが､空

クツを引いた人は全fl腎不全によって死の道に進

んで行ったのであります｡

また､器械の使用料が月50万円もかかる病院と

か､移柄を前提条件としなければ器械を使用させ
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ない大学病院もあったといいます｡透析を受けた

くてら､よはと強力なコネでもないと器械にあり

つけず､死を待つしかないのが実相であり､入院

生活が永くなると･病院から出る食fj納容で死期

を知った人もいたようであります｡

いかに器械が不足していたか､次の新聞記:･liで

想像つくと思います｡

･ t竃す訪重商

I_･暮t=I AP

誉
右的
sl rl

悪-71
JEQ) -q一

約人
I I

巧罷
pFl芸

ヰ　上

平す

∴･ ~∴ I.:'･ ･で

このように､高額な医療巧がかかり､また､お

金があっても器械がないという状況のなかで､こ

のままでは腎不全患者が共倒れするTliをお互いに

察知し､腎臓病患者が共に手を握り､全国の仲間

が悠者会を結成し､国に訴える琳こrj:ったのです.

我々の先輩患者がこのように活動した結柴､現在

.-ト■一㌦∴∴∴ ∴∴~二･≠
度で負担のないようになっていますDしかし､瓜

近の福祉切り捨てに見られるように､今後も今の

恵まれた状態が続く保障はありませんD

また､器械についても､釧根地方におけるLti近

の透析導入状況をみると､ 59年に33名､ 60年に30

名の方が中人されており､このペースで進むと器

械にもあまり余裕のある状腰ではないTjLが明確で

あり､今後､さらなる活動を展開する必要があり

ますC

釧常会の結成

透析生活は｢適切な食事管理｣と｢適当な運動｣

で体力を維持するfliが一番大部でありますo

Lかし､私が透析に導入された昭和51年頃は皆

さん体調が悪いうえ､低塩食･水分制限なとでカ

ロリー補給にはすべての患者さんが四苦八苦して

いた時代でした｡その頃､ 2-3人顔を合わせる

と､食当事の話･体力維持方法･生存年数なと､生

きるための会話はかりでした｡そして､導入初期

なのでいつかは他の柄Ij(-は同じに全治して透析か

ら抜け出せると思っていましたが､意に反して､

透析に導入されると一生続けなければならない了rL

を知らされ､皆さん落胆し､ 5<l力も失ったもので

したo　そんな昭和51年末に､市立病院に入院して

いた早坂さんが｢透析者が全Llで知恵を出しあい

交流を深め､互いに情報を交換しよう｣と｢.trLl･.者

会｣を結成することを提案したのであります｡こ
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れには皆さん苦労していた時代でもあり･市立病

院で透析を受けていた16名全員が焚成をし､その

結成を.qJ･んだものでありますo

当時､腎友会で取り組んだ判ま､毎El愈-る食

･1欄係の･如ゝ多く､栄益価.汁芥と搾取可能食品の

拡大でありました｡

▲ L'了､∴ilf ..∴∴...

を取らなけれは病院から退院する邪が出来ず､早

坂さん､故北嶋さんの奥さんなとが先生役となり､

みんなで勉強し､激論を交わしたものでしたo食

へてら良いのほ塩分の入っていfj:い､加工されて

いないものが多く､無塩パン､無塩-クー､無塩正

油という無塩つくしでしたo練り製品も塩分が入

っているから食へてはいけないと言われていた｡

ある時､企粥旨等のスライドのLtlに｢ハム工ック｣

が出てきたD　この-ムエノダで大激論となったo

制限されているものが指導スライドの中に入って

いる｡ ｢-ムは食へても良いのではfj:いか｣とせ

まり､色々検討させた結実､摂取Tttを考えれば食

へてら良いことになりました｡今では不思議fj:請

ですが､こんな･如ミあってからは､塩分flifilとを

ui37.して食-るのであれは,何でも食-る少がで

きるという郭を知りましたo

LL1..老さん方は互いに自分の食へたものを話し合

い､各自の食FJt範【封を拡大して､食'Jiに対するス

トレスを解消しようとしたのが円友会ではfj:かっ

たかと思います｡

釧腎会の活動

どのような病気でも同じと思いますが､特に私

達のような透析恕者はなおさらショックと不安が

大きく､とうしても家にこもり､陰気にfj:ってし

まいます0円友会ではこんfj:了Iiを解消するため取

り組んだのが各種の親睦行了Jiでした｡国鉄体育館

を利用しての卓球や-ドミントン､山へ行っての

山菜取りや焼肉､河畔公園での野遊金､温泉でゆ

っくり静益をする温泉旅行fiと､外へ出る積金を

なるべく多くするよう計画してきましたo

また､釧杵だけの交流では｢井の中の蛙｣にな

り､ ｢大海を知らず｣ではこまるので道東地域の

親睦交流をはかるようにしましたoこれは十陣･

北見､釧路の各地区が担当を持ち廻り､全道各

地の先生方を講師にお願いし､全体で学習会を含

め､交流をはかってきました｡この三地区交流会

で最初に取り組んた-･舛項は通院交通平の問題でし

た｡透析は回数が多く､通院に要する交通群が多

鞭となるため､近東三地区がそれぞれ道議会議員

を通じて陳十㍍芋を道議会に提出したのであります.

しかし､すくに実現したわけではなく､陳十紺を　⑳

提出してから数年かかり､実施時には全道の透析

恕者が対象となって支給されるようにfj:りましたo

この､ iaL段階での通院交通汽が導火線となり､

後に釧路･白糠･音別･阿寒と全道各地で実現さ

れるようになり､透析者の経済的負担を軽減され

るようになったのであります｡

釧円会ではこの外にも全国の仲間と歩調を合わ

せた活動として国会三l号戯FB名､腎提供キャンペー

ンなと､各種の活動を展開し,腎臓病患者の要望

実現のため取り組んでおります｡

以上のように､全国と釧蹄の腎友会結成当時の

状況を記してみましたが,透析治療をとりまく状

況が大変であった7riが想像つくと思います｡透析

治療が現在のように飛躍的fj:発展をとけたのは､

透析医療巧の公汽負担実現と,透析施設の増設が

行なわれた結果であり､このことがクィアライサ

-の技術的進歩や､医療スタッフの努力により医

療技術の急速な進歩につfj:がり､透析患者の生存



率を大巾に伸ばす結果となったのであります｡諸

先生方ならひにお世話になった方々に心から感謝

申し上げます｡

10年前は生きるためたけの透析治療でしたが､

現在では､充分な気力と体力を持つならは､一般

健常者と遜色なく社会復椋をし､色々な社会的生

産活動に参加できるようになりました｡

しかし､患者会活動の面から見ますと､公巧負

担の導入や陪審年金の受給により危機感が薄れよ

うとしているのか実態であります. ｢金の切れ目

が生命の切れ目｣と言われた時代を再現させない

ためにも､腎臓病患者の皆さんが全国の仲間と結

集し､自らの生活と生命は自らの力で守る･井を原

則に､粘り強い医療と福祉の後退を食い止めよう

⑳　ではありませんか-0

今後私達は｢腎疾患組合対策｣の促進に取り組

み､腎臓病患者を減少し､腎移植を欧米なみに発

展する事を期待し､結成20周年に向けて皆さんと

共に頑張りましょう｡



思い出の人と私

脇立病院

上田　弘

私は釧路の市､IL病院で透析導入､ 54年には林田

クリニソクに転院､さらに59年には現在の協立病

院に転院したのですが､各病院で先生やスタッフ

の輯さんに大変おttt,講になりました｡

柑こ､巾立病院の伊藤先Jl二､林四クリニックの林

i..., ;‥ ;一一一　一

ました･liを感謝し､心からお礼を申し上げますo

私達は､この10Jl,]年にあたり,透析.zi3,着数を今

までのu己録で淵流してみたところ､釧根地方で適

抗を受けた･如)ある人頭数総,,1は293名とfj:りま

した｡この外にも私共が紫指しきれない人がいる

と,FLまいますので､おそらく350名位になっている

a)ではないでしょうか｡

また､現在の釧椴地方におけるJrLl･.音数といいま

すと､約190名ですから､今までに約150名の方

が､残念にもこの世を去って行ったことになりま

す｡

このなかで､私が知っている思い出の多い数名の

方々について..己し､当時をしのびながら､亡くな

り1た方々の御1･ミ私宅を祈りたいと思いますD
■

自ら命を断った
田中氏

透析をしている借さんも同じだと思いますが､

透析を縦けることは肉体的･純朴的また経済的に

大きな負担があると思います.

昭和51年7J】からTIl立病院で透析をうけ､後に

耳の跡IL'でまったくrlHこえなくなった田中秀恒氏

がおりました｡

この田中氏は,音楽的センスがあり､病室にい

てはギク-を片手に､泌歌､歌謡曲を弾き､病室

の人を楽しませておりました｡また､時には自分

で作詩作EHlをして､将来のヒットを夢見ていたよ

うです｡

その1例が次の作品ですが､とういう経路で作ら

れたのか､今になってテープに吹き込まれ､時に

紘-スの中で流されており､当時の田中氏のTliを

思い出されますo

冷たいあなたのことばに

私は返すことばなく

ただ　さめたコーヒーかきまわしていた

冬の日　出逢いのあなた
一時の短かい　愛をくれたあなた

育ててみたい　愛だったけど

手首の価が　じゃまをした

冷たいあなたのことばに

私は返すことばなく

ただ　さめたコーヒーかきまわしていた

く北海道>　ジョージ･日中

この田中氏は､中学/J三のff三の子と二人砧らしの

父子家庭で､生活保迫を受けて生活していました｡

男世帯のため､企･liコントロールがうまくいかず､

成長さかりの子供との生活であったため､通常の

生活保謹粥たけでは体力を維持するたけの栄遊価

がとれないという了拝であったo　それで､円友会で

は何とか方法がないかを検討し､釧路市長･福祉
iJi務所に生活保連字皆の加罪について交渉をもちま

した｡その結果､生活保護要望の許定貼準には栄准

加井の項目があり､医師がその必要性を認めてく

れれば栄益加37-_が認定されるので､この方法をと

りましたo　当地方でこの田中氏の了Ji案以降は透析

者に栄益加界が7'ラスされて給付されるようにな

りましたo

このように経済的に恵まれず､大きな陣吉を亜

紀して持っているため､肉体的･稲神的にもかな

り苦矧こたたされていたある時､田中氏が生きる
rJiにも絶て)_感を持ったのか､自らJli命を断つ結末

となったのですo彼は外シャントのカテーテルを

糸でしぼって使えない状態にして透析を拒否する

ようになったのですo病院では心配Tとして､説得

に何回も出向いたが｢もう病院の世話にはなりま

せん｣と言いきり,カンとして.艶矧こ応じようと

しませんでしたo野友会としても,早坂さんや､

⑳



釧路市内の人達が仕事のあい間をみて説得に行っ

たのですが｢死なしてほしい｣と言って､言う零を

聞きませんでしたo親戚も何人かいたのですが､

本人の大変lil気持を察したのか､ ｢本人の好きな

ように｣と言って応じてもらえませんでした｡

透析を拒否してから10日位して､死ぬのに時間

がかかると思ったのか自分でシャント部分をカミ

ソリで切り､出lfmして意識がモウロウとなってい

るところを発見され､救急車で市立病院に風まれ

たが､出血多Llが命とりとなったのか､先生方の

応急鮎ETのかいもなく､昭和55年11月､若き人生

の終末となりました.

妻に透析施設を実現させた

長岡さん

根室の冷凍会社々長である長岡賢三氏が透析に

導入されたのは昭和54年12月でしたo当時､根室

には透析施設はなく､過3回の透析を入院で過し

体調が良くなってからはマンションを借りて夫婦

で生活を送っていました｡釧路で透析を受けてい

るため会社の耽務を全くすることができないので

社長の職を降りたいといっていましたが､善意で

同系クループではそれを認めてくれないようでし

たoそれ旨､透析の2日空く土･日には､根室か

ら会社の車がむかえに来て､会社の状況をチェッ

クしながら職務を続行していた仕事熱心な長岡さ

んでした｡

そんな長岡さんですから､当然､地元で透析を

受けたいという願望が強かったのですか､当時と

しては､器械･医師の関係で実現していIj:かった

のです｡

長岡氏の会社クル-プは､根室でも有力なクル

ープであり､長岡さんを何とか地元で透析させて

やりたいという了辞で､透析器械の講入籍を根室市

立病院に寄附されたのであります｡根室市では､

寄附を受けた部でもあり､医師の手配もし､よう

やく透析が実施できるようになったのです｡しか

し､その頃の長岡氏は別な病気を併発していたた

め､根室に転院することがむずかしい病態でした｡

グループの方々が､長岡氏のために寄附までして

設閃した器械に一度もかかる事なく､不幸にも昭

和58年1月､帰らぬ人となったのであります｡

椿に生命をかけた

陰山君

透析を受けていては時間的制約があり､口に入

れるものも制限されて十分な社会投錨が出来ない

といって･移楠の逆に進んで行ったのが標卿Tの

陰山俊己君でした｡

彼は昭和51年9月に透析帝人され､健康な時に

は相撲部尉こ一時所属していた･辞もあって､体格

が大きく､ドッシリとしていた｡相模部屋を離れ

てからはコック見習いに入り､洋食の調確師のPf

格をとり､その修菜中に透析をするようになった

のですo自分の店を持つのが夢であり､食TJfで苦

労している私達に,自分の特技を生かし,同

のでもいかにおいしく食へられるか､お知え

れたり､実際に調理して食へさせてくれました｡

彼は､自分の店を持っには､透析をしていては

無理と思い,移柄をしなければ'R現不可能と考え

ていました｡それで､兄弟の多い彼は､検炎をし

て､一番適合の良い兄と生体野移桝をする･Jiで話

しが進んでいました｡しかし､既に結婚していたLrlt

快音(兄)の妻からクレームが入り､移椎ができな

くなり兄からの移柄をあきらめました｡この時､

私共も生体腎移柄の難しさを知らされましたD

兄からの移柄が無理とわかって､次は死体腎移

柵を行なうために､昭和53年11月､釧蹄の地を離れ

て､埼玉県の病院に行き､透析をしながら死体円

の提供を待ったのです｡

道内では現在でも死体円移植の症例をF糾､たIti

がないのに､埼玉県に行った軌ま,数年のF批辛

皮も死体円の移柄手術を受けたといいますo Lか

し､この2回とも拒絶反応が大きく､移枯野を摘

出する了料こfj:り､成功には至りませんでした｡

この臥釧路にも何回か掠って来て､市立病院

とか林田クリニックで透析を受けており､この2

回の失敗例と､大変苦しい思いをした了jiを話しな

がら､次の移植に消極的な面をのぞかせていまし

た｡それでも彼は､次の移植を持つべく埼玉LFTl<の

下宿に帰り透析を続けながら提供円が出るのを待

っていましたo　ところが透析予定E]のある日､病

院でいくら待っても姿を現わさないのを不思議に

思い､罰謹婦さんが下宿先に行ってみたところ､

ペットから落ちてもう冷たくなっていたというきji



です｡

移柄に生命をかけたけれとも成功する了界なく､

自分の店を持つ夢もはかfiく消え,この世を去っ

た陰山さんでした｡

u s腎移植をした

鈴木君

鈴木芳陣君の透析開始は昭和53年6月に市立病

院で導入されましたo林田クリニックが開院され

た昭和54年7月､市立病院から早坂､佐々木､忠

村､上田と故鈴木君の5人が一緒に転院したので

あります｡

､彼は役場職員として立派に職務をいたし､職場

▲ごは自分が逓析憩者であるというTliを他の職fl

に知られないよう気をつかっていて､早く移植を

する171日こ非常な執念を持っていました｡そのため

釧路で移柄のための採血をして血液検流に出した

り､また自分が率先して室儲日鋼病院に行き､ア

メリカから送られて来る死体円(US腎)を求めて

登録をするほとの税極的なところがありましたo

彼の血液型は0型でした｡比率から言って一番少

ない血液型であり, US円の適応には本人もあま

り期待していませんでした｡ところが､登録して

から数ヶ月して,鈴木君に適応するUS円が入り､

考え悩んだようですが､移柄をする'JHこ決心し､

室和郎こ向ったのでありますo

移柄後の詳しい経過はわかりませんが､一時は

胴調に進んでいるというff'JL報も入っていましたo

書かし､ある程度月E]を経過しているうちに､状

態が悲くなって垢〉らぬ人となったのであります｡

彼は若くして透析に導入され､その後結婚し､

釧路での紙的邦1 E;の透析止も省でしたo　マイホ-

ムをほて､温泉の権利を円い､温泉熱で床暖を入

れ､温かい家にすると言っていた｡また,弟子屈

から通院するのが大変なので家庭透析をやらせて

ほしいと林田先生に頼み､色々と可能性を追求し

たが､残念ながら実現までにはいたらfj:いで終り

ました｡

ll路の透析を軌道にのせた

昭和51年3月中旬､旧市立病院の増築にともな

い､透析室が新しい病棟に器械を4台設芯して

F策l始されました｡その時に配崩されたのが杉本さ

ん(当時は主任で後に細長となる)でしたo杉本婦

長は,伊藤先生の絶大なる信頼のもと､誠心誠意､

透析治療に11献されていましたo

職務とはいえ､体調の恋い人が出た時とか､恕

者の家庭内でトラブルが発生した時なとは､患者

の立矧こたち､親身になって相談にのってくれま

した｡また､時には患者さんの自宅まで出向いて

家族ともとも指矧こあたっておりましたo患者の

実情をriRいては涙を流し､お金がなくてお力ズが

1.1えfilいと聞けば援助したり､恨こは非常に｢モ

ロイ｣村長でしたo反面､体6,.増加とか食Fl招理

fj:とが想い場合は非).la.に厳しく､透析終了後や透

析のない日に家族を詰所によひつけ､さびしく説

教されたものです｡現在生きている患者さんの中

にも杉本如長に説教された方が多くいると思いま

す｡

透析技術の研究については大変熱心で､学会･

研究発表なとは桃極的に参加し､他の地域に遅れ

fj:いよう､新技術の導入と安定透析を目指して昼

夜を徹して研究に励んでいました｡ですから､今

日の安定した透析を継統しているのは杉本婦長の

努力が大であったと思います｡

透析20年にチャレンジ

私は昭和51年1月に市立病院で透析や人とfj:り

ました｡ですから今年で満10年､現在11年日に入

っていますD中人されて2ケ月位は手術切での透

析となり､色々と思い出多い透析初期の時代でし

た｡

私が透析に導入された頃は｢半年か1年の命｣

と言われ､ ･好のtTt:大さを痛切に感じたものですo

透析器械も2台しかなく,恕者と召漁村が1対1

で透析を行ない､私はポケットに50円玉を1つ入

れて行き､右丑姉さんにアイスバーを1'lってもら

って食へるのが唯一の楽しみでした.また､器械
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が悪かったのか､透析液が今のように良くなかっ

たのか･透析後の体亜が透析前の体丑より多くな

って終了した･1榔あり､苦戦苦闘の透析初期でし

た｡

54年7ノ=こ転院した林田先生の所では心臓に水

を溜め･心胸比が70%近くにもなり､ヘットの上

で身動き出来ない状態にfiりましたoそれで､道

立病院に行き心胤こ針を刺して水を抜きましたo

また､水性肋膜にもなっており､これは林田先

生の所で針を刺して水を抜いて一命をとりとめ

たrJiもありましたoこれだけ大きくなった心胸比

を50%以下にするには､半年以上もかかり､大変

苦'913をしたのを!.Lえております.

このように何度か死ぬ思いをしましたが､私を

担当して下さった先生はじめ石護如さん方の懸命

な治療と不適のもとに､今では通院透析をし､健

常者なみに社会手紙iが出来るようにfj:りました.

先生はじめスタッフの方々に心から感謝申し上げ

る次顎でありますo

色々なことがありながら満10年が退きました｡

現在,日本での舶長透析者は19年という-･Lfです.

私はようやくその半分に到達したのみですoこれ

からは次の20年記念に向け､透析年数の記録を更

新するよう頑張りたいと思います｡

透析生活
10周年を迎えて

林田クリニック

早坂　要

私が透析を開始したのは51年7月ですo

その頃､腎臓病に対する医学のF3a発は遅れてお

り､ JTLも者も知識が薄く､従って円臆病の末軌を迎

え､生死をさまよう様な状態で入院して来る怨

者さんがほとんとでした｡

透析機械にかかっても半年位の延命が掛､っ

ぽいと言われていました｡亡くなっていく方も多

く､助かったとしてもとれたけ生きられるかわか

らず､ f'''神的.肉体的.経済的にも私はLTl･く暗い

日々を送っていました0

50年以前は､透析機械が不足で亡くなって行く

人･医療mの支払いがF-湖のため支払えず｢食の

切れ目が命の切れ目｣と言われ亡くなって行く人

の多い時代でありました｡

しかし悪し､時代はかり&lLいたのではありませ/uo

全附劫の誕4:･Lこよって回との交1,i;が始まり､機械

不足の解消･身障手帳の交f卜健随保険の適用等,

社会福祉制度の確立によって安心して逓JJTr/-l三活を

送られるようにfiりましたo又､ 5咋秋頃より医

学の遊歩と透析機械の改良力籾さましくなってき

ました｡

しかし機械や院嫉技術かいくら進歩したと言-,

ても､延伽ま悠者自身の企･jLri:pJ!.他嫌rrL41

られてのIJiであり､今もその条件に変りはあ

せんo

当時の病院食(透析企)は現71三の企･Jfよりかな

り塩味が7'#く､食欲の出るような献立ではありませ

/Uでした｡全身状.fuitfも悪いため企FJfか進まずfflhl

が進み､輸血のためLfTtl,.JlJT炎にFlLlる人も多かった

のです｡

希望1.のない単淵fcL矧綻生T.i;･を送っていたあるH ､

如長さんより｢透析が軌遇にのり､カロリーuI辞

ができるようになりましたら､通院することがで

きる｣と伝えられ､この言柴は神の言柴のように

ありがたいものでしたDこの日よりカロリー.,1第

の勉強が始まりました｡この勉強の中から市立病

院の中に円友会の話しが浮かび､トントンと結成

の運びとなったのですo昭和51年1川26E7のこJ-

でした｡ 16名で結成し｢お互いに助け合い明るぎ

生きよう｣と言う目標をたてて発足しました｡カ

ロリ-計算･企Trtをおいしく食べる方法･ヘマト

クリソトを上けるための食下が･お互いの悩み･jiを

語る等のTlfから始まりましたo (これが釧門会発

足の源です)その後は､顧問をお願いし､労災病

院･日赤病院の透析iil者を含めた釧路地方門友会

を発足させるTliまで出来るようになりました0 -

年一年その成果を上け､多くの透析恕者の励みと

fiってきましたo

私の病歴について少しこ紹介しましょうo

頭痛.吐気･ ,T:.t血等が就くので診てもらった処､

検禿の結果腎炎と診断されました.治るものと思

い医師の指示を､懸命に守りましたが10年にして



末期症状を迎え悔性腎不全と診断され透析を13日始

したのですo当時私は43才､子供はTl:.I;校2年と中学

1年でした｡せめて子供が社会に出るまでは見届

けたい､私は生きるそ､それたけが頭にありまし

た0 lo咋:たった今､思い出しても笑いとはす判ま

できfiい17.i.く暗い口々でした｡

二度と我家には戻れぬものとあきらめて入院し

たたけに.医学の遊歩によって通院できるまでに

通析技術が進捗した`jiは如上のi.iひでした｡

通院するようになってからの私は合併症との糾

いでした.諦一に､過度のJft血のため輸lfllを繰り

返し､ lhl,脚炎になりましたoこれでおしまいかと

思われる程苦しみましたo二度日の時は治ると同

▲/:-;　　　‥　､

泥状代謝により肋･i･卜足等にヒヒが入る症状が起

こりましたo lLTiみは全身を移動してあるき,止かIi

がありませんでしたo第三は､不均衡症候群です.

透析に入るたびに頭捕.吐気･ TLji血圧に見舞われ

ました｡第rLgは､ 250 mmHg以上の払lfIl圧です｡

医師もあらゆる治療方法を試みてくれましたが改

1.If-する小はできませんでしたo

RrlJ噺/1-滴も6年を過きたtll泌過透析を試みる■ri

となりましたo幸運にも良い結果となり合併症も

徐々に改善の方向に向かったのですo

私は特別逆の強いク3なのかもし41ませ/L'｡でも

こうして考えてみますと私がここまでしぶといま

でにJ-lこきてこれた一つの空担山は毎E]を投げなかっ

)た.柑ま-かと･PullL､ますo三度の創i･外出する
時.堪る時､私は.削こ自分の体を気つかいました｡

それともう一つは､柄苦に負けそうにfiる時, gj

'jiを振り起こさせてくれた二人の子供の四つの日

でしたo (臼に浮かぶ物)｢お父さん大丈夫｣と'lJY

中をさすってくれる子供らの目に､私がiもを抜くrjf

を許さfj:い厳しい枚命を感じさせる光があったの

ですo私の支えは子供であったと言えますo

子供の成長は私の生きるためのiB標でしたD

学校を出るまで頑張ろう､よし結婚相手の顔を

見lj.けりゃfj:らん､孫の顔が見たいなあ等､私の目

標はとんとん欲はりになって現在に至っているの

です0

-,i;一,歩やっとの思いで歩いて来たITlい足が段

々軽やかになって来ました｡ I歩であったものが

現実となり､又､欲はった夢が予想より早く現実

となり､まるで夢を追う人生でありますoかつて

は十字架だった透析と言う言柴も今では生活の一

部とfj:りました.私の体は機械まかせであります

が､心はしっかり自分のものです｡病魔にゆだねて

はfj:りませんo

今春2年早く退職の身となり人姓も3分の2は

終りましたoでも私は歩を持ち続けますo

以後に､ここまで/i:きるg3気と努力を与えてく

れた仲間､医療スタッフ等多くの方々に感謝いた

します｡また円友会が今後も多くの人々に励まし

を与え益々発展していきますことを願っておりま

す｡

社会復帰
林mクリニソク

橋本　巌

私が円脱が愁いと気がついたのは､あれは忘れ

もしない､昭和54年の9月18EL弟子屈小学校に

fi任して2年目のことでしたo当時､私は5年生

を担任しており忙しい毎E]を送っておりましたD

その日は軸から普通とおり学校に出ておりました

が､ 2時間Elを過きるころから頑描かしてきてと

ても授業なと右.Lけておられない状掛こなったので

したoそのため授業のほうは郁欠の先/11=_(こお甑い

して､早退させてもらって家でgZておりました｡

ところが､そうしてf淋こfJ:っていても一向に抑崩

が治まらず次掛こlF_t.気がするようになってきたの

ですD朗からあまり食物をとっていなかったので

出てくるものは緑色の液佃?)たけでした｡もちろ

ん物を食へられる状態ではありませんでした｡そ

うして苦しみながらフト/の巾で夕方近くまで滋

ていたところ､同伯の先/t=_が様子を見に来て､こ

れからでも遅くないから病院に行った方がよいと

いって国立弟子屈病院に連れていってくれたので

す｡午後5時を過きていたので救急恕者というこ

とで､佐々木院長自ら診察してくれましたo診察



の結果､血圧が異常に高く190-130mmHgもあり､

即入院ということになってしまいました｡入院す

るなととは全々思っていなかったので､身の回り

品は同僚の先生に用意してもらいました｡

そして､次の日になって稲密検轟をした結果､

但性腎炎であると診断されたのです｡

病名を言われた時には何のことやらさっぱり解

らず､大した病気ではないだろうと思っておりま

した.とりあえず､栄iS=剤の点滴をして血圧降下

剤を注射してもらいました｡そうして一週間もす

るうちすっかり元気をとりもとして､学校のこと､

とりわけ担任している子ともたちのことが気にな

って気になって仕方がありませんでしたo ｢早く

退院したい､早く戻りたい｡｣毎日そのことばかり

考えていました｡

自'R症状としては血圧が高めであるために少し

頭痛がするくらいたったのですが､院長はなかな

か退院させてくれず､ 46日たってようやく退院さ

せてくれました｡

そしてあわてるようにして役職したのでした｡

結局､これが良くなかったのです｡腎臓という病

気を軽く考えすきたのです｡

案の定､ 2ケ月もしないうちに貝合が悪くなり､

こんとは釧描市立病院に入院したのですo　このと

きの入院は2ケ月ほどかかりましたo入院したの

か54年12月25日ころでしたので正月は病院で過し

ました.除夜の鈍をさびしく聞いていました｡そ

うして担当医から診断かをもき取るようにして退

院し､すくにでも役職できるものと思っていたと

ころ､牧場からストップがかかり､自宅療森をし

てしはらく様子をみて大丈夫であることがはっき

りしてから戻りなさいといわれ､休むことを余儀

なくされたのです｡そうして二週間に一度通院し

なから自宅療超を続けておりましたが検禿するた

びに悪くなっていきました｡ずるずると3年が過

さようとしていた昭和56年9月になって､突然､

ひといfi血におそわれ釧路市立病院に再入院した

のでしたo　そうしていきなり8本もの輸血をされ

ました0人間の体はほんとうに強いもので,輸血

をしたらみるみる元気にIj:りましたoすっかり安

心していた私は､その時の担当医から呼ひだされ

ましたo

そして｢君の腎臓は80/Oo'以上こわれているよ｣

といわれ､さらに､ ｢あとは透析しかないですねo｣

といわれたのですoその時のショックは開戦こは

表現できないはとのものでした｡目の前がいきな

りi'上っ略になり､全身の力が抜け､何もかもが終

わりのような気分になってしまいました｡この宣

告の日からの私は何も考えることができずに､た

たボーッとして入院生活をおくっておりました｡

石丑婦さんたちも急に親切になったような気がし

て､ことさら自分が亜病であると感じられましたo

そうしているうちにも､だんだんiii潔が体中に苔桃

されて食欲もなくなり､あちこち痛むようになりま

した｡

そして,ついに56年11月12日午前10時､内科か

ら透析病棟へ移されたのです｡移ると間もな

fJIにfl.がえて手術室-o外ソヤントをつくり

くに透析　｡その時､自分は何がしたかったの

か･何を考えていたのかよく･iLZえていないのです｡

ただもう回りの人の言うとおりに動いていたとい

うべきでしょう｡自分はもう普通の生活には戻れ

ないまま一生を終わるのだ.人生は終りた､などと

思っていたのかもしれません.ヒニ-ルT･の中を

流れていく自分の血液を正視することができませ

んでした｡機械を操作してくれる右謹如さんたち

が､優しいことばをかけてくれても､全く耳に入り

ませんでした｡初めての透析が終わって病室に戻

りましたが､神経が試ぶっていたのか, tj:かなか眠

ることができませんでした｡そのため強力な睡眠

薬をもらい,やっとのことで眠ったのです｡

こうして私の透析人生が始ま-たのですo始身

のうちは透析初期にみられる不均衡症候群のため

に吐気に悩まされました｡慣れるのに一月はとも

かかったでしょうか｡

栄恭士さんからはカロリ-,汁罪の仕方を指頚さ

れましたo　そして透析の回数が増えてくるにつれ

て体調もたんたん良く11っていきましたo元気が

出てくるにつれて回りに目がいくようになりまし

たDそして､透析をしている人が以外に多いのに

は照かされました.私と同年代の人､上は70才以

上の人までがそれぞれ透析をLIj:がら毎E]を生き

ている｡しかも透析しながら働いている人がいる｡

それは私にとっては衝撃でした｡そして､社会独

赫こ対する一点の光が見えたように思われましたo

当時､教nとしての私の立執ま､弟子屈小学校



を3年ほと休職しており席は残っているものの､

あと数ヶ月で無給休吸になるところまできており

ました｡

私は独敬などできるはずがないとは思いながら

も､なんとか方法はないものだろうかと思案してい

たのですo市立病院のⅠ先生をはじめ､名護嫡さ

んたちも口々に｢戻れるといいのにね｡ ｣といっ

てくれたのです.そんな時､親身になって相談に

のってくれたのが腎友会の人たちでした｡市立病

院円友会長のMさんから透析をしていても悲観す

ることはfj:い､透析をする5時rii】以外は鰍'.?者と

なんら変りがfj:い､さらに機械の進歩とともに

食･li制限もかなり緩和されてきていることfj:とを

孝一. ... :∵＼∴;-I:一二.lt

とも教えてくれたのです｡確かに慣れてみると透

析をしている5時Fiiり次外はさはと苦しくもfj:く普

通に過せる状態でした｡通院透析をするようにな

ってからは円友会主催の各棟行'糾こ参加して､増

々体力に自信を深めていきました｡そうして一年

はと経過した昭fLl57年の10月に釧路地方野友会主

催の講硫会があり､その中で私は体験発表をした

のです｡

体験発表の中で私は｢病知こ負けることなく前

向きに生きて行きたい｣という内容のことをいっ

たのですo全域には沢山の人がきておりましたが

その人たちの前で講言した以上､これからは｢こ

まかしはきかないそ｣ ｢なんとかして手ii職Lfiけ

虫は｣という気持にな-たのでしたo
教師という仕淋ま生きた小学生(子とも)相手

の体力のいる仕･Jfで､病気になったこの体で勤ま

るのだろうかという不安もありましたが何といっ

ても数ffという仕■抑こ携わって生きていきたいと

いう一念で,役職後の苦労についての患いは消え

さっていましたo私はまず担当医である伊藤先生

に役職可能であるという診断.lFを出していただき

ましたo　そして､さらに林田クリニックで夜間透

析をすれば勅裁時Fiilに影取まないこと､通院のた

めに釧路市内に移動させてはしいことなとを,下さ

添えて北海道数百委員会-;!‡頬を送ったのです｡

北海道教ffl委員会で定めた健康判定委員会は厳密

であり､よほとの確実性がないと役職は認められ

ないとr川かされていたので落ちても仕方ないとい

ぅ気分も多少ありましたo Lかも･ 12月末に讃頬

を送ってから次の年の2月にfj:っても何の連絡も

入らなかったのですっかりあきらめて｢こうなっ

たら塾でも関こうか｣なとと考えておりましたo

ところが3月×日になって弟子屈教育委巳会から

っいに｢2月×日をもって子女晩を命ずる｣という

通知が届いたのです｡

その時の私の気持をとう表現すればいいでしょ

うかoうれしさと不安の入り混じった校椎な気持ち

でしたoたたもう誰かに知らせたくて仕方があり

ませんでした｡さっそくかたっばしから友人や肉

親に･Lii話をかけまくりました｡母Ij:とは､始め冗

談だと思ったのかあまり幣いてくれませんでした

那,そnが本当だと解るとさすがに喜んでくれま

した｡

そうして致E]後､弟子屈教育委員会へ役職のあ

いさつに出かけました.その時､教育長さんから

｢役職したらいろいろ苦労すると思うけと負けな

いように｡｣と励ましのことばをいただきました0

3月×目には弟子屈小学校に別れを告げて帰って

きたのです.教育委員会からの連絡では､釧路市

内の湖畔小学校へ才女職することが決まったとのこ

とでした｡

昭和58年4月2日､釧路教育庁で辞令を交付さ

れ､その足で湖畔小学校へ向かいましたo迎えて

くれた先生がたは沢山いたのですが,知っている

人ははとんとおりませんでした｡私の立執ま,価

を慣れさせることが第一ということでプリ- (柿

欠)になりました.湖畔小学校に役職したころは

巡悲く風邪をひいてしまい､イスに座っているの

がやっと､という状態でしたが､皆さんの足手まと

いになってはいけないと思い必死で勤めておりま

した｡そのころ-マトクリットも低く19しかなか

ったので､顔色も恋いし回りの人から見たら､い

つ倒れてもおかしくなかったことでしょう｡子ど

もたちの中には私の顔を見て｢外人みたい｣とい

っている子もいました｡よはと変わって見えたの

でしょう｡

病院の方は市立病院から林田クリニックへ移り

夜間透析をしておりましたo　この時は､林E指己和

院長と宮本婦長さんにかたることができないはと

お世話をかけましたo　それでも私の復職が第一で

あるということで､何よりも優先して夜間透析に



入れていただいたのですo今思えば､ほんとうに

有難いことでしたo林田クリニックの皆さんの助

けがなかったなら子姻することはできなかったと

思いますo

こうしてフラフラLfiからもなんとか1ケ月も

勤めているうちに風邪も治り､だんだんペースが

つかめるようになっていきました｡その中で補欠

授柴にも行くようにIj:り､子ともたちと接してい

るうちに体力にも自信が出てきましたD校長先Jt

をはじめ､教頭先生､回りの先生方fiと皆さんが

私の体のことを心配してくださり､何かとカ--

してくれましたo

その/丈も持が解かれば解かるほとカンパラナケレ

ハと思いました｡学校一病院-家庭と三角形のJJi

宿をする中で､同僚の先Jf= ･病院のスタッフの方

々･そして家族に常に励まされました0 -年もす

るうちにすっかりペースをつかむことができまし

たoただ､ヘマトクリソトは相変わらず低めでし

た75, 10

二年目になると､学校の様子もたいたいつかめ

たので自分で仕'Jfを見つけてはコツコツとやって

おりました.そんfj:時､校長先生から呼ばれて私

のこれからのことについていろいろ御指導いただ

いたのです0校長先生は｢君の体のためにも長い

目で見たら､あまり無理をしないで十分体を大切

にLIj:さいo　そのために力になるよ｡ ｣といって

くれたのです｡

そして湖畔小学校に2年聞勤務し､体もmnた

ということで､昭和60年の人!-lf移動で､旭小学校

の言語治療教室に転任したのですo湖畔′ト学校の

送別会の時には拙戦以来､何くれとなく心配して

くださった先生方にお礼のことばも言えないほと

胸がつまりましたo

今では旭小学校にも少しは慣れ､言語治療とは

とういうものなのか一/=L懸命勉強しているところ

ですo旭小学校でも回りの先生にお世日割こなって

いることは言うまでもありません｡
'たた以近では､体の心配と仕丁Jtの心配を分けて

考えられるようになってきましたo

これからも､学校一病院一家庭と生活するrFlで

沢山の方のお世話になっていくことになるとは思

いますが､少しでもお返しするつもりで気持をひ

きしめて自己符矧こつとめ､有志鹿な人生をおく

りたいと思いますDそして1岬2昨とまL-.きていけ

たらなあと思っています｡

CAPDの体験

市立釧輪総合柄院

木村　俊

4年の血液透析からCAPDに移って九一年過

:一　一,. .　-鳶

で､よもや-年弱で血液透析にもとるなんて思い

もよりませんでしたDが不itiにも､ CAPDの最

大の短所であると云われた触股炎になってしまっ

たのです｡

そのElは実に､突然にやってきました｡排液の

濁水と云う形で　｡液が濁ったらすく病院に来

る様に前から云われていましたので､とうしたのか

ナと軽い'X-i特でそれを持って行きましたら､その

唱で入院,本人の私があっけにとられた程です.

しかし症状はその後少しつつ現われて来ました｡

熱と脱硝が一緒になっておそいかかってくるので
1-L､､

そnはFSFiiJを追う程強くなり､やがて地獄の1'1
-■:､∴∴ .∴●　亨

あえきポ謹婦さんに棚/1Jたものでした｡食欲fj:と

全くなく点滴と輸血のあけくれに人知れず涙した

ものですo

体調が極めて悲く､気分もすくれないため､考

える■Jiも心配な■lfはかりで､家の,Ji､子桝のrlr､

企●Jiの■Jf､その他諸々で本当に落ち込むはかりで

したo又病JXiに対する不安も′,=ii.に頑の中にこびり

つき　又､ CAPDにもちゃんと出来るのだろう

か､余病の併発の危険等､次から次へと弧こうかん

できましたoと云うのも触股炎にlj:って以来､排

液のiltが少fj:くfiっていたからです｡病気も快方

に向かい,激1171と訪熱から解放されるようにな

っても､白く濁っていた液がきれいな逮明色に変



っても排液は排出されfj:し､はかりか､少しずつ体

内に残る様になってきたのですoそのうちにCAP

Dをすればする程､体亜力叫し､その水分は今度

lbl液通折によって水を抜くと云う誠に不可解な､

通折のズもに透析をと云う形となりましたo一日4

回液の交換をするのですが､この次はうまく出て

くれるだろうか､今度はとうだろうと､祈る'iiも持

で交換作業をしていましたoそのうちに手術によ

って脱部にうめこんでいる管の淵から体液が洩れ

LIjるよ:)にfj:り､使用不可能になったため､又別

の閉所に作りlj.おしました｡全く新税導入と同じ

条件になり､今度は大丈夫だろうと思って期待し

ていましたが､結果はタメo　かソカリしました｡

剛史炎がETlかった分､回鍬こも時間がかかると云

書紀､このFillもずっとCAPDは毎E]､ 2日か

ら3日に1回はIrrL液遠折と云う/1=活を続けました

が1人lLrEはいつも同じで､ -力)1位で見切りをつけ

て与を抜( Fi=こなったのです｡いささかの来秋はあ

りましたが､ CAPDは現状では不可能と云う■Ji

になれは､残さnた道は唯一つ､ lfIl液透析しか私

め/_Lきる道はありませ/uo

振りかえjlは一年も満たず短かい期間でしたが､

担当のlJ,乃先生方､れ泣如さんにもとても良く接し

て掛ナて伸せ者でしたo i'1.I(な体験もたくさんあ

り､必ず今後の私のLJにつくものと信じています｡

cApDfiらではの･]i柄も､食事JL　飲物は血液

適折と巡って､何を食へてら飲んでも良いと云わ

れますが､ -｣でたらめな■jiをすると即Jj体に背

いて来ます｡

転Ljfojm削まむしろCAPDの方が難しいかも

知れませ/L,o　キチンとしっかりしたものを取って

いないと輸血だ､点滴たと云う71日こなりますo又

水'Jlが不足するとケイレンをJJこすのも同じで､

病院にいnはポ諮如さんにそれに応じた処(''lIをし

てもらえますが､ CAPDの糊合は自分で水分を

補きなう等,ひきつりをこらえながらも必死で動

きまわらなければならず､これは本当につらいも

のです｡

けれと-E='ll1lSに通院しなくとも良いとなった

時は本当にh-iL,いものでした｡この倍になった自

Ltl時riHを何に使おうかと思うと考えたたけでも胸

那-ばいになり､色々な空想が頑を示めたもので

すD EJに4回の注排液の作業も､一日1回のカテ

ーテルの捌きも､梅E]必ずしなくてはいけない的

索敵またしかにめんとうでしたが､生活の中のリ

ズムとして､ EHこ3度の金子jiと同じ感光で消化し

ていた様に思います｡践丁易や温泉に行かれfj:いrli､

目に4回お腹の中に液を入れたり出したりしなけ

ればならないので､家を長くあける桜台はクィア

ニ-ル(液)を持ってJ,歩-かなくてはならない■Jfは又

大変fi.liです.お脱の中に液が1回に1500mLから

2000mLも入るため体形が変わると云う美容上の問

過も､人によっては大きいかも知れませんoその

反面､血液透析futi.者特有の顔色の想さは､ CAPD

を続ける･liによってfiおって来る､と云うふうに

それぞnに長所､短所があるのですo

とちらが良いと云う淋ま､人の考えが炎なる様

に､その人の物oj考え方､ J1.時のしかたで退ぶへ

きであって､必ず自分で決めると云うりiが大切で

すo　とちらの方法を選/Uでも､家族の協力がなけ

れば地についた生活は出来ません｡健常者に比へ

れは私達は天地の差桜の-ンティはありますが､
'iu寺たけはlTJ]るく､ _e空かに/11=.宿していきたいと.rLiE]t

います｡

腎移植をして

釧常会賛助金長

田村　和幸

移植口/附和50咋3月28日

釧路町新開1-10　T36-7293

私が発病したのは昭和48年12月でした｡当時私

は釧路トヨタで'E･:業マンをしていましたo体力に

は自信があったものですから風邪気味だなと.r.LEI.い

ながら､市販薬を1ケ月位飲んで効かなかったの

で労災病院に行った所､急性腎炎でILIl圧が220あ

るので即入院というIliでした0　日ili:症状はなかっ

たのですが,今思えは若い頃微熱が続いた'拝があ

り､入院する2年位前から鮒ここキビ状のものが

たくさん出た-州立でしたo　これは入院して1ケ月

程で治りましたo　そして昭和49年4月1月､医者

に人工腎臓の宣告を受けましたo企●l塘法を続け

ましたが結局12月から透析に入りましたo極度に

水分制限した為､ 1ケ月で鞭尿になりましたo当
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時はタイアライザーも悪く､透析後に体重が増え

るということもままありました｡血圧も150-220

位たったので金利ま塩分･水分0という制限で

したoへマトも20前後で過に2本輸血をしていま

したo透析は過3臥　6時間でしたが透析後は必

ず頭痛のため吐き気が伴い､夜12時過き迄眠れま

せんでした｡一番苦痛たったのは食事でした｡札

幌から無塩パン､無塩バターをとりよせたり､御

飯の代わりに､もちをトースタ-で焼いて食へて

いました｡配膳車の昔が聞こえてくると吐気がし

て､一生これを食-ていかなければならないと思

うと何度､腰をひっくり返したくなったかわかり

ません｡当時は透析についての資料､知識も少な

く平均寿命が3年という17iiをF舶ゝされ､入院の仲

間たちも半年位で亡くなっていきました｡社会松

村などは全く考えられませんでした｡そんな頃､

移植の話を耳にしましたが､自分から親･兄弟に

腎臓が欲しいとは云えなく､看護婦さんが両親に

話してくれ､それではというfliiこなり､父は高齢

の為､兄は子供の頃､腎炎にかかったlTiiがあると

いうので､母と弟と3人で北大病院に適合検禿に

行きました. 2i耶】位､待ちわびていた連絡の結

果が､母とは40%､弟が55%で手術は無理という

'好でした｡その時初めて､父の涙を見ました.そ

の夜､病院のベットでふとんをかぶり､入院以来

初めて泣きました｡涙があふれて止まりませんで

した｡移植ができない事より､あの頑固親父が私

のせいで泣いたという三好が悲しくて､自分ではど

うにもならない悔しさで泣きました｡その時､私

は両親より先には死ねないと痛感しました｡死に

対する恐怖感はありませんでしたが､もう私のた

めに父を泣かせたくありませんでした｡そのうち､

父が心筋梗塞で倒れ､道立病院に入院中､付き添っ

ていた母が難病連の人からもらったという､腎移

植普及会発行の｢とらんすぶらんと｣という機関

誌に添付してある､質問･相談ハガ牛に､なんと

かならないでしょうか､という様な事を割､て出

した所､火大柄院の先生から'tti話がありまして､

東京に来なさいという事でした｡父の容態もあと

2ケ月程で退院というメドもついたので昭和50年

2月に上京しました｡東京での透析は､元気に社

会復帰をしている人達を多くみて､ g3気づけられ

ました.また食事制限も授く､あれ程-E)も早く

透析から逃れたいと思っていたのに､移植は時期

尚早でないかと思う様になりました｡そして3月

28日､東大病院第二外科で弟からの腎移柄を受け

ました｡手術は覚悟していた拒絶反応もなくl順調

でした｡

一週間後､ jriいすに乗った痛々しそうな弟をみ

て･心とはうらはらに｢そんな大けさな格好する

な｣ ｢ばかやろう揃いんだぞ｣ ｢兄i.王に､はかと

はなんだ｣と本来なら感動する場面でしたが､兄

弟けんかになりました｡その夜､入院中の親父に
'LE話をかけ｢元気になった｡退院は父さんと韻争

だな｣と報告した所｢そうか,良かった｣と云っ

たきり､受話器の向こうで泣いているのかわかり

ましたoそれが父と話をする以後とは思いもより

ませんでしたDそれから父の容態が急変して4月

17日に父は亡くなりましたo私はJrlEi調に回独し､

社会役帰に備えてと､病院の屋上で腕立て伏せ一

純飛びを3日程した途臥肝臓が,LE.;くなり退院帯

9月迄延びてしまいました｡免疫抑制剤はプレド

ニンとイムランの併用です｡術後､太り過ぎにな

りましたが､退院後3ケ月程してから､自動車軒

偏工士別こ勤めてから体LTl:もへストに炭りました｡

手術前に聞かされてた知識として感染症の恐ろしさ

があったので､手に侮口をつくったら､あわてて赤

チンを塗って働いたものでした｡そんな･Liをして

いたのも1ケ月足らずで､友達とテニス･サッカー

をしたり､月に一皮､検禿に行く時には､負荷を

かけて正常値ならOKと自分勝手な判断をして､

必ず徹夜マーシャンをして行きました｡ 7年間世

話になった鮭傭工場をやめて釧路に戻る時,医者

から｢金利ま普通どうり､薬は必ず飲むIJi､夜ふ

かし､酒はだめ｣と云われましたが､今の生活は

医者に知れたら都南される様な聯はかりしてい卓

す｡釧路に戻ってからの社会復編目ま､やはり厳しく､

知人を頼ってトヨタカローラに入社し､昭和59年

6月に結婚をしました.その後､退社し和繭市場

で魚屋をやって現在に至っています｡

腎移植後11年になりますが､その間､移植者の

巡,軌会に参加し､他の人iifの元3小のいいのに照き､

移植のすはらしさを感じました.しかし､社会松

村の難しさを耳にし､自分でもコンプレックスと

感じないまでも, -ンディキャップは何度か経験

しました｡　釧路に戻って､腎友全活動が1〔)年にな

るのを知って非常に心強く､嬉しく思いました｡

一般健常者の方々が､透析怒者､移植に対しての

理解が広まっていくことを切に望みます｡
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司会　今日は､国出先生､伊藤

先生､林EE]先生そして高橋市議

と､お忙しいところ当腎友会の主

旨にff同され､出席いただきまし

て有難とうこさいますoまた､ 10

年を迎えられた会fjの皆様には､

お疲れのところおいでくださいま

して有難とうこさいます｡今日の座

談会で出ましたお話を10周年記念

誌の中に赦せまして､釧路地方円

友会のこれからの棚としたいと思

います｡とうか､堅苦しくならず

サックバランにお話しを出していた

だきたいと思います｡それではま

ず､釧路地方同友会会長でありま

す上田弘より御挨拶申し上げま10

願いします｡

司会　それではさっそく､座談会

に入りたいと思います｡釧路で透

析を初めて'実施されたのか同左と先

生とおFiHきしておりますが､その

頃のお話しをお聞かせください｡

国鳥　正確に何年何月と記憶して

はおりませんが､ 42年か43年ころ

でしょうか0　日赤病院に勤めてい

る時でした｡

司会　機械はとのようなものたっ

たのでしょうか｡

国鳥　今とは比へものにIj:らない

ものでした.循研式といいまして

ほんとうのお風呂と同じようなも

のに､こnまた大きなコイル各便

儀i;-# :, -､竺!12-_声､

上田　先生がたには､本日の座談

会に出席くださいまして有難とうこ

さいます｡当腎友会も51年に結成

いたしまして､今年の11月26日で

満10年を迎えることになります｡

そのrii】にはいろいろなことがあり

ました｡今日は､その思い出話しを

していただき､透析治療の変遷や

田友全のあゆみfcLtと､いままでの

足跡を記念誌に載せ､永く残した

いと考えておりますのでよろしく

お願いします｡本来であれは私が

司会をするところですが､ 10年を

迎えた一人ですので､今日は水沢

副会長と橋本さんに司会の任をお

願いしました｡とうかよろしくお

ったものでしたo　コイルの【h-が荒

いこともあり､脱血がかなりあり

ましたので､輸血用の血液を必ず

2本くらい用′Cf:しておりました｡

司会　その当時の一恕者さんの生存

mFfHはとのくらいでしたか｡

国鳥　今と迎いまして､その当時

はかIj:り悪くなってからi軍ほれて

くるので,肺水腫に7-1っていたり

するので､助けようと思っても助

けられない人が多かったですね.

スタッフもいないので､何でも私

一人でしました｡治療が始まる2

時間も前から出勤して自分で機械

をセットしてやっていましたo初

めは､急性腎不全の人の救命が目

写夫左より

早坂･水沢･橋本･干兼
高穣･林田･伊藤



的だったんですが､但性の人がた

ん1=ん増えていった/Uですよo

司会　何年くらいなさっていたの

ですか?

国鳥　F消光したのが44年の9月で

したので､それまでやっていまし

た｡たしか､私が始めたすくその

あとに市立病院でも同じような機

械を入れたんではないでしょうか｡

司会　伊藤先Jl=にお伺いしますが

市立病院では透析を始めたころは

手術椙で透析していたということ

をおりilgLましたが､そのころの

iとをお話しくださいo'伊藤　あの軌ま透析するような場

所がないので､手術場のとなりに

あった機械等を便いましたo lPに

あった機械を出して水i凸をひいて

きて､祈研の機械で透析をしてい

ましたo洗たく機と同じようtiも

ので､水をあふれさせるようなか

んじでした｡もちろん､コイルを

使っていました｡ 1時riirlとか､ 30

分は水を換えないで回しているの

で水がすくよこれましたね｡それ

に脱血がひといので､輸血をしな

からやっていました0本当に物fEW

的な作柴でした｡今-J5-えると､そ

暮l･1.一･

本も何もないので自分で試行しな

がらの毎日でしたね｡

司会　そんfcLに脱山がひとかった

んですね｡

伊藤　とにかく､コイルのr抗椛が

大きいので､失われる血液fltも多

くIiったんです0 -人1回で200

ccを2本くらい使いましたね｡だ

から､ 44年頃は脱脱かん流の方が

延命.辛'lが砧かったんです｡水の中

に血が出てきて､ L'ミ赤になって

いましたよ｡少しでも圧をかける

と､すくにリークをおこしてしま

いました｡

司会　市立に新しい械械が入った

のはいつでしたか｡

上田　51年3月15日たったと思い

ますよ｡市立病院のむかしのC株

に入ったんです｡たしか､一度に

4台入ったと思います｡

伊藤　手術室で始めたのか､ 44年

のことです｡

司会　林出先/=tiが遠折に携われた

のはいつころですか｡

林田　53年頃たったと思いますo

確か､開業する前の年たったと思

います｡

上田　今､透析している人の中で

一番長い人が以西さんで､その次

が阿部さんで､次に今村さん､そし

て私という順です｡またたくさん

いたんですがね　･o

司会　今Elは､ LS西さんと阿部さ

んとhYILIJさんの三人は､ ,F7.-台が想

いということで､参加していたた

けませんでしたo BJlJ一岸の坂野さん

も都合が愁いということでした｡

ところで今村さんが入られたころ

はとんな様子だったんですか｡

今村　ひとかったですね｡ (笑い)

何が何だかぜんぜんわかりません

でしたよ｡腹膜かん流を1ケ月は

としましたが､苦しくて苦しくて

大変でしたo　そのあとにシャント

をつくって､透析にうつったんで

す｡

大熊　私は労災にいたんですが､

労災はわりと設備が早くて､二人

用のオフロみたいのがあって､ 4

台はとありました｡ 3年､生きて

いればいいほうでしたo私は50年

の12月に始めたんですが､一時は

心臓まで変になったんですが､な

んとかもちなおしました｡退院す

ると悠くなって､入院すると良く

なるといった貝合で,数年くりか

えしていました｡

司会　そのころカロリ-を摂るの

は大変だったんでしょうね｡

忠相　伐はカロリーよりも水分の

ほうが大変でしたね｡食へること

はある程度､食へれるんですが,

水分をコントロ-ルすることがつ

らかったですねo今でもそうです

ね｡

司会　当時の企1日まとうたったん

ですか｡

忠相　ひとかったですよo　とにか

く､塩rxItのない自身の免はかりで

しかも皿に少しだけでした｡

観から晩まで脱がへっていました｡

早坂　そうですね｡お膳に出てき

たものは､こはん､とうふ､さか

li､とnも塩分が0でした｡ラ-

メンを食へたいと先生にIijつたら

｢ラーメンなんか企-たら死ぬよ｡｣

と言われました｡

忠相　ラ-メソといえは臥､出が　◎

あるんです｡導入期のEfiですが､

少し元気になったので､ラーメ/

が食へたくfiりまして､かくれて

食べたんですが､ラーメンを食へ

たら死ぬと言われていたので､い

つ死ぬかいつ死ぬかとヒクヒクし

ていましたD結局死ななかったの

で､大丈夫fiんたとわかりました

けとね｡

今村　でもKさんなんかは､ラ-

メン食へてから死にましたよo

伊藤　そのように言わnるように

Ij.ったのは､北大病院の,r患者さん

が､ラーメン企-て死んでからで

す｡それからラーメン食へたら死

ぬと言われるようになった/1Jですo

林田　やはり､当時の機械は効率

が悲いので､そういうものを食へ

たら:お諌言が抜けきれfj:かったんで

す｡だから食へてはいけないと言

われたんでしょう｡



上田　私が始めた頃は､透析に入

った時の体重より､出た時の体重

の方が多かったりしましてね｡い

ったい､とれが正しいのか,わか

りませんでしたね｡

伊藤　今はいいですよ0 1時間単

位で計算できますからねo　コンビ

ユ~クーでセノトすれば､できち

ゃうんですからo

林田　その頃は､ 5時間いっぱい

しても､水分は152まではひけ

なかったんじゃないでしょうか｡

伊藤　53年ころから､機械が循研

式から日機装に変わり､ホロ-

ファイバーを使うようになってか

ら､良くなったんです｡

浸透圧の機械もなかったんですC

だから､スタッフは､私に｢味を

見にきてください｣などといって

よひにくるんですよ｡そして私は､

指を入れてなめてみて､ ｢いい味

だ｣なんていいながらやっていた

んですo

国鳥　私はブドウ糖からはかって

試乗を17ってきて､ 3秤頬の透析

液を自分でつくって用意しておき

ました｡てんぴんではかりながら

やっていました｡

伊藤　一番古いのがキール型の機

械です｡私は使いませんでしたが､

キール型でも､急性腎不全の人は

かなり助かったようですね｡

雫野
早坂　古い機械の時はよくリーク

して､ブザーがヒ-ヒIPiきってい

ましたo　そのたびに石鼓的さんは

ヒクビクしてました｡

上田　古い機械で手術場でやって

いた時は､動くのもやっとという

状態だったんですが､市立のC棟

に新しい機械が入り､それでする

ようになってからは,夢のように

良くなり､これは退院できるかな､

もしかして復職できるかなと恩い

ましたね.

伊藤　そうですね0502ぐらいの

水が汚れてきても､ 30分以上もそ

のままで回していたんだから,良

くなりっこないんだよ｡あの頃は

林田　私の先鞭は､朝5時ぐらい

に出勤して,水くみはかりやって

いたので､体をこわしてしまった

そうですよo　そのころはほんとう

に大変だったんですね｡

司会　今､使われている機械は改

良されるんでしょうか｡

伊藤　改良されると思いますよ｡

それには､患者さんたちの方から

要求を出してくれればいいんです｡

たた､聞題なのは､今は機械が数

台まとまって動いているでしょうo

だからいいんですが､新しくなる

と､一台一台セットしなくてほな

らなくなり､調整が大変なんですo

また､血祭交換という方法も出て

写暮左列手前より

千葉･高橋･林田･伊藤･国A

右列手前より

上田･早坂･大熊･今村･忠相



きましたが､もう少し患者さんが

多くならないと実用していくのは

ムリでしょう｡これは別の問題な

んですが､血祭交換はいろいろな

病気に良いというのがわかってき

て,血祭を全部交換したり,悪い

血実だけ交換したりできるまでに

fj:っています｡たとえは､悪性の

リュ-マチや､ rtTf症筋無力症なと

にも効果があって､歩けなかった

人が血実を交換したあとは､スタ

スク歩いて帰れるようになるんで

す｡そして1ケ月ほど,持つんだ

そうです｡まだまだ､問題はある

んですがね｡

司会　ここで高橋市議にお伺いし

国E7,起嗣夫先生

略歴
匹(1和9咋/札幌市生まれ

昭和34年-/北大医学部卒

昭和40年まで北大泌尿器科

町作目40年7月/釧路日赤に赴任
Eq]和44年9月/内rlL医院偶某

現在に至る

ますが､行政的な立場で､腎臓病

患者をとう見ておられるのか､ま

た､健常者として見た場合はどう

なのか､お話しいただきたいので

すがo

高橋　51年に腎友会が結成されて

その時はじめて､市議会で透析と

いうことばを話しました｡諸flの

ほとんとの人が透析について知ら

なかったので､理解してもらうの

に苦労しましたo現在は､数ある

難病の中でも､ -轟活発に活動し

ているのが腎友会です｡市から補

助金をいただき年間の行解を100

%行って､すぼらしい団体である

と議員の皆さんも認識していたた

いていますo通院交通費制度が57

年から始まりましたが､これも53

年からタクシーチケットが支給さ

れた全ての難病患者の中でも､透

析患者の交通矧こしめる負担が大

きいということで､理事者の方々

に御理解いただく中で,勝ちとっ

たものなんです｡それで100万円

をいただいているわけですが､こ

の制度は北海道で釧路だけなんで

す｡さらに､今年度は46万円はと増

葡いたしましたが､これもやはり

健常者の方が､透析患者さんを理

解しているものと思います｡毎年

講破会も行っていますが､沢山の

方が公聴するようになったのも､

10年間動いてきた成果ではないか

と思いますo今では｢透析といえ

は高橋｣というふうになっていま

すよo (笑い)

司会　さて､透析することの目的

の一つに社会子細ということがあ　⑳

ると思いますが､忠村さんは早く

から働いておらnますが,その点

とうでしょうかo

忠相　今､夜間透析をしているん

ですが,出初のころは昼に透析を

しながら働いていて､肉体的には

すこく楽だったんですが､精神的

にすこく負担がかかっていたんで

すねoそれでけっこう貝合も悪く

なっていましたo　ところが夜間に

入ってまる一日働けるようになっ

てから禁になりましたo朝少しつ

らかったんですが､人間の休の頓

応性とでもいうんでしょうか｡夜

間にすっかり慣れましたので､た

まに昼に入ったりすると調子が悪

くなります｡

上田　社会相帰についてなんです

が､透析に導入される人はとうして

も調子が悪くなってから病院にく

るので､林田クリニックのNさんな



どは､ ｢こんなに貝合悪いんだっ

たら､もう働けない｡仕Tjfをやめ

るo障害年金いくらたo ｣なとと

いって､仕TJ指やめて､次の生活

のことを考えていたのを聞いて､

私はNさんに｢透析者は社会役,lli

するのが品終日的だから､絶対自

分から止めたらためたよo ｣とい

ったんです｡そうして仕Tjfを継続

させていたんですが､現在では健

常者と変わりなく働いていますね｡

やはり私たちは働けるんだという

諸先生方のおすみつきをいただい

ているんですから｡ほんとうにあ

りがたいことです｡

林田　私達も実際に患者さんに接

してみて､働いていIj:い方より働

いている方の方が､自己T･理をし

っかりしているようです｡働いて

いると､気がまきれて､あまり飲

んだりしない/Uですが､働いてい

◎　恥ととうしても飲んでしまうん

ですo

早坂　伐が透析に入ったのは51年

でしたが､透析にF兇する知識なと

まったくないんです｡たたわかっ

ていたのは､透析に入ったら6ケ

月しか生きられないということで

したo　その時伐はしばらく休んで

いたので,そのまま透析に入ると

クヒになってしまうところまでき

ておりました｡それで､ 2ケ月ほ

と自宅で静かにしていました｡そ

の間､病院から早くこいといわれ

ましたが､ンーソとがまんして､

2ケ月はと自宅にいて､務めてい

たことにしてもらって､なんとか

クビにならないですみました｡無

職になったら1ケ月20万も30万も

かかるのを払えなくなるので､必

死でした｡クヒがつながってから､

これでいつ死んでもいいと思い､

安心して入院いたしました｡その

とき､故杉本如長さんから､ ｢透

析は進歩して､ 1年生きたら3年､

3年生きたら5年と､生きられる

よ｡ ｣と言われて､うれしくなり

ましてねQ　そうして役職できたの

はよかったんですが､ここからが

大変でした｡というのは､私の椙

合､ flI血がひとかったんですo輸

血､輸血のくり返しで､合併症

になやまされましたD血r朋子炎

に2回はとかかり､ひどい日にあ

いましたo　そんな苦しい時､先生

に｢大丈夫だよ｣ということばを

かけてもらって､神様の声のよう

に思われましたoまた子ともが小

さかったので､この子らが就職す

るまで死ねfj:いという気で必死で

した｡元気になるには､物を食へ

なくてはいけないのに､たくさん

食へたらこんとはHが働かない状

態で､食へることが削､でしたQ

そして57年ころからろ過透析に入

るようにIj:ってからでしょうか､

少しずつ状腰が良くfJ:ってきた/i,

ですo

司会　やはり動いていないとおIj:

かもすかないので､働くというこ

とはいいことなんですよねo　それ

と､貝合の悲い時に､先生やLi迎

hltJさ/I,たちに｢大丈夫だよ｡元気

だしなさい｣と言われたことがと

れたけ励みになったことか｡

伊藤　93市先生

亡;VIb.▲

昭和25年/北大医･:;-I-.171;辛

同年-/医師同家試験合格
昭和31咋/市立釧縄総合捕院･泌尿器科効拐

現初三に至る

&



ところで､千斐さんは太平洋炭鉱

で働いておられたそうですが､仕

13iをすくにやめられたんですか.

千葉　私はすくに仕事jiをやめまし

た.当時65才で､こわくてとても

働きつつけらnないはとになって

いましたから｡それでも状態は良

いはうで､ 1ケ月に1回とか､ 1過

悩=こ1回のわりで､透析すればい

い状態でした｡

司会　保険がきいてお金がかから

なくなったのは､いつからでした

か｡ (自己負担)

上田　家族負担の3割が解消した

のが47年ころですね｡この時は全

腎協が､全国的に痛動して勝ちと

林田　紀和先生　叩~~

略歴
昭和42年-/北大医学部卒

町iirl43年/北大第2外科入局

昭和49咋/rfi立釧路総合柄院･外科勤務

昭和54年7F]/林ulクリニック開発

現在に至る

■

ったんです｡社会保険本人は10割

給付たったのですが､家族の場合

は自己負担があったので一人1ケ

月に20万円前後は自己負担したそ

うですね｡

伊藤　私が見ていた患者さんで､

家も土地もう.i･つてまで支払ったの

に､本人が死んでしまってその家

族から､かなり叱られたことがあ

りました｡健康保険本人は無料な

んですが､家族が3-5割ほとも

お金がかかったんです｡それで､

透析をするときは､本人かとうか

確かめてからしていましたね｡い

っそのこと､生活保護になっても

らったほうが病院としても楽だっ

たんです｡

話しは変わりますが､腎移植センタ

-のPt!･li長さんが,今年は釧路で

講演会をするそうですので､場所

を確保してほしいんです｡話の中

味も､一般の人がわかりやすい内

容でしてくれるそうですのでよろ

しくたのみます｡移柄普及会では

脳死の問題が解決したらすくにで

も移柵を始められる休制ができて

いるそうです｡それでも日本とい

う回は､脳死のFlJ]過はなかなか解

決しないと思いますが｡

早坂　脳死の聞劫も年々fjiまって

きていますが､解決してから云々

するんじゃためなんで､今のうち

から､市立病院でも移植できる体

制を作ってほしいですね｡

高橋　市立病院が円移植センター

になるには､とのようfj:働きかけ

が必要なんでしょうか｡

伊藤　厚生省では,この前､札幌　◎

市立病院を野移桝センターに認定

しましたo北海道にはあと3ヶ所

はと設耶するようですo釧路地区

は市立病院､旭川地区に1つ､そ

して函館にも1つできる予定ですD

しかし､認定されるには､まず1

つでも2つでも移柄をLfiいとた

めな/.,です｡そしてIIX#;1を示して

から,認定してくださいと言わな

いとためfitんですo釧路は札幌の

次に認定されるたろうと占われて

いるんですが､行政改革の彩管も

あってfj:かfj:かためですねo

早坂　釧路に端末装irltができてい

ればいいんですが､今はないので

釧路の人は餌､札幌まで行かlj:い

と腎臓をとり出してもらえないん

ですよねoだから､空輸も必要な

んですよja｡

伊藤　今は腎臓をとり出してから

6時FiSHま大丈夫だから､札幌近辺



から釧路までははとんと心配ない

ですよ｡野さえあれはできますよo

早坂　それと､円登録している人

は血液検案をうけていない人がは

とんとなんですね｡

伊藤　現在､北海道には5.000人

くらいの登録者がいますが､札幌

近辺の人は血液検査を受けていま

す｡釧路あたりの人は検禿してい

ないようですね｡今は､簡単にで

きるので皆さんも受けてはしいで

すね｡それよりも､腎臓をくれる

人が少ないのにはまいりました｡

釧路では生体円が1件あるだけで

死体腎は1件もないんです｡生体

円の人は元矢もでね｡今年の5月で

ですが､透析してしまって､元気

になって社会復帰すると｢あれ｣

ということになって､提供するの

をいやがることになるんです｡患

者さんの方では､ ｢くれるといっ

たのに｣ということで､感付Jfのも

つれが生まれるんですよo f=から､

親子ならともかく､兄弟ではよは

とのことがtj:い限り､腎提供はし

ない方がいいと思いますね｡

司会　現在､移柄にふみ切るとし

たら,適合率が何%くらいだった

らいいでしょうか｡

伊藤　今は検束も厳軌こなったの

で､その点は心配なくできるんで

すが､適合検査をする技師が少な

誠一1匪-=t
1年になります｡とにかく､手術

して術後の経過を見るなどという

ことは､はとんと問題ないんです

が､腎臓を提供する人が少ないの

でわo

市立のAくんは親御さんからもら

う予定だったんですが､腎臓に菌

があるので, 2つの野をとってし

まわないと1よらないし､さらに､

移楠が成功しても､尿が逆流する

おそれもあって,なかtj:かふみ切

れないんです｡

林EE)私のところに状態が苦くfJ:

って入ってくる患者さんが,透析

しないとだめだというときに､兄

弟なとが腎臓を提供するというん

いんです｡北海道に1人しかいな

いんです｡それでも､去年は北海

道全体で10件しか移植がなかった

から良かったんですが｡

それと､きのうなんですが､サイ

クロスポリンAの講義があって聴

いてきたんですが､その時話して

いた大久保さんという人は､生体

で150､死体で200くらいの移樵

手術をしたそうです｡サイクロス

ポリンAも2月28日に認可がおり

ましたので､これからはもっとも

っと移柄が増えると思います｡

林田　そうはいっても.透析の技

術では日本は世界一ですからね｡

現在6万人もの人が透析を受けて

いるんですからねo　そのうち3時

間透析をしなさいと厚生省がいっ

てくる可能性はないとはいえませ

んが｡

伊藤　いや､いくら時間を短くし

なさいといってさても､患者さん

の体がきれいにならなければ､ 3

時間以上しなくてはいけないと思

いますよ.私はやりますよo個人

差があるのに,全員を同じように

はできませんQ

高橋　日本もいまに厳しい現r実が

くるかもしれません｡今､国民の

こ..'▲丁:I;.卜∴一㌦.宮

路では1人あたり18万円もかかっ

ているんですからね｡林田先生の

言われることも考えられますね｡

伊藤　市民の皆さんも病気をよく

知って､ 5式をつけてくれれば､少

lj:くなるんですが､ ｡古識がなかti

か高まってこないんですoそして

私のところに風まれてきた時には

死ぬ寸前にfj:っているんですoな

るへく内L/ヤントたけですませた

いんですが､ FTt削こあわないので､

外L/ヤントでやることになるんで

すoまた､そういう人に限って､

医者にぜんぜんかか-ていない金

です｡そういう人が10人中4-5

人はいるんです｡

早坂　ちょっとでも貝合が悪くな

ったらすく医者にかかり､いよい

よだめたという時に透析病院に移

るようにしておけばいいんですけ

とね｡

林田　いくら口でいっても実際に

透析しているところを見てもらわ

Ij:いと､腎臓の恐しさはわからな

いんですよ｡そして､透析になる

人のほとんどが潜行性の腎炎です

ので.気がついた時にはとうしよ

うもなくなっているんですoたか



ら､門脇というのは､知らfj:いう

ちに悪化していくんだということ

を広く知ってほしいんですが｡

司会　透析に入る原因は変ってき

ているんでしょうか｡

林田　穀近､透析になる原因は､

慢性円熟まあまり変りがないんで

すが､糖尿病で透析に入る人が増

えているんです｡

国鳥　そうですね.急性円不全の

患者さんはほとんといませんね｡

私が透析を姶めたのも､尿iii症で

死ぬ人が多かったので､なんとか

しなければと､急性円不全の患者

さんを助けるのが目的だったんで

すo　ところが今は但性の人がIT.Iえ
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現在に至る

-i

ているんですよo

伊藤　私も､もともとは外科医た

から慢性腎不全を扱うつもりはな

かったんですが､急性の人はあま

りいないのに､慣性の人が増加し

てきたからなんですよ｡

司会　これからの透析の方向です

が､とうなっていくんでしょうか｡

国鳥　いろいろあると思います｡

家庭透析なんかも増えてくるかも

しれませんね｡釧路では家庭透析

をしている人はいないんですか.

上田　一人もいないですね.北海

道でも一人しかおりません.

林田　そういえは,先ころ家庭透

析が認可されたようですね｡これ

からは一病院を通さなくても､個

人で機械を用意して､直接自分で

できるようになったんです｡

伊藤　CAPDも認可されまして

ねo自分で液を買って自分で管理

することができるようになったん

ですo病院の方では､状態をチェ

ックするたけなんです｡とうして

そのようにやりやすくfj-ったのか

というと､ CAPDに使う液は日

本では作ることができないんですo

そこでアメリカで強引に売りつけ

てくるんです｡それをいくらかl=]

わされるので､ CAPDも認可せ

ざるをえなかったんですよ｡液は

50稀現もあるし､チタニウムも使

っているので日本では作れないん

です｡

司会　CAPDの感染の問題はと

うなんですか｡

林田　感染の間過はまたまた残さ

れているんですが､アメリカなと　0

では､入院把が自己負担なので､

早く退院しないとお金が沢山かか

るので大変なんですo　それで､コ

ストの低い､ CAPDにすく入る

んです｡たから､感染なとは2の

次なんですよ｡たいたい2i馴'E'lで

退院するそうです｡

司会　効率はどうでしょうか｡

伊藤　数字的にはCAPDの方が

良くないですね｡常に議案が60く

らいあります｡透析たと20くらい

まで下がりますからね｡たた､ C

APDの方は一定しているのでそ

んなに体に負担がかからないんで

すよ｡

今村　市立では木村さんがCAP

Dに入って､今年の6月で1年に

なるそうです｡管を入れる穴もふ

さがったので風呂に入っても大丈

夫にtj:ったそうです｡そして､透

析でぬけなかった色素が､ CAP



Dをするようになったら､うまく

ぬけて､肌も白くなってきました

よ｡

早坂　この前,全腎協の会長さん

が来たとき､ CAPDをなさって

いたんですが､ 42ほと入ってい

る水とうの水をベロリとたいらけ

て｢釧路の水はおいしいですね｣

なんていっておられました｡あん

fiに飲んでも大丈夫Ij:んですねo

伊藤　それに､現在使われている

お鮎の中に人nる訊まアメリカ製

で､とてもいいものを使っていま

すので昔のように､感放しやすい

ということはIj:くなりました. _ye.

物反応も少ないので､コミがたま

りにくくなっているんです.

上田　昔のは､哲がつまったら､

そのrr'を一度ぬいて､またそこに

別のrFを入れるんですo　麻酔も

何も使わないので､痛いの描くfi

◎　いの､ほんとにひどい目にあいま

したよ｡ (笑い)

早坂　-｣空､腹膜かん流をして､

3ケ月ほとして止めて､再び､ C

APDをしたいといっても､すく

普通にできるんでしょうかo

伊藤　-回目にあけた所の反対側

に穴をあげれば大丈夫です｡たた

村人科の手術をした人は水のたま

る喝所がせまくIj:っているので､

効率が悪くてためですね｡

司会　現在､透析患者が一木かか

りやすい合併症は何でしょうか｡

林田　心臓の病気でしょうね｡心

不全で亡くなる方が多いですね｡

その次が糖尿病によるものですね｡

司会　これからの透析の周辺はと

うなっていくんでしょうかo

伊藤　移柄の話しで言えは,拒絶

反応をおさえる薬を一生飲み続け

るのは大変だということで､そうい

う異物を体の中に入れるんじゃな

くて､人工の腎臓を作ろうという

動きがでてきているんです｡しか

し､腎臓の場合､心臓とちがって

様々li機能があって松雄Ij:ので､

今の医学では作れないでしょうねo

林田　透析恕者のことを言います

と､ 10年前も現在も死亡原因は変

っていないんですよ｡だから透

析患者さんのすることは､やはり

塩分､水分に丈iをつけていくこと

なんですよねo

高橋　釧路では､これからまたま

た患者さんが増えても受け入れで

きるんでしょうか｡

林田　まだまだ余裕があります｡

安心していいと思いますよ｡

上EEl　私たち怨者にできることは

やはり､患者同志力をあわせて自

己管理をしっかりしていくことで

しょう｡そうすれば､林さんみた

いに70歳を越えても元気でいられ

るんですよね｡

司会　結局､私たちは､自己管理

をすることによって10年､ 20年も

生きていけるということですね｡

そうして長生きしていれば､透析

技術も進歩してもっとよくなるか

もしれませんね｡

今Elはすはらしい話しや､なつか

しい話しが沢山でました｡これら

の封をしっかり心にとめて明E]か

らもまたがんばっていきたいと思

います｡

先生方､患者さん方､ほんとうに

ありがとうこさいましたo

昭和61年3月1日/ちく半にて



釧路地方腎友会10年を振り返る

釧路地方における人工腎臓の歴史

昭和42年に日赤釧路病院の国島先生によって､

釧路での透析が始められました｡

昭和44年には市立病院に透析器械を導入しまし

て透析を開始しました.同年にE]赤の国EL先生が

個人病院として開業して人工透析も実施しました

が､現在は人工透析は行っておりません｡

昭和45年に労災病院でも透析器械を導入して､

釧路での公立3病院に透析器械が設置されました｡

しかし､この頃は器械･技術共に現在はと進歩

されていなく､半年位の延命を計る位が稲一杯で

した.各病院の先生方の苦労をよそに,腎不全.Eil･,

者は残念ながら､数多く他界しております｡その

当時透析されて現在生存している方はおりません｡

現在使用している器械が導入されるまでには透

析器械メーカーで色々な器械を開発しまして､上

記公立3病院で透析器械を更新して透析治療を行っ

ており､昭和50年以降は各病院とも順調に治療が

行われ､特別Ij:ことがない限り死亡者も出てい

なく､数多くの腎不全等の怨者がこの恩恵を受け

ておりますo全国では透析を開始して10年も15年

も生存している人がいますが､釧路地方での最長透

析者は11年であります｡

なお54年には林EElクリニック､ 56年には町立厚

岸病院､ 58年には市立根室病院､協立病院が透析

を始めました｡ 57年には夜間透析が林EE]クリニッ

クで行われ､腎臓移植も市立釧路病院で60年に釧

路で初めて行われました｡

釧路地方腎友会の結成

野友会の結成された日は､第5代ぬさまい橋誕

生と同じE] (51年11月26日)でした｡会員は倭か

16名､ ar臓市内の透析患者全部併せても23-24名｡

予期せぬ世界(透析生活)に入り,体の調子は

悪く全治する望みもなく､何時になったら働ける

ようになるかもわからず.苦しみの毎日でした｡

食事制限が厳しく1 []の塩/JHiil-は3-5グラム

(常人8-12グラム)､蛋白質40-60クラム､カ

ロリーは2,200カロリ-以上という､水も1日500

cc以上はため､なまものはカリウムが多い､カ

リウムを収り過きると心臓を止めてしまう.しか

し食IrJiを摂舵しないと不足する栄在分をTTから出

して来て補う｡そのときカリウムが多虫に生じて､ ち

これまた心臓を止めるという｡放物･塩魚･ラー

メン等を食べると死ぬとまで考えられたo

体調の恋い所に塩分のほとんどない企,糾こ食欲

が沸くはずがないo私達の血液犯度(ヘマトクリッ

ト)は常人(常人39-52%)の半分位(20-30%)

しかない.従ってfiLmも強く栄超のあるものを沢

山食へなければならないが食へられないのが現状

です. 2-3人病室で集まると何とか食rJiをおい

しく食-る方法はないか､働けるようになるだろ

うか､そんな会話はかりでした｡その中で私達は
一生仲間として透析生活を送らなければならない

のではないかと言う舛こ気づいた｡会を結成して

お互いを助け合い､頑張ろうと言う叫で市立病院

に市立野友会を結成､翌年には市内3つの透析施

設の病院を統一した釧路地方腎友会を発足させま

した｡

全国(中央)の活動

人工腎臓による血液透析が保険の適用を受ける

ようになったのは､昭和42年､家族は5割､健康

保険加入者は本人も3割の負担､その負担軸は月

10万円～20万円にもなり経折的条件にも.収まれず､

家を売り払った末､一家心中した家族､人工腎臓

をつなぐ部分の回路や針を抜いて自殺する等が徒

を断ちませんでした｡もちろん人工腎臓そのもの

も非常に少なかったので､健F,k保険の本人や経祈

的に恵まれた人でも､その恩恵にあずかることか

できないまま亡くなっていく怨者が続きましたo



誰かが死ねば人工腎臓が空くわけで｢宝くじにあた

るような気持ち｣で待つという悲惨な状態でしたo

この切実fj:聞滋の解決を求めて昭和46年に全国腎

臓病患者連絡協議会(略称全円協)が結成されま

した｡

役上1のはとんとが政治､行政には全く無知でし

たが陳十指を練返し､プラカードやゼッケンを掲げ

て不慣れなテモ行進までやりました｡こうした必

死の運動が実って結成の翌年(47年)ようやく更

生医療の適用を受けるところまでこきつけたので

す｡国も･L-い腰を上げ｢人工腎臓軽傭5ケ年計画｣

を立て､公的医療機関に人工門脇の増設を推進し

て来ました｡そのお陰で今全国に相当数の透析施

設ができました｡しかしながら,国立病院の統廃

■l合により公的医療機側の人工腎臓が減らされてい

く現状にあります｡

先輩患者の残してくれた尊い制度

血のにじむようIj:努力によって抵得した制度で

したが､しかし残念なことにその恩恵にあずかれ

ず亡くなって行ったfil･,者が大半なのです｡その制

度のお桧で,私達は多大な医療班を負担せず､安

心して透析生活を送る7liが出来るのですD感激せ

ずにはおられません｡当時はまた医学の相当なる

発展を持たなけれはIj:らなかったのです｡

現在といいますと医学の進捗と医療制度に｡'ii.ま

れ､多大な医療用を負担することなく､延命を計

れるはかりか､当時は考えられなかった社会投錨

も可能になったのです｡私達が受けている主なも

のを托;げて見ますと､

1.透析治療の保険適用

2.更生医療給付

3.身体一陣'i'省手帳の/交付

4　所得税の減免

5　児_Tir扶養手当の受給

6　児茄に対する検尿の実施(無料)

7　透析中の企了Iiの無料化

8　腎移櫛の保険適用

9　通院交通門の一部助成(北海道)

釧路地方腎友会結成してからの運動と成果

1釧路市内バス運i亨5割引

2　ハイヤ-券の交付(釧路市在宅社会投錨交通

門助成という)

3　生活保謹家庭の透析患者に対するカロリ-アッ

プ加詐支給

4　駐車禁止箇所の駐車許可

5　通院交通汚補助(釧路市･白糠町･阿寒町･

音別町)

6　53年には､円腺病の恐しさと透析生活の実体を

知って頂くため｢腎友｣と云う小冊子を発行､

釧路市･市内の主な官公庁･道庁･道内の透析

施設･近東の市町村役場及び全日に配布しまし

たo釧路市議会､退議会､道庁の衛生部･民生

部等で腎臓病に対する関心と認識を高めてもら

うのに大きな成果をあげました｡

7　昭和55年7月には一般の方々を対象に腎臓病

の恐しさと､その予防に徹して頂くため､人工

腎臓の権威ある､札幌市･渡井医院の院長,北

大の平野講師を招いて講演会を槻催しましたo

これは釧路市･港ライオンズクラブの協力のも

と200名近くの参加者を見,腎臓病に対する関

心度の深さを知る7rlができましたo

上記の達成には当時の鰐淵市長をはじめ市の

関係者､市立病院の関係者､腎友会顧問の田村

改造･ iLl･]-橋宏政両市議の執心な力添えのあった

ことを忘れることはできません｡以後､毎年講

演会は開催しております.

8.昭和56年には､釧路地方腎友会結成5周年記

念誌の発行｡

9　昭和57年には､夜間透析施設の実現と市在住

者のみの通院交通兜助成を得た0

10.昭和58年より､透析JLIL者の登山に挑軌した｡

その結果は新聞にも載せて頂き透析患者に対す

る認識を患者自身と一般の人々に改めさせたの

ではないかと思います｡以後､ 3回実施し61年

も計画しております｡

ll.昭和58年10月･号より｢釧腎全ニュース｣が

｢たんちょう｣と名を改め､内容も充実し読ま

れる率もiF浅くなりました.

12.今年は､釧腎会結成10周年にあたり言己念誌お

よび記念行ItIfを準備しております｡また釧路に

も10年透析者が数名健在しており記念品の贈呈



を計画しております｡

以上のことは､市の関係者や､顧問の方･議

会議凸の方の力なくしては実現しませんでした

が､上田会長､早坂事務局長の努力なくしては

実現しなかったところです｡

腎友会これからの運動

先鞭の残してくれた制度のお陰で多大な医療門

の負担もなく安心して透析生活を送ることができ

ます｡たが国は今､行政改革のもとに透析患者に

医療費がかかり過きると4回に渡る大巾な医療費

の切り下げと患者一割負担の中人をしました｡ま

た､国立病院の統廃合により透析施設が減少して

おります｡医療兜の切り下げの影七削ま強く､ 4時

間透析をする施設の増加､倒産する施設も出てい

ると聞きます｡透析の施設は都市部に集中してい

るため郡部の人は長い時間をかけて､バス･列車･

乗用車等で通院を余儀なくされており､中には間

借りをして二両の生活をしている人もいますo

働ける状態になってもkt!用が全くない等､解決

すべき問題は沢山あるのですが､腎臓病による苦

しみを広げてはいけません､予防と早期発見を制

度化する等､綻く世代にこの苦しい思いをさせな

い様､道を開いておくのが私達に課せられた間脳

だと患います｡私達は常にねぼり強さをもって運

動しなければなりませんQ

最後に

10年前から比べると夢の様な状態です｡医学の

進歩の成果はどんどん取り入れられ､確実に私達

の生きる道は固められているのです｡しかし透析

生活は医療スタッフの役割は20%o残り80%は本

人の努力なのですo忍耐も要求されるのですo　コッ

プ一杯の水を飲む自由も与えられない私通です｡

でも同じ苦しみをもつ人は多勢いるのです｡人間

は一人では弱いものです｡一人でも多くの方が腎

友会に加入し､共に頑張ろうではありませんか｡



釧路･根室地方における透析患者の推移

腎友会々且の皆さん､透析生活

を続けながらの毎日を､元気で職

場と家庭で社会生活を送っている

事と思いますC

さて当釧路地方腎友会も結成さ

れて以来10年を迎える書になりま

した｡釧腎会が正式に結成された
-4のは北海道腎席病患者連絡協議会

(略称道腎協)の結成と同じ日で

昭和52年10月1日の書であります｡

しかし､それ以前の昭和51年11月

26日には､当時､一番人数の多かっ

た市立釧路轄合病院の透析患者さ

んと､労災病院の透析患者さんと

の合計16名によって市立腎友会を

設立しました｡そういう事で昭和

51年を腎友会結成日としまして､

今年は腎友会結成満10年の記念す

べき年となったわけであります｡

当時16名で発足した腎友会も､

現在(61年3月)では186名とな

り年々増加の一途を辿っておりま

}す｡

これら透析患者の推移と状況を

私共で調査出来る範囲で取りまと

めましたので､それを簡単に音己し

てみました｡

腎友会が結成されて以降､透析

患者さんは12.4倍にもなり､この

10年間急激に透析導入者が増えて

います｡

義一1は現在釧路･根室地方で透析を受けてい

るjLlti者さんの男女別･年代別に生計したものですD

これを見ますとタi性が103名で全体の55.7%を

しめ､女性は82名で44.3%となり､男性が幾分多

くなっております｡この比率は52年､ 56年調禿時

とほほ同じであります｡

年代構成をみますと､やはり働き盛りの30代～

50代の人が総体の70.8,00'もおり､透析.lil.者さんの

総体の3分の2の人は一家の中心的役割を担って

いる人達でありますo　また､老齢人口である60代

～70代の人が全体の24.390'をしめ透析工に者の老齢

化t)進んでいるものと思われますo

表-1　年代別･性別患者数　(人数)

年令 �5謦�女 �8爾�形 

10代 ���1 �"�十l 

20代 �2�4 途�3.8 

30代 �32�12 鼎R�24.3 

do代 ��B�22 �3b�19.5 

50代 �#��22 鉄��27.0 

60代 ��r�18 �3R�18,9 

70代 途�3 �8c��5,4 

汁 ���2�82 ��コ� 

潔 鉄R縒�JI4_3 ��100 

義一2は昭和48年から各年度毎に現在釧路地方

で透析を実施している施設毎に透析に導入された

人数をJji1..1したものです｡

これによると昭和50年以降は各年度に10-30人

が透析にギ芸人され､特に53年以降は毎年20人を超

える導入者があり､ 60年度においては42名もの導

入者がおり､ 1ケ月に3.5人も導入されていますo

直近の7年間は1ケ月に2-3名の人が新規透

析.lLi者として中人されております.

このことは新しい腎臓病患者が急激に発生した

ものではなく､これまでこの透析医療そのものが
一般に周知されていなかったため､これまで内科

的治療を受けていた人達がこの透析器械があると



いう部で､すでに潜在的にいた腎臓病患者が透析

治療に移行した結果と思います.

施設毎に見ますとやはり透析器械台数の多い市

立病院での人数が一番多く､釧路でのセンター病

院的役割を果たしております｡林田クリニックは

54年､町立厚岸病院は56年､市立根室病院･協立

病院は58年に透析を開始したため､他の施設から

転院して来た人の多い施設ですD

表13は導入年度別にその後の状態を表わして

おり､これまで導入された患者総数293名中､ 93

名の方が死亡しており､ 11名が札幌とか本州へ転

院し､ 4名の方が移楠を実施しております｡

また表中で匡≡≡ヨの近くにある数字が大きけれ

は大きいほど透析に帝人されて間もなく死んだ人

が多いという-糾こなり､死亡者計の93名のうち､

1-2年で死んで行った人が53名にもなります｡

導入者全体の18%､死亡者の5割強の人が透析申

人後2年以内で亡くなっておりますo早期発見･

義一3　斗人後の状況

早期治療と云いますが､やはり病状を悪化させて

から病院に入るという人が多いということと､糖

尿病者の導入･高齢者の導入という■ifで2年以内

義一2　年度別･病院別透析i+入状況　(人数)

年 倡2�日 刋｢�柿 仄b�け 俯"�三十 

皮 凛r�赤 俤��田 凛r�Fit 俯｢�

48 ��1 �� �� ��1 

49 ��4 �"� �� ��6 

50 澱�2 釘� �� ��12 

51 ����i �2� �� ��22 

52 澱�2 ��� �� ��9 

53 �8c��3 �2� �� ��24 

54 ����LI 釘�4 �� ��30 

55 ��"�4 �2�4 �� ��23 

56 ��r�2 �2�7 ��2 ��31 

57 ��"�4 �2�7 �� ��26 

58 ��2�5 釘�3 ���3 釘�33 

59 ��"�5 釘�2 迭� 澱�34 

60 ����8 迭�1 �2� 澱�42 

｣十 ��S��45 �3��28 湯�5 ��b�293 

死ロ破 萄入 �;�?ﾈ�)�B�48 鼎��50 鉄��52 鉄2�54 鉄R�56 鉄r�58 鉄��60 ��

48 ��� �� �� ��1 �� �� �� ���

49 澱� ��(1) 1 �"� �"� �� �� �� ��ｳ���R�

50 ��"� ���"� ��(1) �"� ��� �� �.疫��b�5 

51 �#"� ���｢�(1) 3 友ﾂ���� ��� ��� �� 茶"��b�I.l 

52 湯� ��2 �"�1 �� �� ��ーい �.員ﾂ�R�3 

53 �#B� �� 噸��lい 1 ���1 �"�(2) 1 ���1 茶B����12 

54 �3�� ��i ��2 茶���"�2 ���3 ��� 茶���ﾆﾂ�18 

55 l �#2� �� �� ���3 �2�1 ���1 ����13 

56 �3�� �� �� �� 釘�1 ��1 澱�25 

57 �#b� �� �� ������8ｮﾈ爾� �"�V��1 澱�与り �4ﾈ6r���16 

58 �32� �� �� ��� �(1) 迭� 茶���R�27 

59 �3B� ���� �� �� 茶���B�ー2) 9 茶2���2�18 

60 年度別 死亡者三十 鼎"�#�2�00 ��?｢ｲ�#B�一 撃i 膝EB�R�-(2) 5 仆����B�…≡…≡…≡妻 '`〔言i 7 �8��ｲ����8 (4) 20 宕ﾂ�s迭ﾉ?｢�34 185 

栄 ( )は移植･治癒･他地区に転院した人数



の死亡率がliJJいのたと思います｡

57年以降､死亡者が10名以上(57年14名･ 59年

18名･ 60年20名)いるのは､患者が自己管理が甘

くなっているのか､病院側であまりうるさく云わ

なくなったのか､病院経営は今後ますます厳しく

なり､あまり怨者にうるさく云わなくなると思わ

れるので､自分のことは自分自身でしっかりiS:哩

することが要求されますo

釧路地方での生存率は68.3%となっており､透

析導入時は.LZ!･;い状態であっても､病院での適切な

処lFEiと､.tLl者さんの自己T･理が向上したため､数

字上では3人の内2人はJlui調な透析を続け､社会

柏揃をしています.しかし､生存率たけを見ると､

56年調売時と比へ76%から今回68.3%に低下して

-おりますo

なお､ 60年の移植は､市立釧路病院で行なわれ

た､釧路地方の病院で初めての生体腎移植であり

ますo

嘉一4から､現在釧路･根宝地方の透析余力は

88名程と思われるが､奴近5年間の増加数を平均

すると年間約20人となり､このまま推移すると昭

和64年には限界に達するものと思われますC

これはあくまでも全部の透析施設が2郡もしく

は夜間透析を実施した場合の!好であり､ 2部なり

夜間の実現がなけれは透析余力も少なくなり､限

界も早まります｡

釧路市内での透析器械台数は､ 56年当時と比へ､

根室6台､協立6台､市立釧路病院が22台から33

∫■∴一一　∴∴∴　∴＼
33名となり､また反面同期間の死亡者は65名で年

平均13名の方が亡くなっており､実質増加される

人数は年FiT】20名となり､早目の対茶が必要であり

ます｡

表-4

特に､中標津･別海･標津･羅臼の各地に12名

の患者さんがおり､中標津町立病院が慢性腎不全

の患者も受け入れてくれることは,患者の経折的･

椛神的･肉体的負担を軽減させるうえでも早急に

実現される了好を望むものですC

義一5

市町村別 �.Rl.者臥 坦�総人口tJJ 傚ｨ怏�ﾂ�

釧路市 �110 鉄偵R�215,180 迭���

釧路町 冤l 迭纈�16.384 澱ﾃr�

白糠町 �6 �2�2�14.219 釘ﾃ"�

音別町 �1 ��絣�3.647 �"縒�

標茶町 �6 �2�2�ll.544 迭�"�

弟子屈町 �3 ��綯�ll.584 �"綯�

阿寒町 �5 �"縒�7.651 澱絣�

戦居村 �0 ��2,737 ��

小計 �142 都b繧�282,946 迭���

T字岸町 �8 釘�2�15,515 迭�"�

浜中町 �3 ��綯�9.069 �2�2�

小 ��ll 迭纈�24,584 釘絣�

釧路支庁 ��r�153 塔"ﾃr�307.530 迭���

根室市 �20 ���纈�40,680 釘ﾃ��

中標沖町 �5 �"縒�21.591 �"ﾃ2�

標ift町 �1 ��絣�7.225 ����

別海町 �5 �"縒�18,763 �"縒�

羅臼町 �1 ��ﾃR�7,799 ���2�

根室支庁 ��r�32 ��r�2�96.058 �2�2�

′ゝ 偖ﾂ�185 �����403.588 犯ﾂ綯�

･人口1万人当｡の擢蛸-意芙菩× 10.000

義一5で透析者の居住地別を見ますと,釧根地

方の透析者185名(61年3月現在)のうち､ 110

名(59.5%)の人が釧路市内の.FLl,者さんで､他の

75名は釧路市以外の居住者であり､市町村別では

義一5のとうりとなっております｡

洋(月･水･金は2郡透析を実施したとして)

支庁別に見てみますと,釧路支庁には153名で

82.7%の方が､根室支庁には32名で17.3%の

方がおり,釧路支庁の方が圧倒的に多い(約

3倍)ように見えますが,人口比を見てわか

るように､人口も約3倍となりますので､釧

路支庁がそれほと多いわけではありません｡

また人口1万人当りに何人の透析腺者がい

るか(碓患率)を見てみますと､釧路支庁で

は5.0人､根室支庁では33人となり､釧路支

庁管内の人の方が多い'Jiになります｡



釧根全体では1万人に対し4.6人の方が透析を受

けている部になり､全道では総人口が5,668,059

人に対し､全道の透析患者は2,987名ですので､

全道での1万人当りの催患率は5.3人であります｡

ですから､釧根地方は全道と比較して多少下ま

わっております｡

催.li3.率が一番多いのは釧路町の6.7人で､次に

阿寒町の6.5人となっております｡この2ヶ所が

全道平均を上まわっている町村です｡

釧根地方は範囲が広く､ 1週間に2-3回の通

院透析が不可能なため､釧路にアパート､マンショ

ン等を借りて透析に通っている人もおります｡

以上､わずかな汚料で統計をとってみましたが､

市内の各病院には透析予備群が多勢いまして､釧

路市内では市立病院の移植とか､協立病院の開設

などで､いく分余裕はありますが､数年で満員が

予想されます｡

根室地方在住で透析を受けている方が32名おり､

そのうち市立根室病院で透析を受けている人は20

名であり､通院距離から云っても中標碓町立病院

で透析を始められる･liを切に望むものですo

また､標茶･弟子屈に合わせて9名の方がおり､

この地方でも透析施設の必要性を痛感させられま

すo



釧路地方在住腎臓病患者の実態調査

【1】調査実施時期

昭和60年12月末現4-_

【2】調査の方法

釧路･根室地方で透析

1年 �)D��3年 的D��5年 妬D��7年 悼D��9年 �8f���｣一 比��

-T, 唐�6 唐�ill 湯�6 �2�1 迭�2 田"�Ll 

女 澱�9 澱�4 �2�8 迭�2 ���3 鼎r�2 

三十 ��B�15 ��B�18 ��"�14 唐�3 澱�5 �����6 

形 ��"ﾃ��13,8 ��"繧�16.5 免ﾂ���12,8 途ﾃB�2,8 填��4,6 ����� 

治療を実施している病

S　院(7ヶ所)で､透析を受けている患者を対象と

したもので､ 172人に配付して､ 115人の回答を

得たものである｡回答率は668%であった.

≒:/隻(表中のNAは無回答のことです)

【3】調査結果

1.透析患者の性別及び通入院別(義ll )

115人の内､男性が66名で57.4%､女性は49名で

42.6%となっており､男性の方が若干多くなって

います｡また通院者は109名で94.8%､入院者は

5.2%でほとんどの人がi酬･8,1'C透析をしております｡

義一1

タユ 佝��女 佝��;汁 佝��

通院 田2�5L1.8 鼎b�Ilo.0 �����9LI.8 

入院 �2�2.6 �2�2.6 澱�5.2 

汁 田b�57.4 汎湯�42.6 ���R�100 

2.年令構成(義-2)

30代から50代で一家の紋所的支柱と

なっている人が72.1%もおり､全体

の3/J)の2以上になっていますo

15,06の人がおり､近年6年ほとは一定の割合で患

者が増加していることを示しています｡また､釧

路では透析歴10年を鼻糞過した人が瓜長透析者であ

ります｡

4. 1週間の

透析日数
(義一4)

1週間3回の

透析者が4分

の3以上とな

っておりますo

TJ 傚r�汁 佝��

過1回 ��� ���0.9 

過2回 ��b�.1 �#��17.9 

濁3回 鼎b�43 塔��79.4 

2週5回 ���1 �"�1.8 

｣十 電ﾆﾂ�48 ���"�100 

NA �"�1 �2� 

5. 1週間の透析時間(義一5)

3分の2近くの人が1回5時riR透析であり､上の

表と合わせてみた場合､週3回5時FIJ】透析が普通

になっています｡ (61年3月現在では週12-13時

間透析をする施設が釧路でも出ていますo)

義一5

10代 �#��2�30代 鼎��2�50代 田��2�70代 偬��

クi ��LI �#��10 �#��7 迭�66 

女 ���Ll 澱�15 ��"�8 �2�49 

.汁 ���8 �#b�25 �3"�15 唐�115 

形 ��纈�7.0 �#"綯�21.7 �#r繧�13.0 途���100 

3,透析朗始後の年数(義-3)

透析開始後1年～ 6年までの人が10人以上の10-

6.透析時間帯

釧路でも57年より夜FiS】透析を実施する

施設が出来､終業近くまで働いている

人が出てきたことを示しております｡

しかし､依然として矧iH透析をしてい

る人が多く､社会復輔に支障をきたし

ているものと思います｡　2部ないし



夜間をしていない施設の患者さんからは､是非2

部なり夜間透析をしてはしいとの希望がありま!.

7.家庭透析及びCAPDの希望

現在､釧路地方でCAPDを実施している人が3

名いますが､希望者が9名ということは､今後増

加することが予想

されます｡腹膜炎

なとの解決が早急

に望まれるところ

です｡

NA -16人

◎

8.シャント及びCAPDについて

内シャントの人が9割近くと圧倒的に訪い割合を

占めています｡ CAPDも3名が登場しており､

この5年の間に透析技術が進歩していることを示

しております｡しかし､まだ依然として外シャン

トの人がおり､早急に透析に瑠入しなければなら

ない.ELi.者がいることを示していると思いますo

9.透析による各種陣害

FtA.';血圧20人､許血33人､かゆみ23人が多く､透析

の苦しみと共にこれらの陣吉で苦労しています｡

また､心不全､糖尿､神経節苔､す31締吉､視力陣

苦､感染などの各障害の

人も少なからずおり､こ

れからも透析による各種

合併症の追放が･tiJ要にな　60

ります｡

10.透析者の立場

世荷主と主婦を合わせて　40

5分の4近くの人が家庭

における中心的役割を担

っている人となっていま

す｡また､ 6割の人が世　　20

荷主であるので､ここで

も透析者のおかれている

立場がITl:要な叫をうかが

えますo 0

義一11

世　主　役

帯　望

主　婦　者

11.家族数について

2人-5人で生活し

1292合%　ている人が多くおり
ます｡

計-113人
NA-2人

4人
35%
1人

09%

1　2　3　4　5　6　7　8

人　人　人　人　人　人　人　人

12　辞書年金について

3分の2の人が障苫年金を受給しておりますが､

泊束している
7人　68%

受給している
72人　699%

汁-103人　　NA -12人



陣苫年金の無難格者が24名もおり､公稚貝が8名

しかいないのに対し､本来の無Yi格者が多く､透

析]よ者が苦しい立場にある･liを示していると思い

ますo

では家計を支えきれない状況に

あることを示しております｡

14.社会律冊状況

働いている人は王城を含めて5割以上となってお

りますが､やはり職を持っていない人が半数近く

もおり､透析.ILi者が働く了iiの厳しさがわかると思

います｡

会社El

公務fl

自　営

主　婦

農林某

無　職

1人09%　　　　　　　　　451%

0　　1 0　　20　　30　　40　　50　　人

15.社会復冊が配車な理由

全伺的にi;≧'xlが低迷している時代ですので透析,LLi

者の社会松村がむずかしいと思うが､働く.eFIA欲だ

けは持っていてはしい

16.収入状況

収入のある74人の内､ 150万円以下の人が44･6%､

300万円以下の人が89.2%で､ほとんとの人が収

入は300万円以下であり,患者の収入たけで生活

を維持できIj:いことを示していると思いますo

0　　　　　　10　　　　　　　20　人

17. 1ケ月の通暁牛用

91人の回答者のうち､月1万円以上を必要とする

人は46.1%にもなり(般ft';鰍ま46.000円の人がい

ます)､透析患者の経済的負担が大きいIrliと､家

計をかなり圧迫していることがわかると思いますo

0　　　　　　　10　　　　　　　　20　人

18.腎移植について

移植の!lfを考えている人が6割もおり､腎移植の
･巴y及と､地元での門移椛が可純になる叫が望まれ

ます｡

塞-18　　　　考えたこともない

p1-110人　NA-5人

19.腎移植を望む理由

時間的･愈71f ･治療苦捕からの1iu枚を押由とする



人が､希望する人の78･6%､ 8割近くもおり､希

望する人にとっては移植に対する不安より透析を

している苦痛の方が強いものと思われます｡

祉全役相のため

時間的制限からの開放

食弔制限からの開放

治療苦痛からの開放

経　済　的　理　由

そ　　　の　　　他

真一19　　0

19人　162%

30人　256%

10　　　20 30　　　40

人

20.腎移植を望まない理由

透析でよいという人が23･7%しかおらず､やはり

成功率とか副作用の問題力聯映された折には､移

柄を望みたい人の中でも将来移柄を希望するとい

う要因がある結柴ではないでLJ=うか｡

成功率の問題

提供者の問題

費用の問題

副作用の問題

透析でよい

そ　の　他

義一20　　0

10人　169%

協　立　病　院･家庭透析やCAPDを実施し

てほしい

厚　岸　町　立-･夜間透析をしてはしい｡

41^　350%

汁-59人

･石謹姉さんを増やしてほしい｡

根　室　市　立

･夜r王]r】透析をしてはしい｡

･透析に関し､怨者より信頼さ

れるEJjPワ医の常駐.

23.行政に対する希望

釧　路　市　立-･医療制度tl)り捨て絶対尉寸o

林田クリニック- ･交通把全額補助してはしいo

･職をあっせんしてはしい｡

･公立の病院でも夜間透析をし

てはしい｡

･共折組合でも駆rE年金を支給

するよう制度を変えてほしいo

労　災　病　院--へき地の病院でも透析を受け

られるようにしてはしい｡

E]赤　病　院-

19人　322%

14^　237%

10　　　　　　　　20人

21.腎移植はどちらを選ぶか

移植をしたい人の7割の人が｢どちらでもよい｣

隙'ii'年金の引き上げをしては

しい｡

lS　岸　町　立･･･医療点数に合わせた透析では

なく､怨者の体に合わせた透析

をしてはしい｡

･早新発見･早期治療が広範関

で行われる枝にしてほしい｡

ということは､とにかく移植して透析から逃れた　　根　茎　市　立･. ･福祉職員は時々]Li者の不平不

いというI'lfでしょうかQそして､生体円より死体

腎を希望する人が多いということは､肉親で提供

してくれる人が少

ないJJiであり､死

体腎登録制度の重

要性と､ドナーの

拡大を目指さなけ

ればならlj:い･lfが

うかがわれます｡

22.病院に対する希望

林田クリニック･ ･透析日のプログラムを医療サ

イド本位でなく患者本位にして

はしい｡

日　赤　病　院････2部透析をしてはしい.

満を見Fiiはして行政に反映して

ほしい｡

24.上部組稔に対する希望

林田クリニック･･未組織の.TL王者や弱体きみの腎

友会などが迅速に諮聞出を解決

できるよう｢i凸腎協110芥｣の

設lLFT.を考えて下さいo

･色々なメディアを使って人工

透析を広く人々に知ってもらい､

腎登主菜を増やすようにしてはど

うでしょうか｡

協　立　病　院- ･仕'31のあっせんをしてはしい｡

･会狩は何のために使っている

のか明確にしてはしい｡

根　室　市　立･･･ ･仕'liのあっせんをしてほしい｡



全腎協のあゆみ

昭42･12･ 1 ･人工透析に健康保険適用
46･ 3･10･第1回全腎協結成準備会

(以後3回開催)
46･ 6･ 6 ･全腎協結成(東店にて)

46･ 8･25･特定疾取対策実施要綱(難柄

対茶)を発表
46･ 9･ ｡hl一生省が腎不全.Bl.者の実僚調

査実施
46･10･18･全腎協第1回国会誠願(以後

毎年実施)
47･ 1 ･9 ･全野協で初の予罪要求デモ

47･ 7･ 1 ･特定疾Lil.対苑実施要額(牡柄

対茶)を実施
LI7･10･ 1 ･人工透析名が内部陣ri'者に含

まれる0
47･10･ 8 ･初めて街頭で国会3.7願署名

47･11･ .全胃協第1回透析恕者実態調

査

48･ 3 ･23 ･ ｢腎臓移横普及会｣設立

48･ 9 ･26●家族7割給付､ i:.S祁医療制度

開始
48･10･ 1 ･重度身体障害者医療給付制度

適用
49･ 4 ･ 1 ･小､中､ 7.A.7校生の舶年検尿実

施､血液代金の無料化
･腎機能将TTuT者も身障雇用促進

法の対象となる｡
49･ 5 ･ 8 ･慢性腎炎が特定疾.恕凋禿研究

対象疾むに指定
49･ 5 ･14 ･小児慢性特定疾魁を18才から

20才まで延長

49･11･ 1 ･全町協専用了S場所開設､ ■lf務

JJJ長常任制開始

501 6･25●国鉄題項割引､駐車ステッカー

54･ 1･11･地方腎移植センターが1ヶ所

増加(仙台)
54･ 2･ 5 ･登録者から初めて死体阿移柄

54･ 4 ･ 1 ･野膿移植に更生医療適用

.押立佐倉病院野移柄センター

オープン
･小･中学生､毎年換尿義務化

54･ 4 ･ 15 ･都道肘ifTl.透析医会連合会設ItlL

5LI･ 5 ･ 6.｢腎臓病愈者の福祉制度のし

おり｣発行
54･12･日･ 111膿及び腎膿の移柄に関する

法相成立
54･ユ2･29･地方腎移植センター2ヶ所増

設(岡山･西宮)

55･ 3 ･16 ･陣'LTiF金改正をすすめる会

｢シンポジウム｣に参加

55･ 3 ･21 ･内部障rL'者に乗用･liの物品税

免除適用
55'12.10 '実諾罰Ii上欝認諾志も

付率改正(7-8)

55･12･29｡地方腎移植センター2ヶ所柵

設(5-,7)(関村三越･近幾)

56･6･1 '医療班8 1%引上げ(人工腎

材料兜別で引き下げ･門移植
の提供者も健保適用)

56･ 6･ 6. 5周年ulE!念祝賀会

56･7･　●第2次臨調第1次答EIJで｢医

療･福祉の抑制論｣打ち出す
56･11･ 8 ･節1回全国一35:野提供街頑キ

ャンペ-ン実施(以後梅年'実

施)
57･2･ .全国二透析姓名の突放凋輯(回

収率87 1/Oo')

について各省庁に要諦(後に　　57･3･ ･ニプロ製ダイアライザ-によ

駐車ステッカ-については認

められる)

50･11･21 ･全.fil.迎結成

51･4･1 ･医療費9 1%引き上げ実施

51･10･ 1 ●障苔年金の通辞制度､弔後L蕪

症制度､廃疾認定日の短縮の

実施
51･10･26 ･全腎協第2回実態調査結果発

Ei5

51･11･20 ●透析弔｡壁研究会発足

52･ 2 ･21 ●腎臓移植女性が我国で初めて

出産
52･4･1 ･ 1才6ケ月児の検尿実施

り眼障'雷発生(170人披Yii')

5719･19●邦2回腎提供全円一六キャン

ペーン

58･2･ 1 ･透析医療焚引き下け実施
'老人保健法実施(有料化導入)

58･2･3.CAPD医療保険適用

58･5･ ●腎移植オンラインシステム始手

動

58･ 6･ ･FiZ生省が人工吋膿装;円承諾益

叩tを設定
58･11･ 3 ･健保改悪反対統一行動

58･ 10･24 ●健保改悪阻止でF才生抑こ座り

込み
52･ 6･10●女性透析.fil.者が我国で初めて　　59･ 3･ 1 1在宅のCAP Dに健保適用

出産
52･ 6･191･艶話･家族狐会実行委n会発

足

52･ 9･　●Lil生省が透析瓜者の実態調速

5313･ 1 ●医療費9 6%引き上げ実施-

透析医療は実質引き下げ､夜

間透析加井･腎移植健保適用
･人工腎時間導入･透析中の

給食控の保険適用
53･ 4 ･ 1 ●家庭村人の検尿体制開始

53･4･2 ●ゆたかな医療と福祉をめさす

全国患者家族史会に参加
53･ 7 ･22 ･初めて全円●好務F)担当省会議

開催

59･61 .大阪大学･脳死判定姑狸を発

鼓

59･ 8･ 7 ●健頗保険法改正案成立

59･10･ 1.健康保険法改正実施
●健保本人の自己負担制瑠入

60･3･ユ･退析医姶乃4たび引き下げ

60･ 3･ 1 ●透析医療に時間区分を婦人実

施

60･ Jl l24.国民年金･ JyJ.生年金法改正

(61年4月rR施)

60･ 7 ･ 1 ･田生年金の丁拝後itf症制度撤廃

61･ 1･9.国立病院の統廃合を発栽-逮

析関係8ヶ所

全
腎
協
の
あ
ゆ
み



道腎協
.iEi腎協結成準備会(3 I 6)

.阿移植の映画と講演会(3･6)

一般

.この年､戦後生まれ過半数に

'山中杓栄退捕(7 ･27)

.邦5代幣舞橋完成(11･26)

'総選挙投票EI(12･ 5)

'米ソ両国｢200カイリ法｣実施(3･

ll I 26. Ill;I■,i;i仝才色]上(16名)

1 ･12･新年会開催

1 1 241透析開始時間(月.水･金)14時か

らとfj:る(市立)

1 ･ 28.栄養士による企了Ii講習会

▲･ 23 ･外来透析省の食料こついて要望
;!T提出

3 I 7.顎1回総会(他病院透析者も入

会出来るように規約改正)

3 ･31.栄遜士による食'Ji講習会

施設別透析患者数

(214)計38

黒星芙霊是夏　雲是翼
端( )は他の病院と亜鮎している人数

.-で-Jll'講-/ ＼
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▲発足当時の会且名簿

下記16名によって

市立幣友会を発足

千兼賢戒(現林田)

iS西武光(現市立)

′ト田品才吉(札幌に転院)

早坂要　(現林田)

北缶文雄(敬)

上田弘　(現協立)

田中秀恒(放)

蔭山俊己(故)

忠村敏　(現林田)

中払秀夫(故)

菊池泰輝(札鰍こ転院)

小山内伊佐子(故)
阿部英子(現市立)
馬淵タマ子(現市立)

横山光子(現市立)

今村ツヤ子(現市立)

5
0
年
度



道腎協

F '北海道腎臓病患者連絡協議会<iEi-腎協>結成(lot 1 )

<細川哲夫会長･ 7ブロック>
｡北海道腎移植をすすめる会発足(10･ 1 )

･北海遡稚病連に加盟(10･ 17)

'冶腎協会識/札幌(3 I 5)

.｢とうじん｣創刊号発行(3･14)

'全道一斉街頭署名活動( 3 125)

一般

l　●釧路市幣舞橘ブロンズ俊唱東の四季,除蒋式(5･3)
●有珠山噴火(8･7) ･この年､平均寿命世界一に

F ･餌淵gr路市長誕生(10･17)

Ⅶ ｣ .日本赤軍･日航機乗っ取り(9･28)

4 ･ 11･市の｢通院交通費｣議会採択される

(釧識第59号)

6 ･ 10･栄養士による食事講習会

7 ･11･市内バス料金5割引となる

7 ･ 18･ ｢通院交通費｣陳情雷提出/羅臼町へ

7 I 22 ｡ ｢通院交通費｣陳情吉提出/浜中町へ

7 I 29･ ｢通院交通費｣陳情讃提出/白糠町へ

8 ･ 8.郊外路線-ス料金5割引となる

8 ･ 29. ｢通院交通汚｣陳伯方提出/弟子屈町へ

9 ･ 18･高橋宏政顧問との座談会

10･ 1 ･釧路地方符友会結成(略称釧腎会)

12 I 21.釧腎全情報第-号発行

2 ･ 5･新年会開催

3 ･ 26･難病連全道一斉街頭署名実施

◎　3 ･30･市から｢通院交通把｣について回答

S52･12･21ト　､1-＼

釧腎会ff頼(第1号)発行

全国腎臓病患者連絡協銭金

<略称/全腎協>

昭和46年6月6日結成

北海道腎鹿病患者連絡協議会

<略称/遺骨協>

昭和52年10月1日結成

釧路地方官友全
く略称/釧腎会>

昭和52年10月1日結成

十∴∴
I .).-

施段別透析患者数

市8　労
立赤災

東京都新宿区下落合3 -15129

田沼ビル(第二)

TEL 03-952-5340

札幌市中央区北1条西10丁日

TyEjL7./llv_;6].E_1,556.05を

釧路市新lIf町1番7号

林田クリニック内

でEL 0154-24-7173

昭和51年11月26日結城

昭和52年2月結成

昭和52年結成

昭和54年12月24日結成

昭和58年7月6日結成

昭和56年9月10日結成

昭和5昨2月1日結#
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ついて匡】雷



道腎協
JiE内通析恕者1,000人を抱える(61 )

.退内通折.it.者の実態讃禿/回答587名( 7 ･10)

.迫に近火三地区より通院交通乃助成の三順･咋提出(111 7 )

. iEi内の通院交通朽実態調査実施(11･24)

+迫の｢通院交通乃助成｣採択される(12･23)

一般

'成li]空港開TJB( 5 ･20)

.世界で桝の試験管-ヒー英国で誕生(7 ･25)

'有珠山の泥流温良街を購う(10･24)

.江川､小林とのトレ-ドで巨人入り(1･31)

4 ･ 9 ･釧門会4月糊会合/福祉会館

4 ･ 14.釧円会ニュースAiJ11号発行

5 I 24.｢門友｣発行打合せ

6 ･ 1 'みなとライオンズから門提供発振を

受ける(103名)

鼻･11･野外レクリエーソヨン災施/上茶路
6 ･ 12 ･釧肘Ii良と郁助全史.,I'JrO)交渉

7 ･24･道の補助金決定

8 ･ 26 ･一泊Fr(行会/川1yj

9 ･ 10.釧門会会合/福祉会館

9 1 13･釧抑rfより門友会へ年8万円の

助成決定

lot 1 ･釧門会第1回総会(会則を改正)

10･ 8 ･第1回道央三地区交流学'[甲会

(阿寒湖畔一泊)

10 ･ 9 ･難柄辿の碓i頭rhl名活動

10 ･ 16･･ P R誌｢円友｣印刷完丁(1500部)

ll ･ 1 ･遥析者の路上駐El.-許可される

ll ･ 5 ･市長と要望LJ噸懇談会/市立矧提

12 ･ 21 ･ ｢通院交通fll｣をr射1'J/白触町へ

12･22･社会W.祉協議会よりリコピーが

脚呈さnる
1 I 21 ･釧閉会｢新年会｣/釧正純

3 ･ 9 ･白線町の｢通院交通tY｣議会採択

書　　地知来る
3 ･15･みfiとライオンズクラフとIIt7-

ンクについて懇談会

T　/

ll　- .t-

_～ c_ .C

.∴..,････.I....I.][･[

施設別透析患者数

44

▲ S53･6･11野外レクリェ-ション(上茶路)

骨丸
督A

rrq

I sp5R3誌2品｣完成

▲ S53･8･26 1泊旅行(摩周湖)･[.i:I ･:: ･･. '･. -･1.:..;I:.::'･;';+
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L　遠野協

.腎移植に関する講輯会(6 ･17)

'通院交通だ､知弔禿定でけずられる(6･ )

.｢とうじん｣2号発行(10･10)

; <通院交通史関係>

F　全iEiJ労協･iE機構迎･退腎協の三者会談(10･17)

記者クラブ会見(11･28)

F　全iEi決起梨会(12･2)/要望汚提出(12･4)

r　一般

F　●英国に初の女性首相(サッチャー)(5･4)

F 'ジョン･ウニインがカンで死去(6･11)----1--　　　　　_　'怨平川に25年ぶりにサケがそ上(9･10)

4 ･ 1 ●生活保護者の栄恭加井追加支給認められる

4. 1 ●ハイヤーチケノト(年10枚)交付される

5 1 6.難病逢釧路地区連結成大会/福祉会館

6 ･ 1.白糠町で通院交通把助成実施

6 ･ 3.野外レクリェ-ソヨン実施/上茶路

7･2･林田クリニック開院

9 1 1.第2回道東三地区交流学習会/JJIr易一泊

101 7 ･釧同会会合/福祉会館

12･2･室内レクリェ-ション実施/ポウリンク

12 ･ 5 ･通院交通矧こついて実相]説明/

伊藤iEi議へ

1 ･20.釧円会新年会/レストラン･ハワイ

3 ･ 29･釧円全役fl会/阿寒

▼ S54･9･1第2回道東三地区交流会(川設)

Ss41 9.

7禽2

晦軸鴨,J//@)

市日労林
立赤災　田



)

†

一遁腎協

1 I:琶器整≡芸≡蓋琵買ヲ棚/600万円(4. 1 '
p　.iEi円協会長に岩崎源氏就任(6 ･29)

.円移帥プロジェクト会議開催(9･14)

F :慧冨諾毒芸豊富震nli去(12･8)
l一般

･ :冒†:LLtt/至芸芸誓記誓(Ll㌘警竿に(ll. 4)

AwーA_ i ･中国残留孤児･初の正式来E](3-2)

4 ･27.釧円会総会/石田

5 1 2.健保法改悠反対の-カキ行動'R

施

6 ･16.みなとライオンズクラブ-講硫

会協力要言LtJ';lH,I-rl出

鼻` 27 ●荒笑墓誌円棚の舶会災施/

8 ･24･室内スポ-ツ大会/バトミント

ン. _rit球

8 ･ 30. hjJflJ 3回近東三地区交流学'EPjl会/

阿'#

9 I 21 ･日加り旅行炎施/ll,1-岸

10･ 5.室内スポーツ大会/-トミント

ニ/

10 ･ 29. fliの55年度分納助金交付決定

11･9.室内レクリェ-ション火施/ボ

ウリング

1 ･ 18･釧Ll'nf会新年会/ちく半

3 ･ 8 ･釧門会し棚り旅行/茅沼温泉

60

S56･3･8

日帰り旅行(茅沼) >



68

逼腎協
.初めて地方で総会開催/旭川( 5 ･23)

'｢腎不全を考える恥､｣旭川大会開催( 5 ･24)

一般

●モスクワで変則オリンピック開催(7･19)

'刺い上越新幹線が東京駅へ乗り入れ(8 ･17)

･知床櫨断迫招開通( 9 ･25)

'北炭夕張新鉱でガス突出･Ii放､ 93人死亡(10･16)

･日航機が逆噴射了Ji故(2 ･ 9)

.浦河沖で大地㌫(3 ･21)

4 ･ 19.釧腎会総会/石田

5 1 ll ･社会粒猫(会社設立)の打合せ

5 ･ 19･市長との懇談会/市立病院

9 i 8 ･市長より釧町会5周年rJ機に係る

福祉バスの逆行許可受納

9 ･ 121三地区交流学習会/13日迄阿寒湖畔

10 ･ 26 ･講演会講師要引紺モ頼/三輪先生

伊藤先生･柏木栄並士
10 I 31 ･記念誌鮎災委fl会/林Efl

1卜22･釧円会創立5周年記念式典

及び講瑞会/総合福祉センタ-
･国会言方l願罰名･毒‡金開始

12 ･ 14･夜間透析の希望調禿r実施

1 ･ 10･新年会開催/旅テル市川

⑳　2 ･ 7●夜間透析の話し合い/林田
3 ･ ･透析.･rLと者通院交通粥

内示額決定
3･14･日貼りレクリュ-ション

/茅沼

施設別透析患者数

(2)計123

34

市Ej労林坪
立赤災EEl岸



道腎協
'5周年記念特別講71iil( 5 ･30)

.iB内で初のUS甲移析成功(9･22)

'迫に｢円疾Jilr.対荘重fl全｣の設乙rLを柴惣(11･ )

'逆浪会uI一周/6g1日･ ll,3611名lji(12･ 3 )

.初のiEl内題析者よりの杓脱移柿(12･30)

'iE1円協会rl 1,000人を超える( 1 130)

一般

-フォークランド紛争改発(4･2)

･李院全矧茎に比例代At制( 8 ･18)

'ソ辿プレ./ネ71号記長死去(11110)

+ Ysll型機､中標目r空TJiでlYl陸失敗(3 ･11)

.追加'糾こ捕縄孝弘(4)

4 1 1 ･交通子'1(年間100万円)支給/釧路市　　r

4 ･ 1 '祐l祉会館使用料免除決定通知か受領

4 I 5 ･夜riil退析開始(7名)/林E]クリニック

芸:294:芸;1買至芸望ヲ'dl';1誓い荘　仙Lthtt

4･ 6 ･蚊岸日1,-flリレクリェ- A-相和肴友の会

ノヨン(78名)

6.,6.通院交通f望助成.轟の予路と♀朗禽舶
認可.lF受胡

7 ･11･野外レクリェー

ノヨン/河畔公

一⊥;

･花火発･JtF娼始

9 ･19･門登録拡大キャン

ペーン(30名参加)　lT

IO･ 2 3･/=_地区交流会/十勝川

市日　労林TF根
立赤災田岸室

▼S57･9･19胃登皇貢キャンペーン
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道腎協
'遇に腎移植センタ-の設正を要望(6･7)

'自民先述支部に腎移植センター設F措要甥(9･19)

一刺ヒブロック会謝こ初参加(10･29)

一般

.秋田沖地㌶(5･26)

.アキノ暗殺(8･21)

'サハリン(樺太)沖で大韓航空機をソ迎棟が繋墜(9.

●国鉄赤字ローカル線邦1次廃止線のトップを切って

白糠線がバス代替輸送に(10･23)

北沢選手が五輪スケ-トで銀メダル(2･10)　　　　　市

グリコ社長､誘UJされる(かい人21面相,liIII-の発端)(3･18)　立

4 I 1 ･機関紙｢たんちょう｣編紫郎発足

5 1 22.釧腎会総会･通院交通乃支給

6 ･12･第1回藻琴山登山

7 ･ 6.釧路協_TT_病院透析開始

7･10･野外レクリェ-ション

9 ･ 3 ･健保改悪阻止-カキ行動

9 ･ 18･腎登録拡大キャンペーン

10･ 1 ･三地区交流会/2日迄

10･ 5 ･釧腎会運営照助成認可

･通院交通発助成認可

11 ･ 3 ･難病適街頭罪名

11 ･ 30･講演会/輸入会館

･健保改悪-カキ行動

1 I 8 ･釧野会新年会/栄町会館

⑳　2. 21.59年度福祉会館使用料免除決定
通知乃受硫

･3 ･ 3 ･難病連地区研修会/4日迄根室

▲S58･6･12

藻琴山山頂にて

労林協fF塀
災田立岸室



道腎協
.北海道腎臓パンク発足(5 ･28)

.61)制度改正を要望(7･ ) (10月1 []実施)

.円泣伏拡大を広報誌伯叔活動(7･ )

'円提供拡大全述-ILl8キャラハン実施(7 ･24)

.市((_札幌病院･ ･地方腎移机センタ-発足(Il° 1 )

'腎臓病にI実けるシンポジウム朋僻(11･11)

一般

.史上Ill大規校の民営ロス五輪開催( 7 ･28)

.ひまわり3号打上け成功(8･3)

.汁-ストラリアからコアラ6匹到17'(10･25)

'1-滴トンネル本坑ri適(3･10)

4 I 23.釧岸綿i長に◎の陳も1】

4 ･ 28.釧腎会幹小会/阿寒

5 ･ 9.健保改悪･史JJ-.信頼施.没認定等の-カキ行動

5 ･ 14.近火15711-町村に⑳適用拡大の陳fF'Jr.ff提出

5 ･20･釧腎会総会/ぬさまい荘

i I 3 ･花火の販･Iir3日始

7 ･ 8 ･第2回藻琴山登山(59名参加)

8 ･ 26･野遊金/河畔公降1

9 I 16･全国一持て石頭門キャンペ-ン

10 I 6 ･年'LI状のEr]刷斡旋を開始

10･ 8 ･各市町村より◎適用拡大の

回答が来る
10 I ll ･特定疾Lrii受給者証の交付

始まる

10･ 13･根室一泊旅行

ll ･ 18･釧関金会合

･釧路市交通宮守上期分支給

･雌雄講睦/総合緬.祉センタ

1 A 13 ･釧腎会新年会/栄町会Fl'..

2 I 29･茅17]U温泉日jlI‡り旅行

市日労林協伊根
立赤災田立岸室

▲諾ぎ琴山山頂にて



遠野協
.卿EJ委El全制度発足( 5 ･25)

'初の野疾恕組合対策シンポジウム開催(10･27)

'iaA内Ti-者の実態淵丑実施(11･ 1 )

'医横関係名との懇談会開催( 2 125)

一般

･三菱雨大夕張鉱でガス蝶発0 6ユ人死亡､ 24人･Ti軽fij(5 ･17)

●歴代天ii!の長方新記録を速成( 7 ･13)

'日航ジャンボ棟･群馬JJ;I.Eこ墜落0 520人死亡｡

4人か奇跡の生還(8･12)

4 ･ 13･釧腎全役月会/邪召(16名)

5 1 12.釧野会総会/ぬさまい荘(70名)

5 ･ 23.釧路で第1号の生体腎移柄実施･成功

6 ･ 16.全道一斉街頭キャンペーン(26名)

'10周年記念誌rJ;行委il会

6 I 26･市立病院伊藤先生と野疾恕縫合

対策について打ち合せ
7 ･21･第3回登山(酉別岳) (67名)

7 ･ 28.釧路市長との懇談会/3回目

(30名)

･全円協前田会長来釧

8 ･ 25･野遊金/河畔公樹(51名)

9 122･全国一斉街頭キャンペ-ン(27

名)

⑳　9 128●近東三地区学習会/29日迄･阿
寒湖畔(52名)

10･ 5.全円協･全JFLi連署名活動F3il始

10･ 19.釧円会一泊旅行/留i.i温泉(41名)

10 ･ 27･釧胃会定例会合と講演会/福祉会館

1 1 25.釧円会新年会/26El迄･茅沼

3 1 1.10周征記念座談会/ちく半(12名) .

▼ S60･6･16

腎登左京キャンペーン

(イトーヨーカドー)

市日労林協JT頼
立赤災田立岸垂

絶　好(3･邦)喝旦60年(1985年)7月22日(月.F日)
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●51年度(51年11月～52'JF3月)　●54年度(5締4月～55年3月) ●56年度(56糾Jh5咋3月)

会　　長　早坂　要(市)　会　　長　上田　弘(市)　会　　長　上田　弘(柿)

副会長　上田　弘(市)　副会長　水沢　秀一(市)　副会長　水沢　秀一(柿)

A　　計　忠相　敏(市)　　　　　菅原二三夫(労)　　　　　械野　正裕(柿)

●52年度(52年4月～52年9月)　　　　　中山威和男(日) ･lL頻用Ii　早坂　要(柿)

全　長　早坂　要(市)　一声務局長　早坂　要(柿)　了拝務局担当　忠相　敏(林)

副会長　上田　弘(市)　会　計　古俣　宏樹(市)　　　　金井　英雄(市)

会　　計　忠相　敏(市)　幹　'声　大野　淳一(ifi)　会　･汁;Ei=llに三夫(柿)

幹　･1i水沢　秀一(市)　　　　　燭測クマ子(市)　仝ut担当　自木沢安広(市)

申出秀夫(市)　監　杢　大熊　佳子(労)　幹

蔭山　俊己(市)　　　　　今村ッヤ子(柿)

菊地　保夫(市)　●55年度(55年4月～56年3月)

今村ツヤ子(柿)　会　　長　上田　弘(柿)

(52年10月～53月3月)　副会Li械野　正裕(柿)

会　L<　早坂　安(柿) 'Jf務局長　早坂　要(柿)

副会長　上田　弘(市)　会　"1菅原二三夫(柿)

加f;健一(労)　幹　　■拝　金井　英雄(市)

■11占俣　玄樹(巾)

火　　哲司(fFi)

iLl';橋美代子(市)

flLE勢　セキ(市)

-:,:: ∴ _I

渡辺　祥久(柿)

長岡　久雄(日)

中山威和男(日)　忘芸沢芸笠;≡;監　禿≡霊芝妄三笠三

●53年度(53年4月～53年9月)　　　　　斉藤　妙子(市) ●57年度(57年川～5昨3月)

会　長　上田　弘(柿)　　　　住友奈美子(市)　全　長　上B]弘(柿)

副会長　加賀健一(労)　　　　佐々木偶郎(柿)　副会長　水沢秀一(市)

中山威和男(日)　　　　石塚綾子(柿)　　　　蛸野　正裕(柿)

(53年10月～5岬3月)　　　　　　　山EEl　セイ(柿)  ,Jf務JJH<　早坂　要(林)

会　　長　上田　弘(柿)　監　　益　阿部　英子(柿)　-lJf嫡局担当　金井　英雄(市)

副　会　長　水沢　秀一(市)

菅IjI7:二三夫(罪)

中山威和男(日)
'ii務k;1品　早坂　　要(市)

会　　計　古俣　宏樹(柿)

幹　　　■ti　大野　淳一(市)

馬測クマ子(市)

監　　　杢　大熊　佳子(労)

今村ツヤ子(市)

山EE]セイ(柿)　　　　　　　忠村　　敏(柿)

A ur ;Vij'll;ミ二三夫(柿)

会計担当　自木沢安広(市)

幹　-1i古俣宏樹(柿)寸

火　　野司(市)

小砧多吉子(柿)

志谷　初江(市)

永田　妙子(市)

対馬美tiJ子(柿)

佐々木鉄雄(柿)

花輪　邦子(日)

佐田　俊夫(厚)

会計監禿　長岡　照三(柿)

永四　妙子(市)

<遺骨協>

削会i<　上田　　弘(柿)

幹　rli　水沢　秀一(市)

早坂　　要(林)



●58年度(58,Lf一川～59月3月) ●59年度(5昨4月-60年3月) ●60年度(60年4月～61年3月)

仝　Ii上田　弘(柿)　会　長上田　弘(協)　会　に上田　弘(協)

.･zuJ全長水沢秀一(市)　E,l･lJ全長水沢秀一(市)　副会長水沢秀一(市)

椛野正裕(柿)　　　　佐々木鉄雄(目)　　　　佐々木鉄雄(臼)

佐々木銑雄(日)　了Ji棉局l<　早坂　要(柿)　叫-は早坂　斐(柿)
-･li携T.日主早坂　安(柿) ･it卿,･)担当　火　哲司(-i7-) ･rLW,TJ担当　山田幸-T,(fli)

帽棚当佐々木鉄雄(a)　　　　柄木　城(柿)　　　　橋本　巌(柿)

火　哲司(市)　会　ul･今井伸子(柿)　会　計今井仲子(柿)

仝　ul･別ミニ三夫(柿)　会ol･担当　金井英雄(市)　会ul･担当　金井英雄(柿)

会.汁相当　金井英雄(柿)　幹　･辞　斉藤妙子(市)　幹　･】子　金井英雄(市)

幹　　小　近藤　祥一(市)

横沢　道彦(市)

木村　　俊(柿)

長屋と志子(市)

坂本　光子(市)

大熊　佳子(柿)

酒井　健一(柿)

池本　良一(柿)

技岡　久雄(E])

斥i谷　芳範(労)

波佐谷純考(厚)

桜井　久子(柿)

田中トシ子(市)

佐々木キク(市)

木口八･Tl子(柿)

村山　　勝(柿)

三原　義春(柿)

且　　研司(日)

佐々木満郎(協)

扇谷　芳範(労)

披佐谷純考(r;i)

岡田　昌治(根)

住友奈美子(市)

中村　君江(市)

塩田　恵子(柿)

伊達千代子(柿)

酒井　健一(柿)

近藤　祥一(柿)

艮岡　久雄(日)

佐々木満郎(協)

竹内　　昇(協)

波佐谷純考(rg_)

岡田　昌治(梶)

岡本　芳彦(梶)　会,汁監禿　菅原二三夫(柿)　会計監在　宅'原二三夫(柿)

会..1監i･i　橋本　巌(柿)　　　　　木村　俊(市)　　　　　木村　俊(柿)

木村　　俊(市)

｢たんちょう｣

編災委fl　藤原　修二(市)

酒井　健一(柿)

横木　　巌(柿)

長岡　久雄(日)

近藤　祥一(市)

｢たんちょう｣

編姓委El

木村　　俊(市)　<遺骨協>

｢たんちょう｣

健一(柿)　　解熱委員

潤(日)

副会長　上EEl　　弘(協)

<iX腎協>　　　　　　　　　　　幹.!【水沢　秀一(市)　<述腎協>

.I...11全長　上田　　弘(柿)　<難病連>　　　　　　　　　　　副会長　上EEl

幹Irli　水沢　秀一(市) 支部f<　上田　　弘(協)　　　幹　叫　早坂

幹･拝　早坂　　要(柿)　　<難病連>

弘(協)

普(柿)

支部ii　上田　　弘(協)

監　禿　早坂　　要(柿)

井
　
本
藤
　
村
　
田

酒
　
橋
近
　
木
　
石

林

　

林

　

市

巌

　

l

　

俊

羊

林

　

林

　

林

　

市

　

市

　

日

　

協

(

　

　

(

　

　

(

　

　

(

　

　

(

　

　

(

　

　

(

t

　

巌

　

1

　

俊

　

司

　

幸

　

昇

健

　

　

祥

　

　

暫

勝

井

　

本

　

藤

　

村

　

　

村

内

酒
　
椅
　
近
　
木
　
東
木
　
竹



釧路地方腎友会規約

第1集(名称･所在地)

本会の名称は､釧招地方野友会(略称･釧腎会)
とし､事務局を林Eflクリニック内におく｡

(54年7月2日改正)

第2集(組織･構成)

1本会は､釧路地方の腎臓病患者を主たる構

成L3とする患者の全とする｡
2･本会は､道腎協の下郡機構として､地域活

動のための連絡機関とするo

第3集(日的)

本会の目的は､次の各fJi項とする.

1すべての腎臓病患者相互の経験交流と親睦

をLlる0

2　腎臓病治療と予防のため医療体制およひ研

究体制の充実･向上をめさす｡
3　腎臓病患者･家族の医療と生活の権利を守

り､ -flの社会保障制度の確立をめさすo

第4条(事業)

本会は､第3条の目的を達成するために､次に

かかける諸活動を行なう｡

1腎臓病患者の医療と生活を守り､向上させ

るための法的･行政的･医学的要求を関係

◎　2.警護芸孟?竃孟oo収集と作成｡

3　機関誌の発行と配付0

4　加盟各病院組織間の交流｡

5　加盟各病院組織の強化と未組織患者会の組

織化｡

6　他の患者､障富者組織なと必要な関係諸団

体との連携｡

7.その他目的を達成するための諸活動0

第5集(機関)

本会に次の機関をおき､その運営は合議による

ものとする｡

1　総　会

2.役員会

3.三役会

第6集(総会)

総会は､本会の投高の協議､決議機関であって

毎年一回会長が招柴するo
総会は委任状による出席も認めるDなお､文LfF

による発言もできる｡

総会では次の了拝項を協議決定するo

l　活動報告と決罪および会計監禿報告の承認｡

2.活動方針と予罪の決定0

3　役員の選出｡

4　規約の改廃o

第7集(役且会)

役Ll会は総会から総会の間､総会の決定にもと

すき必要な事項を協議決定する.
役員会は会長､副会長､ ′糊局長､幹fJ咋構成

し､おおむね2ケ月に一回開催する｡

役fl会の決定は速かに会flに周知し,承認を受

ける｡

第8集(三役会)

三役会は総会･役fl会の決定にもとっさ､本会

の巡宮に1.iA任を持っ執行機側であり､必安に応

じて開催し､会長が招姓するo

三役会は会長･副会長､ TJi務局長で梢成するo

三役会の決定7ri項は次の役口金に報告し､承認

を受ける｡

第9集(役見)

1本会に次の役月をおく｡

会長一名会

副会長若干名　会計担当表千若_1
弔務局長一　名　幹　･Jt若干名
'l事務局担当　若干名　会計監禿二　名

2　役員はその地域の病院.Eii者会に関する･拝務

連絡を行う｡

3　本会に道腎協の幹73i二名を退出しておくo

(他の役員と兼務しても良い)

第10集(任期)

役flの任期は一年とし､再任はさまたけない.

第1 T集(財政)

本会の財政は会兜､寄附金,その他の収入によ
ってまかなう｡

第12条(余栄)

本会の会矧ま､会員一人につき一ケ月6 0 0円

とする｡

年一回払いを原則とするo

(全野協100円/道円協100円/釧町会400円)

〈57年4月改正〉

第1 3集(会計年度及び会計処理)

本会の会計年度は4月1日から翌年3月31日迄

とする｡

本会の会計処理は別に定める競定による.

'暮

第1 4集(会計監査)

本会の会計監寅は､会V十年度内に一回行うo

第1 5条(加盟及び退会)

本会への加盟及び退会については,各病院i患者

会を通じて､三役会にて承認を受ける｡

第16集(附則)

1この規約は､総会で決定後､ I-fiちに効力を

有する｡

2　この規約による寿削Iljを設けることができる｡

3　この焼約は昭和52年10月1 Eはり施行するo



財政支出に関する規定

第1条(支出科目)

釧路地方門友会の経矧ま､次のとおり区分して

経理する｡

1通信把/会執行の通信7ii務に要する縫代.

2　広報TH/会の十.7報交換に要する経だ｡

3　俊弔要望/会flf]t.r】のお祝い､不幸の際に要す

る経要せ｡

(御祝儀〉会員本人又は子供が結婚､出産.
く香典)会fl本人と夫､妻が死亡したとき0

4　会議汽/総会.会合に要する縫代｡

5　活動乃/会flが会議等に出席する為に要す

る経粥｡

(他地区での会議)El当1 E]2千円と旅烈

の不足分｡

士　6糊空聖/会の執雛必要棚別品の購入
経托.

7　維空せ/上記のいずれにも該当しないもの.

第2集(衆評)

縫代の支出については三役会の承認を受けるこ

と0

第3集(報告)

三役会は役fl会､総会の時に支出明細を報告す

ることo

通院交通費助成に関する規則

第1集(目的)

この規則は､人工野馳こよる通院透析治療を必

要とする患者の経済的負担軽減を図ることを目
的とする｡

第2集(対象者)

この規則による通院交通巧を受けられる対象者

は､次の各項目に該当する者であること｡

1釧路市内に居住し､かつ住民並木台帳に記

救されている者0

2.釧路市内の病院に通院透析をしている者｡

(生活保連の適mを受けている者を除く)

第3集(通院費の支給)

会長は､対象者に対して次に掲ける通院粥を支

給する｡

1通院把の許定は､居住地から病院までの-
スによる料金で詐定する｡

2　支給の限度鰍ま､ gF.定額合計に支給率を乗

じて決定する｡

第4集(支給率)

支給率は､予罪鞭を総通院把で除した割合とす
るo

第5集(通院辛の認定)

1対象者が通院T2の支給を受けようとすると

きは､通院支給中表If;tf (様式1号)を会長

に提出しなければならない｡

2　通院把支給中表F'i潔は､特別fj:了辞†r'Jtのない限

り4月～9月分を10月15日までに､ 10月～

3月分を4月15日までに､それぞれ提出す

ること｡

3　会長は､前項の中表F'ifこ韮き内容を審査し､

適当と認めたときは通院門認定通知LIf (様

式2号)を､すみやかに本人に交付しなけ

ればならないo

第6集(支給方法)

l　対象者が通院兜の支給を受けるときは､通

院汽認定通知;i.r (または写)を会長に提示

しliけれはlj.らtjLい0

2　会長は､前項の提示のあったときは､すみ

やかに通院門の支給手続をしなければなら

ない｡

(附則)

この規則は昭和57年Ll月1日より実施する｡
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蕩西武光(59)

昭和50年５月27日開始

白糠町

4こ;ム
横山光子(46)

叩和51年４月帽｣開始

羅臼町

､､ｔｼﾉ
能勢

　

セキ(61)

昭和52年３月１ロ開始

釧路市

斎藤妙子（48）

昭和52年11月16ロ闘始

釧路巾
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１

市立釧路総合病院

釧路市春湖台1番12号

　

041-6121

:器品台茫茫

e７●透析思者数70名●腎友会会貝52名

　

●

　

＿－ふ･-_･八●||･

　

--－゜市立腎友会結成昭和51年川月16日

｀９

阿部

　

英子(55)

昭和50年]IJ｣引丿開姶

釧路巾

水沢秀一(54)

昭和51年12月25口開始

釧蹄巾

東哲司(36)

川和52年３月８日開始

釧路巾

ｔﾔ●
斎藤

　

正夫(53)

昭和53年５月３日開始

標茶町

,1111;j,。

今村ッヤ子(46)

咄和50年12J川川開始

釧路巾

村上恵美子(42)

昭和52年２川丿目川始

釧路巾

桜井久子(57)

昭和52年４り卜｣開始

釧路巾

２■
小几

　

タキ子(48)

咄和53年８川3川川始
浜中町

さ

１



塩川

　

．ぶ了･（耶’）

川和53年9 I] 剛|開始

釧路巾

もぶ咄●
陥瀬八小ぽ（53）

咄旧即丿卜川川始
釧路巾

１

渡辺

　

交ｆ（40）

EI暦日54年I剛詑6日開始

釧路巾

。1１

４
■I｡

永111

　

妙子(48)

lm四口川1削川始
川州･

卜．ミｔ －

宗像一几(65)

11財1156軍２１Ｄ８日開始

釧郎町

唯々木

　

キタ(62)

昭和53年頭j7川開始

釧郎巾

志谷

　

初江(38)

川和54年２川20日開始

詣adi

坂本

　

光子(50)

昭和55年１川23日聞始

釧路巾

田中

　

ﾄｼ了･(58)

昭和r>r)t|-y川27川開始

釧路巾

Ｊ

藤野守(58)

昭和56ii-";jn2H日川始

占刈町

矢野

　

嘉子(70) (61.7.3死去)

[|淋【】53年1リ]12日川始

釧路巾

金片

　

偏重(31)

昭和5･1年3J]川日開始

釧路巾

長屋

　

とし? (66)

Ili'{fll55年旧□7川開始

釧路巾

ゝ ●●

♪１。
扇谷

　

芳範(55)

叩和56年1 1)1111川始

釧路巾

！jW

渡辺

　

タエ子(4())

昭利56年７出3川開始

阿寒町

＠



ｅ

村山

　

よしのC55)

昭和56年８月】7ロ開始

中標冲町

横沢俊彦(60)

昭和57年３月3】日開始

釧路市

中村君江C40)

昭和58年８月181]開始

釧路市

大滝キク(55)

昭和59年１月９日開始

釧路巾

小野光子（3D

咄和6on--1月10ロ開始

白糠郡庶路甲区

－、

木村俊(48)

昭和56年９月３日開始

釧路市

横沢道彦(39)

昭和57年７月７日川始

釧路巾

三浦

　

セッ（65）

昭和58年】2月22日開始

釧路市

巾島栄人(37)

昭和59年３月23日開始

釧路巾

丹羽治枝(72)

昭和60乍７月3 LI川始

釧路巾

藤原修二(38)

叩和56年11月17日開始

釧路町

山田幸男(58)

昭和58年６月24日開始

釧路巾

児玉茂子(52)

昭和58年12月30[]開始

棹茶町

下村静子（51）

昭和59年８月９日岫始

釧路市

Z，

冊水豊和(59)

昭和6ひ年８月12日開始

釧路巾

＆

１



4

”

寸

佐藤

　

美代(65)

昭和60 軍８月16日開始

釧路巾

ま･

池川敏明(44)

昭帽60年12月17日開始

釧路巾

菅原

　

ユキエ(70)

咄和61年３月３川開始

釧路巾

斉藤

　

文雄ぐ58)

昭和61年7J]18日開始

釧路･17

り
ﾊﾞ:
夏堀悦郎(62)

叫和60年10月30日開始

釧路巾

外崎芳江(25)

昭fll61甲｜月22日開始

釧路巾

杉山益雄(72)

昭利61年３月18口開始

白糠郡ａ別町

6

　

●〃'-

11だ･7●
木村千恵(63)

昭和剛年日月2日］開始

釧路巾

昭和6i年3)1 311開始

阿寒町

秦野貴之(14)

昭和61年６月13日開始

釧路rIT

＠



＠

●

●「

一

一

･･ft KH m･･
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花輪邦子(35)

叫和54年６川25日開始

釧路市

鈴木武夫(59)

昭和55年10月22日川始

釧路市

バ
貝研司(36)

昭和57年BJjlfi川開始

釧路市

谷田部

　

ユミ子C47)

昭和59年６月30ロ川始

釧路市

●・が

　　

・

　　

皿だ

・-一一●一一

１-=・●・●●●

●㎜=皿==

－●

㎜も

●瞳１
球

長岡

　

久雄(35)

昭和55年引｣25日開始

釧路巾

伊藤

　

キミ（62）

昭和56年10川］９日開始

根室巾

jﾄﾞﾋ1。，
木村勝幸(31)

昭和59年2J]16日開始

釧路巾

佐藤栄子(-17)

昭和59年７川Mil闘始
別海町

釧路赤十字病院

釧路市新栄町21の14

　

322-7171

●透析開始昭和42年
●透析機械台数］0台
●透析患者数23名●町友会会口

　

17名
●日赤腎友会結成昭和5巳年Ｐ月

佐々木鎮雛(49)

昭和55年丿｣29日間始

釧路巾

古田

　

ミッ7- (63)

昭和57年3JI '1日開始

釧蹄巾

鎌田紀子(45)

昭和59年６月卜｣開始
釧路巾

木戸春雄(76)

川和59年I1月29日開始

釧路巾

倉

ｉ



ま

ｊ

¢:

r

.

高橋

　

呪占(69)

昭和59年12J]Ｍ目開始

釧路巾

嶋

　

キョノ（70）

昭和61乍丿］28日開始

標芥|町

４
Ｉ
’
轟

浪坂正二(59)

昭和60年９川0口開始

釧路巾

岩見桂一(56)

川和61年３月29日開始

釧路市

脇川

　

久幸(56)

昭和61乍丿]21ロ開始

釧路巾

広瀬正誉(12)

賛助会口
釧路巾

＠
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関矢正敏(45)

昭和60年５月20口開始

別廊町

釧路労災病院

釧路市中園町13

　

き22-7191

●透析開始ノ昭和45年
●透折機械台数゛日台
●透析患者数丿1名

　

●腎友会会貝２名
●労災腎友会結成ﾀﾞ昭和45年４月

杵渕幸男C59)

昭和60年12月26日開始

白拠郡白糠町

1･

ｉ



ｊ

ｊ

SS'麟，

Ｓ●麟

廠戸ly

大熊住子(44)

昭叫叫]川]5日川始
釧路町

９坂

　

要(53)

昭和51年7J]30日開始

釧郎巾

伊達千代了(50)

昭和54川2J｣2川丿開始

釧路市

斎鱗昭作(58)

川知55年2 miロ開始

釧路市

　

ド
ド
ム
川

　

I

　

I

　

1

1
1
1
一

林田クリニック

釧路市新富町１の７

　

容24-7173

●透析開始昭和同年フ月日日

●透析機械台数Tｱ台
●透析患者数jO名

　

●賢友会会貝4ﾛ名
●林田腎友会結成昭和54年12月24日

Ｉ

千葉賢蔵(75)

川和51年引]７日間始

釧路町

菅原二三夫C32)

昭町152年IJ]25日開始

釧路巾

山田

　

セイ(57)

昭和5がr-3)] 61｣川始

(札幌へ転院)

疲辺

　

キク(49)

叩和55年３月４日開始

釧路巾

１

忠村敏(35)

昭和51年6j]291｣川始

釧路巾

人野淳一(35)

昭和52年10J]26日開始

釧路町

‰
ｊ

森川

　

貞人ぐ73）

昭和54年Ill] 5日川始

釧路llf

荒

　

藤年(29)

剛和55年３月利l開始

釧路巾

＠
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一
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／｀

大友元次C60)

昭和55年４月１日開始

釧路巾

近藤祥一(31)

昭和55年11月20日開始

斎藤四郎C63)

昭和56年６月30日開始

釧路市

佐藤俊幸(39)

昭和56年10月6 E,j開始

釧路市

ｉ

村山勝C55)

昭和57年２月4 LI開始

釧路市

斎藤康行(35)

昭和55年６月27日開始

釧路町

酒井健一C39)

昭和55年】1月21日川始

釧路巾

本間孝司(57)

昭和56年７月25ロ闘始

釧路町

橋本厳(31)

剛和56乍I1月2 LI開始

釧路市

池本良一(35)

昭和57年２月24日開始

釧路巾

木口

　

八垂子(44)

昭佃55年７月2肝I開始

白糠町

対几

　

美喜子C37)

昭印56年５月川口開始

釧蹄巾

三原義春(30)

昭和56年9 ij 2 n開始

釧路巾

４

門脇正一(57)

叩和56年]1月引]開始

釧路巾

中島代千男(53)

旧和57年３月18日開始

釧路巾

喜



き

本間幸雄(38)

川f[157年Ｕ]13口開始

釧路巾

東山

　

初江(57)

川和57年10川５日開始

人内

　

日訓(61)

昭和58年2 l＼2b日開始

別廊町

ｊ
‘
り

山沢道子(57)

|佩15叫{□}14日川始
標茶町

日日守(44)

川和61年１月10日開始

釧路巾

国岡勝(60)

昭和57年7J]8 LI開始

弗T-km

砂原良子(45)

川和57年川月28日開始

釧路巾

昭印58乍４月20日開始

釧路巾

掛札聖(42)

川和59年日川2割.|開始

釧蹄巾

岡本順一（37）

昭和61年１月29口開始

釧路巾

原保(67)

昭和57年刀11511開始

弟子川町

ゝ

林喜久雄(76)

|｢肘口57年llJ)]8日開始

釧路111

今井伸了(27)

川和58年6J18日開始

釧路巾

･1

弓

　

一三(54)

昭印6り年1 1118日開始

釧蹄巾

工藤信博(36)

昭則61年４月｜目開始

釧路巾

＠



＠
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１こここぷ

E3!iSPr'':

上田

　

弘(45)

昭和51年１月23日開始

白額町

昭和55年２月20日開始

阿寒町

宇井美江(65)

叩和58年7J]26日開始
釧路巾

松尾政明(66)

昭和59年7J‾j2羽]開始

釧路巾

ｔ
ｊ
Ｉ

道東勤医協・協立病院

釧路市治水町３番14号

　

324-6811

●透析開始昭和5日年フ月日日
●透析機械台致日台
●透析思者数，17名

　

●腎友会会貝

　

17名
●協立腎友会結成昭和58年フ月６日

佐々木満郎(62)

聊四年１月30日開始
釧路巾

di■
菊地

　

ハツエ(31)

昭和55年３川17日開始

釧路巾

昭和58乍川｣22日開始

弟呉lll町

竹内昇(48)

昭和59年５川９ロ開始

釧路巾

自木沢安広(33)

川佃51年７川25日開始

釧路巾

小熊裕子(32)

昭和58 i|-"2月22川間始

釧路町

佐藤

　

正刀(72)

附和59年りj25日間始

阿寒町

渡辺

　

セッ（66）

昭和60年7i] 5日開始

釧路巾

１

１



φ

戸介

　

トサ(68)

昭和60年５月II］咄始

釧路巾

鈴木安ﾘi C53)

昭利61年6J」25口開始

釧路巾

J’

栗井育子(53)

川和61年１川7 LI

釧路巾

m

夏井

　

美保子(38)

昭和60年２月171」開始

釧路市

原良文(58)

咄和61年３月15日開始

釧路lU

＠



坂野

　

ミッ子(53)
叩和5皿川川始
厚岸町

゜21．，
波佐谷

　

純孝C38)

昭和56年４月６日開始

厚岸町

佐田俊夫(43)

昭和56年12月７日開始

厚岸町

小椋東（55）

昭和61年７川７トI開始

厚岸郡浜中町茶内T 65-2084

町立厚岸病院

厚岸郡厚岸町住之江町

　

き0153-52-3145

●透析開始……昭和56年９月1口日
●透析機械台数日台
●透析患者数゛1ﾛ名

　

●腎友会会貝日名
‘●厚岸腎友会結成／昭和56年日月j6日

加藤

　

マサ子(44)

昭和54年４月25日開始

厚岸町

田中清悦(48)

昭和56年７月20口開始

浜中町

1１１４．
大平

　

ヒデ子(63)

昭和59年１月12｢1開始

厚岸町

高野

　

美智子(39)

昭和55年3J｣川1]川始

厚岸町

倉野利夫(70) (61.6 .23死去）

昭和56'|--12(]川始
厚岸町

塚田

　

ヒサ(78)

昭和59年３月19日開始

厚岸町

ｔ

喜
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み

9

シニ几゛

ｎ

ぶ＆
川端利昭(32)

咄和58年HilZi日川始

根室巾

岡田悦子(45)

咄和59年5 1122日開始

根室巾

市立根室病院

根室市有磯町1－2

　

a01532-4-3201

●透析開始昭和58年Ｐ月１日
●透析機械台数

　

口台
●透析患者数22名●同友会会員日名
●根室腎友会結成昭和58年巳月１日

Q

?に
6
ご叶
1
ﾂ≒
始

根室巾

{

戚竺‰。

曹

圭三尹
l)f]te

細谷弘子(31)

叩利58年3)11611開始

根室巾

n

ぷ４．
浜山

　

正之(43)

昭和59年１川９日川始

根室巾

n

忌尹ぷ‰

＠



●10周年おめでとうこさいます｡これからもがんはりましょう｡荒　藤年(柿)

●10周年おめでとうこさいます｡これからも会員全Llでカンパルソ/

池本　良一(柿)

●私は透析に入って5年目をむかえようとしていますo自分自身のためがんば

って来ましたが､これからも休に食事に気をつけてがんばります｡

伊藤　キミ(日)

●10周年､おめでとうこさいます｡おかけさまで､順調に毎日を過こしていま

す｡これからもよろしくお願いします｡　　　　　　　　今井　伸子(柿)

●釧町会10周年､おめでとうrさいます｡ 10周年と共に歩まれた皆さんに深く

敬意を表わします｡私も頑張って20周年､ 30周年の時を迎えたく切に思ってお

りますo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇井　美江(協)

●10年は一昔といいますが10年間生された事､又これからも10年を目指して頑

張っていきたいと思います｡これからもよろしくお願いしますo

大熊　佳子(柿)

●10周年おめでとう｡娘や息子が20歳を過きる20周年をめさして生き抜くそ/

大野　洋一(柿)

●｢目前はいつも快晴｣この厚岸の空の様にoそう願って､細目に感謝していま

す｡生きる価値を病矧こおそわりましたo　　　　　　　大平　ヒデ千(厚)

●10周年おめでとう｡私は行刺こ行くのがとても楽しみなので､行jiをもっと

増やして欲しいです｡　　　　　　　　　　　　　　　小熊　裕子(紘)

●10周年おめでとう｡みんな今年も元気でがんばろうD　　　　具　研司(日)

●腎友会10周年おめでとうこさいますoこれからも全員骨さまの増々の御健勝

を心よりお祈り申し上げますo　　　　　　　　　　　　加藤　マサ千(厚)

●役員の皆様こくろうさまでした.今後ともさらに一層こ清純触っております.

私も-flとしてさらにカン-リマス. 10周年おめでとうoみんなでジンギスカ

ンに参加しよう/　　　　　　　　　　　　　　　　　金井　英雄(柿)

●先碓方の苦労のおかけで､私達は何んの心配もなく透析できる淋こ感謝して

います｡自己管理に気を付け､娘のためにもガンバります｡菊地　はつえ(協)

●明るく､楽しく､一日一日を大切にしますo体重オー-ーも程々にします｡

木口　八重子(柿)

●釧腎会10周年おめでとうこさいます｡私はまた2年はとですが釧野会と共に

20周年､ 30周年と歩んでいきたいと思っています｡　　　　木村　勝幸(目)

●5周年の時に私は釧甲会の会員になりました. 10周年目の今はCAPDに切

り替えました｡ 15周年にも元気で会員の皆様に会えます様にo　木村　俊(市)

+釧腎会結成10年おめでとうこさいます.役員各位の運営に感謝し､今後も会

fl一致しての宿敵こ期待します0　　　　　　　　　　枚/倉野　利夫(riJE)

●釧野会結成10周年おめでとう.私は会f19年R現在も健在であることに感謝

しておりますo今日までの会flのコミュニケーション､交流の均として指導さ

れた役員の皆様こくろう様です｡今後共釧田舎が充実発展する･jfを触っており

ます｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小島　タ幸子(市)

●釧腎会10周年おめでとうこきいます｡私たちが現在あたりまえの権利として

行使していることも､円友会の力によるものです.感謝すると同時に団結を深

めより発展することを祈ります｡　　　　(札幌に転院)/近藤　祥一(林)
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●今日の元気な自分でいられるためには､会の皆様の助言や励ましが大きな力

になりましたo　これからもみんな元気でいられることを祈っております｡

斉藤　康行(柿)

●10周年おめでとうこさいますo医学の急速な進歩に感謝と期待をし､野友会

の増々の発展を祈る次第です｡　　　　　　　　　　　　　酒井　健I(柿)

+10周年おめでとう御座居ます｡役員の方々の御苦労に感謝をし,又次の10年

を目指しがんばりましょうo今後共よろしくお願い致します｡坂野　ミツ子(醍)

●釧円会10周年おめでとうこさいますQ私も早いもので9年もお世話になりま

した｡釧円会の増々の発展をお祈りいたしますo　　　　　　桜井　久子(市)

●10周年おめでとうこさいますo旅行をして見たいと思います｡全国の透析を

行っている病院の名特等を作成して頂ければ良いと思います｡佐田　俊夫(撹)

●私は透析してまた1年少々ですが､退院後金'jiのコントロールがうまくいか

ず11やんでいますが､これからも-生けんめいがんばりますo佐藤　栄子(日)

●門友会も10周年との邪ですが､私'lf透析を始め､より一年と云う月日が過き

て行く時節と相成りました0 -年の中で随分と苦労もありましたが現在では御

蔭様で大分良く成りました｡　　　　　　　　　　　　　　佐藤　正男(協)

●釧野会10周年おめでとう御座居ます.私も会員の一人として皆様と共に20周

年に向って頑張りたいと思います･ ･ /　　　　　　　　菅原　二三夫(柿)

●NHKの鈴木健二さんが｢健康は自分-の山高の贈り物｣と言ってました｡

この言丑をかみしめて､私は今､生きています｡　　　　　　高橋　勇吉(日)

●日下田友会2年生o余暇を楽しむ生活を工ンショイできるように､体調に留

意して有意義/i:人生を送りたい｡　　　　　　　　　　　　竹内　昇(協)

●釧腎会も10年｡自分の透析も10年をむかえました｡これから20年30年と釧腎

会と一緒になって頑張って行こうと思いますo lO周年バンザイ.//忠村　敏(林)

●10周年記念お祝い申し上げますo役Elの唐様こ苦労様ですo私も20周年に向

って頑張ります｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　兼悦(厚)

●10周年おめでとうとさいます｡　　　　　　　　　　　　塚田　ヒサ(防)

●10周年おめでとう/諮先鞭達の努力のお蔭で私達安泰に透析を統ける紫が出

来､感謝でいっぱいです.これからの釧円会の発展を願わずにはいられません｡

対馬　美喜子(柿)

●10周年を迎えられた皆さん,おめでとうこさいます/　これから先も私達の

目標となっていてFさい｡皆もカン-ロウ//　　　　　　　長岡　久雄(目)

●5周年の時､ 10周年迄はJiiきられそうも細いと思われましたが､先生､ナ-

ス､唐様のお経と感謝して居ります｡ 20周年に向って頑張ります｡役Eiの皆様

御くろう様です｡これからも宜敷く御願い申し上げます｡　長屋　と志子(市)

●祝,釧腎会10周年｡ 30周年に向かって全員で頑張ろう｡　野崎　俊親(柿)

●10周年記念を心からお祝い申し上げます｡今後共釧路野友会が発展する様心

から思います｡又全国の病院の名簿等を作成してもらいたい｡波佐谷　純孝(堤)

●伐が入会して5年目になりました｡ 10周年の方々の苦労は大変なものがあっ

たでしょうね｡僕も負けfj:いで生きていきます｡　　　　　　　棟木　巌(柿)

●10周年おめでとうこさいます｡腎友会での活動,役員の皆様方こ苦労さまで

した｡これからも皆で力を合せ,しっかりがんばりましょう｡花鴇　邦子(日)



●10周年おめでとうこさいます｡小生も当院で透析を始めて3年3ケ月になり

ますo役員､幹事皆様の御苦労に感謝しながら現在楽しく通院しています.

林　喜久雄(柿)

●よくもまあ､今まで無事に過きたなあという気持ちですoこれを期に更に一

年一年を大切にガンバりたいと思いますo　　　　　　　　　乗　曹司(市)

●10周年おめでとう御座居ます. 20周年に向かって､ますます皆様と一緒にが

んばって行きましょう｡　　　　　　　　(札幌に転院)/東山　初枝(柿)

●10周年おめでとうこさいます｡私も3月28日で5年を過ぎ6年日に入るわけ

ですが､これもみな毎日お世話下さる先生又看護婦さんのお蔭だと､心よりお

礼を申し上げます.これからも一日-Elを大切にがんばります｡釧腎会の皆様

も共にがんばりましょう｡役flの皆様御苦労様です｡　　　　藤野　守(市)

+釧腎会10周年おめでとうこさいますo私も透析を始めて4年Elとなります｡

これからもベストを尽くし体力つくりにがんばりますo腎移植の弔li:ともう少

し､たんちょう.にのせてほしいと思います｡よろしくお願いします｡

本間　幸雄(柿)

●10周年おめでとう御座居ます｡透析歴7年日､私自身の10周年めさして頑張

りたいと思って居ます｡　　　　　　　　　　　　　　間瀬　八栄子(市)

●先生､スタッフ一同､円友会の幹部の方々にお世話になって､一々お礼を申

し上げたいのですか､それもできず､病院に来て皆さんの顔を見るのか楽しみ

です｡どうにか体の方も舶調です｡　　　　　　　　　　松尾　政明(協)

●釧腎会と共に私も10周年､シャントに刻まれた､透析医学の年輪がある｡

水沢　秀一(市)

●10周年､よくやりました｡科学の進歩を祈ってカンパりましょう0

三原　義春(柿)

●10周年にあたり亡くなった方々のこ冥福を祈り､初心にかえって､全Llが元

気で20周年に向かって頑張りましょうo　　　　　　　　　宗像　-五(市)

●お話し合いの場をもち輪を広げよう. 20周年を目標にo谷田部　ユミ子(El)

●釧野会の10周年記念をお慶び申しあげますo今後,ますますのこ発展を祈念

いたします｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　幸男(市)

●釧腎会10周年おめでとう｡会員が協力して会の発展につとめ､明るい希望を

もって毎日を串らそうではありませんか｡　　　　　　　横沢　俊彦(市)

●もう少し皆さんと一緒につどいをもってお話したいと思います｡

富田　ミツ子(日)

●私が腎友会に入会して1年半位で5周年記念のアルバムを戴きました｡その

時は10周年なと考えてらいなかったのに早いものですね｡今度は15周年目指し

て自分自身に負けないよう明るく楽しくカンパルソーと｡　渡辺　幸久(柿)

●先生やスタッフの皆様のお蔭で元気になれました｡有難度うこ座いました｡

諸先守の辛苦をしのび明E]に向かってあかるく生きたいと思います.

渡辺　セツ(協)
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札幌市(32) (1,038/512)

･市立札幌病院(63/48)

札幌市中央区北1条西9丁目
T 011-261-2281

･幌南病院(17/4)

札幌市豊平区平岸1条6丁目
T 011-822-1811

･北辰病院(20/1)

札幌市中央区北1条西4丁目
T 011-241rl161

･国立西札幌病院(15/9)

札幌市西区山の手5の8
T 011-611-8111

･自衛隊病院(15/0)

札幌市豊平区平岸1条12丁目
T Ollr831-0161

･いのけ医院(47/10)

札幌市中央区南10条西6丁目
T 011-511-5003

･開成病院(2/0)

札幌市北区北33条西6丁目
T 011-757-2201

･河口内科医院(31/13)

札幌市繭区澄川5条3丁目
T 011-812-5288

･光星泌尿器科医院(21/16)

札幌市来区北12集束7丁目
メディカルセンター光屋3 F

T 011-711-0158

･佐藤医院(47/15)

札幌市東区北19集束7丁目
T 011-741-8050

･札幌束クリニック(62/23)

札幌市白石区南郷通1丁目北21
T 011-863-2131

･札幌北クリニック(118/89)

札幌市北区北18条西2丁目
T 011-747-7158

･田島クリニック(58/32)

札幌市中央区北1条西21丁目
フジタビル5F

T. 011-643-2553

●戸沢医院(37/24)

札幌市中央区繭19条西8丁目
T 011-512-1216

●中野医院(39/33)

札幌市北区北10条西4丁目
T 011-747-1088

･幌北医院(6/0)

札幌市北区北20条西8丁目
T. 011-716-5411

･宮の森脳外科病院(21/8)

札幌市中央区宮の森3条7丁目
T 011-641-6641

･宮岸医院(7/0)

札幌市来区北48集束8丁目
T. 011-75312101

･渡井医院(51/49)

札幌市中央区繭14条西15丁目
T 011-551-5023

･広田医院(38/9)

札幌市豊平区美園7条6丁目
T. 011-811-8188

･仁愛会外科クリニック(43/9)

札幌市中央区南1条西9丁目
T 011-251-7338

･勤医協中央病院(30/24)

札幌市東区伏古10条2丁目
T 011-782-9111

･札幌中央病院(46/25)

札幌市中央区繭9条西10丁目
T 011-513-0111

･三樹全病院(60/28)

札幌市白石区東札幌2条3丁目
T 011-824-3131

･石川医院(41/25)

札幌市西区西野4条2丁目
T Ollr661-1100

･北3粂内科クリニノク(19/8)

札幌市中央区北3条西20丁目
T 011-644-7877

･うえと医院(6/0)

札幌市西区手稲前田718
T 011-682-3355

･北成病院(5/1)

札幌市北区新川744の2

T 011-764-3021

･新札幌サン･クリニック(8/0)

札幌市白石区厚別町下野幌778-27

T 011-892-1556

･繭1条病院(14/0)

札幌市中央区南1条西13丁目
T 011-271-3711

･札幌北輸病院(45/9)

札幌市白石区東札幌6条6丁目
T 011-865-0111

･札幌徳州全病院(6/0)

札幌市白石区栄通り18丁目
T 011-851-1110

小樽市(4) (131/76)

･朝里病院(16/3)

小樽市新光1丁目7番
T 0134-54-6543

･ ′ト樽北生病院(17/0)

小樽市梅ケ枝8の18
T 0134-25-4321

･小樽市立第2病院(36/27)

小樽市長桶3の11
T 0134-33-4151

･うの外科クリニック(62/46)

小樽市住吉町7の5
T 0134-33-6586

余市町(り(13/13)

･田中内科医院(13/13)

余市町;,1号沢町6の80

T 0135-22-6125

倶知安町(1) (21/ll)

･倶知安厚生病院(21/ll)

虻EEl郡LFl.知安町北4条如1丁目

T 01362-2-1411

旭川市(5 ) (383/226)

･渡部外科'FIJ腸科医院(10/0)

旭川市大町2条4丁目
T 0166-51-7960

･石田皮府泌尿器科病院(268/194)

旭川市1条10丁目右10号
T 0166-26-6411

･増田クリニック(50/0)

旭川市1条4丁目右5
T 0166-22-9600

･国立療益所道北病院(20/0)

旭川市花咲町7 TE]
T 0166-51-3161

･旭川赤十字病院(35/32)

旭川市曙1条lTE]
T 0166-22-8111

士別市(1) (40/0)

･市立士別総合病院(LIO/ 0 )

士別市東5の7
T 01652-3-2166

稚内市(1 ) (34/30)

･市立稚内病院(34/30)

稚内市中央4の11の6

T 0162-23-2771

留萌市(1 ) (50/45)

･留肋市立病院(50/45)

留朝市寿町1丁目
T 01644-2-1500



函虎市(7) (283/138)

･函館協会病院(35/16)

函館市塊川町4 - 5

T 0138-53-5511

･仲野谷泌尿器科医院(31/23)

函館市日岡町1丁目1 -19

T 0138-41-8228

.函館五稜郭病院(32/10)

函館市五稜郭町38- 3

T 0138-51-2295

'市立函館病院(25/ 8 )

函館市弥生町2 -23

T 0138-23-8651

'渡辺泌尿岩岩村医院(86/44)

函館市採掘町36
T 0138-55-1185

■ ･平田輝夫泌尿器科医院(50/31)
函館市杉並町2の9
T 0138-55-5677

. )'lJ居泌尿若き終日矧提(24/ 6 )

函館市美原2丁目13- 8

函館メティカル-ル
T 0138-46-5657

八雲町(1 ) (18/12)

l･町立八'L'病院(18/12)

山越郡八:i'町来町芸町50恭地
T 01376-312185

苫小牧市(5) (105/69)

.苫小牧市立総合病院(18/14)

A:小牧市幸町1丁目
T 0144-33-3131

.千秋医院(50/47)

苫小牧市去町18
T 0144-32-3431

.王子総合病院(10/0 )

苫小牧市衷町18
T 0144-32-8111

･寺田泌尿器科医院(26/ 7 )

苫小牧市木場町36番地3
T 0144-33-3855

･小西医院(1/1)

苫小牧市自金町2丁目
T 0144-73-3533

浦河町(1 )く22/21)

･ Jl持河赤十字病院(22/21)

浦河郡Jf持河町来町230

T 01462-2-5111

室蘭市(3) (94/74)

･新El鉄室蘭病院(30/30)

室蘭市知利別町1丁目
T 0143-44-4650

･沢山クリニック(19/4)

室蘭市苗砂町2丁目
T 0143-45-3971

･ E]鋼記念病院(45/40)

室蘭市新㍍町1丁目5-13

T 0143- 24-1331

伊達市(り(37/16)

･伊達赤十字病院(37/16)

伊達市末永83
T. 0142-23-2211

虻田町(1) (9/7)

･洞爺協会病院(9/7)

虻EEl郡虻田町温泉町144布地

T 01427-5-2331

滝川市(2) (73/41)

･阿友会滝川クリニック(65/41)

滝川市有明町西2TE] 4 -L15

T 0125-24-2125

･滝川市立病院(8/0)

滝川市大町2丁目2-34
T.て)125-22-4311

帯広市(5) (112/62)

･補広クリニック(40/18)

･7iT-広市西23条繭1丁目129

T 0155-37-5588

･ W･広病院(ll/ 3 )

･7ir･広市東4条繭12TE1 1番地

T 0155-22-6600

･第-病院(16/10)

･7iT･広市西3条南8丁目2

T 0155-25-3121

.帯広西病院(21/17)

帯広市西23条南1丁目129
T 0155-37-3330

･須藤泌尿器科医院(24/14)

帯広市西2粂繭2丁目
T. 0155-27-2302

新得町(1) (3/1)

･浅井医院(3/1)

上川郡新得町本通商3丁目
T. 01566-415304

釧路布く5) (160/111)

･市立釧路組合病院(69/40)

釧路市春湖台1 -12

T 0154-41-6121

･釧路赤十字病院(24/15)

釧路市新栄町21 - 14

T 0154-22-7171

･gll路労災病院(9/ 1 )

釧絡市中園町13- 2
T 0154-22-7191

･林田クリニック(42/40)

釧指市新訂押11 - 7

T 0154-24-7173

･近東勃医協協立病院(16/15)

釧路市治水町3 -14
T 0154-24-6811

厚岸町(1 ) (10/10)

.町立厚岸病院(10/10)

IyE岸郡PJlI岸町住之i工町

T 0153-52-3145

根室市(1) (20/8)

.市立根室病院(20/8 )

根室市有磯町1 -2
T 01532-4-3201

北見市(3) (86/68)

･石田医院(56/41)

北見市北5条西1丁目
T 0157-23-3225

'千焚裾環呼吸クリニック(17/16) ⑳

北見市公園町139
T 0157-23-3111

･迫ni'J_北見病院(13/ll)

北見市緑ヶ丘40
T 0157-24-6261

網走市(1 ) (30/29)

･石田病院網走分院(30/29)

網走市新町1丁目1番地
T 0152-44-2261

上湧別町(1) (27/0)

･曽我病院(27/ 0 )

紋別郡上湧別町中湧別両町
T. 01586-2-2001

夕張市(1 ) (20/18)

●夕張市立病院(20/18)

夕張市本町4丁目
T 01235-2-3131

岩見沢市(2) (96/18)

･岩見沢市立総合病院(73/ 5 )

岩見沢市9条西7丁目2
T 0126-22-1650

･七条クリニック(23/13)

岩見沢市7条西7丁目
T 0126-25-2727



美唄市(1) (10/0)

･市立美唄病院(10/0 )

美唄市西2条北1丁目
T 01266-3-4171

三笠市(1) (53/0)

･市立三笠総合病院(53/ 0 )

三笠市宮本町489番地

T 01267-2-3131

赤平市(1) (10/0)

･市立赤平縁台病院(10/ 0 )

赤平市本町3丁目2
T 01253-2-3211

(順不同)　V稚内1

〇
･道内合計(息者赦)/2,987

(会見赦)/1,617

●市町村名(施設数)

(患者数/会fl数)

●病院名(患者数/会fl数)

住所･可王話の凡百

留萌1

道内91施設

数字は透析施設数

道内透析施設分布図

(昭和61年3月現在)
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衆議院議員

岡　田　利　春

後援会事務所
釧路市川上町7丁且1番地　℡(0154)22-1398･25-0329

大広藁53会常任藁D

沖縄及北方問題に関する絹別壷Ll会姦Lj

安全保障年音別藁L3芸事口

衆議院議員

中　川　昭　一

釧路事務所
釧路市旭町47番地カノウピル℡(0154)22-6448



衆議院議員

鈴木　宗　男

事　務　所

釧路市旭町30-13書士ピル℡(0154)24-8801

衆議院議員

北　村　直　人

連合後援会事務所
釧路市南浜町1番26号　℡(0154)25-8805



衆議院議員

武　部　　勤

東京事務所
東京都千代田区永田町2丁目7番2号!空(03)581-5111(内線)7425

北見事務所
北見市とん田東町603の1 ℡(0157)61-7711

釧路事務所
釧路市新橋大通りTの1新橋ビル3F　℡(0154)25-8558

釧路市議会議員

厚生常任委員

高谷虐政
釧路市鳥取北4-17　℡(0154)51-2306



市立釧路総合病院
院　長　本　田　辿　康

事務長　高　木　国　光

釧路市春湖台1番12号　℡41-6121



医科器械･理化学器械･医用奄子器械･レントゲン装節･計故谷

ハー㊥ェム株式会社ムトウ
釧路支店/釧路市双葉町13番17号　雪空㈹22-6106

本　　社　札幌了朋ヒ区北11粂剛丁目1番地　　℡(大代滋)7LI6-5111

テレックス/932-829　振軒/中将9689

旭川支店　旭川市ITb'1粂通り20丁目

函館支店　函館市盟川町2の7
東京支店
笛広支店
'Jl:曲.i■;: tIJl'

北見営業所
稚内営空所
LVl'小牧.Lli弧所

孝三城皆某所

埼玉営某所
仙台営業所
福岡営業所
多畔営某所
千兼営某所

東京都台東区入谷1丁目19番2号
･tLtdl広市西2粂南16丁目2

薬価市二赦町3T Fヨ21番5号

北見市屯田西町226番地38

稚内ill- lfZ央4丁目5の27 P,

苫小牧IJi潜EI FrlT日9蘇11 5;･

茨城蝿と筑波耶谷田部町東新井20の7

埼玉蝦大宮市植竹町1の670

仙台市花試院2丁目1の35

福岡市浦区立佳1丁目1番41 rlb一

東涼.'都立川市錦町4の4の18

千集市本町2丁目3番5号･江沢ビル

℡(代炎)32-6111

℡(代避)26-3315

℡(代表)874-7141

℡(代衣)22 -6010

℡(代滋)L15 18385

℡(代滋)25- 64()7

℡22-4372

℡34 -7881

℡51 -2127

℡(代裁)51-4081

℡(代よ)65 12635

℡(代滋)512-7023

℡(代炎)27 -61()()

℡(代炎)21-0351



20年の経験と技術

⑳
め日本工業規格表示認定=場

道東コンクリ-ト工業宜
代表取締役　丸　谷　恭　平

釧路市鳥取南6丁目2番19号　℡㈹51-2627(二次製品)

℡㈹52-31 50(生コン)

Q)日本工業規格表示許可工場

帯広富士コンクリート製品株式会社

本　　社

〒080帯広市西1条南24丁目1番地
帯広工場

〒089-05中川郡幕別町札内北栄町152　℡0155-24-7017㈹

釧路工場
〒088-05白糠郡白糠町西庶路　℡01547- 5-2100

旭川工場
〒071-01旭川市西神楽1線13号　℡0166-75-4712

札幌支店
〒064札幌市中央区北4粂西7丁目1の5の6

(札幌ホワイトピル9F )℡oll -261-6155



〔禦碧芸碧慧芸〕 一般住宅建築.設計施工 

重苦大沢I務店 
代表取締役大沢幸三 

白糠郡白糠町東3条北5丁目1の8℡(01547)2-3953 

要覧柴田測量社

白糠郡白糠町案2条南1丁目2番地38

℡(01547)代2 -2620



◎



産
地メ〒才力JL聴式会社

【営業種目】
●車検整備●一般整備
●定期点検●板金塗装
●電装整備●特殊架装･整備
●一般工作

●事柄･タイヤ･バッテリー販売

障書者･難病患者は割引します｡

各種ローン取扱い代理店

㈲㊥渡部自動車整備工場
北海道釧路市星ヶ浦大通3丁目1番30号℡(0154)代51 -9220



北海道医療社会事業協会 

東ブロック事務局 

釧路労災病院医療相談室 
℡22-7191(内線)236 

竪琴i
愛とまごころの

医療機器･製造･販売･輸出入

株式会社常軌釧路営業所

釧路市中園町14番8号　℡0154-23-3495

信頼の保険 �� � �.葦ｩ]ｸﾊ�<�o�WItﾈｯｩZXﾙ餽�,ｨ��y]ｸﾊ��m9Vbｲ�

◎朝E)" 
白糠営業所 

白糠町東2条南2丁目4-20℡2-2268 



0腐らない.虫のつかない加圧注入材 

亨ユ粛-7 

造村道林業.製材.チップ.製造販売.建材販売 

㊥増井林業株式会社 
本社/〒088-03白糠郡白糠町案1集北6丁目1-6℡(01547)2-2218㈹ 

営襲所/〒085釧路市川北町8の16℡(8154)25-2155㈹ 

造林.造材.土木.造園の各事業 

㊥高坂林業株式会社 
代湖賦役高坂亮二 

白糠郡白糠町東2集北1TE1番地14℡(01547)2-2644 

一般製材･仕組･チップ

道東林産興業株式会社
代裁取締役　大　家　信　彦

白糠郡白糠町庶路18番地　℡(01547) 5 -2341

全林野労働組合 
帯広地方本部白糠分会 
執行委員長毛利正一 



土木建築金物製作.鉄骨工事.板金加工 

空豪 ��ｭHｾ��靫鮎b�
取締役社長残間俊雄 

取締役専務残間順雄 

釧路町国誉5丁目12番地1℡㈹36-1961 

㈲メナード化粧品釧路販社
代か帆締役　今　井　幸　夫

釧路市新栄町10番4号　℡23-4936㈹

生田流宮城社琴.三絃教授所 

@慧榔慧南禁3_22GB(01烹2_3.86 
★入門随時★ 



曲芸蒜,:o&芸誌のことなら 
LJ>11 

リビングセンターいわい 
厚岸町辛夷栄町1条通り℡0153-52-3622 

Cを酢多

食値夢
釧路市枚浦町11番112号

℡25-4809

SNACk1- 

聯 
釧路市末広町5丁目パークサイド℡24-1346 

《オリエンタルプラザB-1≫ 



▲

●建設許可(般-)56釧第1588+

一般建築･設計･施工･管理

㊥

砂原組
代表砂　原　　巌

-紋技能士取某訓練指符LRJ

釧路市愛国39の1684

雪空3617517

TEAROOM 

-J 

釧路制ヒ大通3丁目(山下方店地階) 

℡25-3245 

銘菓<tS働ダけコン 

要綱寸を壁 
北海道釧路市共栄大通り3丁目℡22-9255 

疲:&;1 ���ﾄ�ﾙ5ﾘｹ｢�xC#Bﾓ33SR�ｹ�H棈,ﾈ*�*(-ﾈ,唏6�8�487X,ﾈﾗ8*ｹ<��#ﾒﾒﾒﾒ��+X5�6x9"ﾒ�.ﾙ?Vﾂ�ｿｩц�9$�*ﾃ)MC�Xﾘb袷ｩч?ｩ�IV�����xC#BﾓCCSR�



風除室★内装建材★木工家具 

㊨ 
大熊商店 
釧路町桂5丁目7番地 

℡37-3868 

モ_ピル石油代理無も 

諏江石油㈱ 
白糠郡白糠町コイトイ18番地 

℡㈹5-2141 

笥ptB.芸40dti#SL#<## 

ガラスのポケット 
くしろ市末広3の6架丘2F℡25-8537 

MUSIC 
良 

COFFEE 

='1=｢ム 
根室市大正町1の8℡4-3718 

-縛'けり●キ隼 

豊美大西商店 
釧路市大楽毛5丁目1番 

本店/駅前℡57-8403 

支店/橋詰℡57-8215 

･全道トラック協会書旨走店. 

ドライブイン 

ポポ 
白糠郡白糠町コイトイ18番地 

℡5-2914 

串三幸 
根室市緑町2丁目(2丁目ビル3階) 

℡4-3683 



釧路地方腎友会10周年記念事業協賛者名簿(広告)

下記の皆様方より協矩広告をいただきれたD心よりお札申し上げます｡ありがとうございました｡

釧路市長餌淵俊之

道議会議Ll伊藤武一

衆議院議員岡田利春

衆議院議fl中川昭一

衆議院議員鈴木宗男

衆議院議El北村直人

衆議院議El武郎勤

市議会議員高橋宏政

市立釧路総合病院

林田クリこソク

寸釧路協立病院
㈱ムトウ

道東コンクリート工業㈱

帯広試士コンクリ-卜製品㈱

附大沢工務店

(fJl柴田測i退社

フル-ツ商Ir3i

温泉民宿山口

旭メディカル㈱

仔Il渡部自動車整備工場

釧路労災病院医療相談室

㈱常光釧路宮菜所

作11藤プリント

朝日生命

増'#林業㈱

高坂林菜㈱

↓道東林産興業㈱

全林野労働組合

㈱残間金属工業

㈲メナ-ド化粧品釧路販社

㈹`rl tl

生田流宮城祉琴･三枝教授所

斉藤美容室

リビングセンター　いわい

COFFEE会せ夢

SNACKぴいとろ

砂原組

菓子司甘秀堂

カービュウティ　クシロ

レストラン　カダン

カメラの光画堂

TEA ROOM　イエスクディ

大熊商店

㈱大西商店

諏江石油㈱

ドライブイン　ポポ

PUBガラスのボケソト

ナイトサパー　ネムロ

喫茶　シュテーム

観光おみやけ店やまもと

(広告掲載噸･敬省略)



釧路地方腎友会10周年記念事業協賛者名簿(寄附)

下記の皆様方よりご寄附をいただきましたo心よりお札申し上げますoありがとうございましたd

伊藤武一釧路政経懇話会

㈲東洋器材

エイケン工業㈱

(fll山口産兼開発

㈱ボイラークリニソクサービス

㈲岡坂組

山田機械工菜㈱釧路営業所

㈱ムトウ釧路支店

㈱旭メティカル

㈱日機装

㈱常光釧路営業所

シオノギ製薬

扶桑薬品

中外製薬

フジタ調剤薬局

明治製菓㈱

市立釧路病院関係

◎　　秘尿器科一同

第3詰所一同

柴田龍太郎

東義明

斉藤建設

㈱斉藤測包設計杜

なかじま嘉昭後援会

山田信一郎

堂攻守

㈱水野商店

㈱渡辺測虫杜

㈱シーサイドホテル

那須野慶治

馬測クマ子

岩崎幸子

菊原砲松

横沢さい

横沢フミ子

和田山泊二

小西六メティかレ㈱

東芝メティカル㈱釧路出張所

小林米子

国安ヨシエ

山口エミ子

従二京子　　　　斉藤文雄

大益恵美子　　鳩山光子

前田唆知子　　能勢セキ

小師三津子　　小長もクキ子

は井香　　　　塩臥由子

rJI-木美喜子　　佐々木キク

田村イサ子　　　長屋と志子

佐藤静　　　　永田妙子

阿部好子　　　渡辺クエ子

長尾京子　　　　村山よしの

西払和子　　　木村俊

木村艶子　　　山EE]幸タi

丹羽祐子　　　　中村君江

佐藤淑恵　　　　三浦セツ

田畑賢子　　　　大滝キク

夏井利津子　　　下村静子

原間井里衣　　佐藤美代

中西美智代　　　′ト野光子

守留問いつみ　　木村千.iii.

国光幸代　　　　外崎芳江

松田トシ子　　　矧l頁ユキエ

古川栄子　　　　斎藤正夫

鈴木ミエ子　　扇谷芳範

吉岡フミ子　　　宗像一五

森田歌子　　　　藤野守

浜屋勝男　　　横沢俊彦

杭沢道彦

会見　　　　　　式西由春

水沢秀一

渡辺文子　　　　釧路赤十字病院関係

式西武光　　　　三輸映

藤原修二　　　西川哲裕

杉山益雄　　　　透析室一同

今村ツヤ子　　　6 A柄棟一同

村上恵美子　　(Lll藤プリント

桜井久子　　　　長岡武雄

間瀬八重子　　lii ra粥Il雄

志谷初江　　　　長EE]健二

金井英雄　　　　長岡幸雄

坂本光子　　　　小山昭

田中トシ子　　　小田貞義

中島栄人　　　　佐藤昇次
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大出研志　　松田みつ子　　中川邦雄

谷カネ子　　鈴木仁　　　上田似子

花岡正美　　中村扶見子　　斉藤絹子

中川千里　　　舟木サク

近藤安LT=1　　　多田7:1,千

信成商店　　　鈴木信勝

蛎崎正明　　　菅原義勝

佐藤昭吾　　　斉藤八郎

小野寺正　　　田中政次

半滞虎雄

山下忠

石井孝昌

掛札隆　　　　弓智美

佐藤薬局

森正智　　　　　会見

丹柴守男　　　　砂糖良子

自木沢八iBJ子　高橋由93

山田昇

小熊束孝

小熊博之

野みつ子

上田保

岸本由久
渋谷敏彦　　　早坂要

小LLITr'JA次　　　斉藤康行　　　会見

-　　~　-∴ :　∴

西脇勝芳　　会見　　　藤原ヨシエ　　橋本巌　　　小熊裕子

揮田健治　　長岡久雄　　菊地菖知男　　国岡勝　　　手井美江

吉田tjJ久PJ　　花輪邦子　　　本間定男

申出文夫　　　谷田部ゆみ子　渡辺ヤスイ

中田和男　　　岩見桂一　　　宗山裕悦

中山武士　　　佐々木較雄　　小山春雄

三浦幹夫　　　鈴木武夫　　　斉藤傑嗣

山本肥　　　伊藤キミ　　　千丑静

潟田秀明　　　吉田ミツ子

岡本由利子　　貝研司

柳谷屯二　　　木村勝幸

森橋忠　　　　鎌田紀子

荻野信秀　　　佐藤栄子
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石井正

金長

岡田昌治

岡本芳彦

田村勝代

(順不同･敬省略)



編集を終えて

釧路地方腎友会(当時市立腎友会)は､昭和51年

11月26日市立病院の患者16名で発足し､翌52年に

は釧路の全施設(市立･日赤･労災)の患者を対象

に結成され､早いもので結成10周年を迎えるに至

りました｡

rlO周年を記念して何かを残しておきたい｣と言

ぅ提案があり､昨年6月より10周年記念誌編集委

員会を設け､それぞれの分担作業を進めてきまし

たo編集の仲間は､透析や仕乳体調の良･不良

にもかかわらず､数少ない10年間の資料を､慣れ

ない作業にとまといながら取り組んできて､この

記念誌の編集も､皆様方のど協力で,やっとここ

に終えることができ大変嬉く思いますo

皆様方より一足先に､原稿を読ませていただき

ましたが､結成当時の医療･福祉は､今では考え

られない時代であった事を知らされましたo

今の私たちは､医療･福祉の面で･皆様方から

多くの恩恵を受けていますo私たち患者は､お世

話いただいている皆様方に返せるものは､極めて

少ないと思われます○その分･同じ苦しみを持つ

仲間や,これからも増えつつある後輩患者の為･

又､先輩患者達の活動によって築きあげた諸制度

を後退させない為にも､全道･全国の仲間と共に

歩まなければならないかと思います｡

まだ患者会員でないあなたが,この記念誌に目

を通していただけたなら､腎友会をこ理解下さい

まして､あなたの｢力｣を腎友会にそそいで頂きた

い､自分より､もっともっと困っている人がいる

ことを､忘れてはならないと思いますo

最後になってしまいましたが､会員を含め大勢

の皆様方より､多額な協賛金をいただきましたこ

と､厚く御礼を申し上げます.

また､この記念誌の為に心よく原稿を寄せて頂

いた先生方､資料提供して頂いた患者さん方にも

御礼を申し上げます｡

この記念誌は､協賛金の一部によって作られた

ものです｡不幸にして透析生活となったのも､人

生の一部ですo記念としていつまでも大切にして

いたたければ有難く患います｡

長岡久雄(釧路赤十字病院)



編集スタッフ

編集委La長上田　弘　(釧掲協立病院)

編粂委Ll　水沢秀一(市立釧路総合病院)

鮎取委員　長岡久雄(釧路赤十字病院)

編果委員　橋本厳　(林田ク,)ニック)

編集委員　早坂要　(林田クリニック)

点集委員　金井英雄(市立釧路総合病院)

ぷ先番E3　酒井健一(林田クリニック)

鮎集委El　東哲司　(市立釧路総合病院)

編集委月　佐々木鎮雄(釧路赤十字病院)

態集香Fl　山田幸男(市立釧路総合病院)

編集委員　木村俊　(市立釧掩総合病院)　0

編熱委Ll　近藤祥一(札幌へ転院)

協力　　高橋宏政(釧腎会顧問)

制作

レイアウト　長岡　久雄(釧招赤十字病院)
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